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ご注意

保証

HP製品、またはサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明示的な保証文によっ

てのみ規定されるものとします。ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありません。ここに

含まれる技術的、編集上の誤り、または欠如について、HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピュータソフトウェアです。これらを所有、使用、または複製するには、HPからの有

効な使用許諾が必要です。商用コンピュータソフトウェア、コンピュータソフトウェアに関する文書類、

および商用アイテムの技術データは、FAR12.211および12.212の規定に従い、ベンダーの標準商用

ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2010 - 2012 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe™は、Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社 )の商標です。

Microsoft®およびWindows®は、米国におけるMicrosoft Corporationの登録商標です。

UNIX®は、TheOpenGroupの登録商標です。

本製品には 'zlib'汎用圧縮ライブラリのインタフェースが使用されています。 'zlib': Copyright © 1995-
2002 Jean-loupGailly andMark Adler.
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ドキュメントの更新情報
このマニュアルの表紙には、以下の識別情報が記載されています。

l ソフトウェアのバージョン番号は、ソフトウェアのバージョンを示します。

l ドキュメントリリース日は、ドキュメントが更新されるたびに変更されます。

l ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

最新の更新のチェック、またはご使用のドキュメントが最新版かどうかのご確認には、次のサイトをご

利用ください。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

このサイトを利用するには、HP Passportへの登録とサインインが必要です。HP Passport IDの取得

登録は、次のWebサイトから行なうことができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html(英語サイト )

または、HP Passportのログインページの [New users - please register] リンクをクリックします。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または最新版をご入手い

ただけます。詳細は、HPの営業担当にお問い合わせください。
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サポート
HPソフトウェアサポートオンラインWebサイトを参照してください。

http://support.openview.hp.com

HPソフトウェアが提供する製品、サービス、サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HPソフトウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様の業務の管理に必要な対

話型の技術支援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。HPソフトウェアサポートWebサイト

のサポート範囲は次のとおりです。

l 関心のある技術情報の検索

l サポートケースとエンハンスメント要求の登録とトラッキング

l ソフトウェアパッチのダウンロード

l サポート契約の管理

l HPサポート窓口の検索

l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

l 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

l ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部を除き、サポートのご利用には、HP Passportユーザとしてご登録の上、ログインしていただく必

要があります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。HP Passport IDの登

録は、次の場所で行います。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html(英語サイト )

アクセスレベルに関する詳細は、以下のWebサイトにアクセスしてください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp
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リファレンスガイド

第1章 :

はじめに

HP Operationsエージェントは、多数のサービス、プロセス、ユーティリティをシステムに導入します。エー

ジェントの動作を設定したり、そのパフォーマンスを監視するときは、コマンド ラインユーティリティが役

立ちます。特定のコマンド ラインユーティリティを利用することで、エージェントが取り込んだリアルタイム

のシステムパフォーマンスデータを確認できます。トレースツールのようなユーティリティは、トラブルシ

ューティング時にエージェントの診断情報を確認する際に役立ちます。

HP Operationsエージェントでは、一連の設定変数を利用できます。これらの変数は、エージェント動

作の制御に役立ちます。これらの変数には、ovconfchgコマンドを使って目的の値を設定できます。

このガイドには、HP Operationsエージェントによってシステムに導入されるコマンド ラインユーティリテ

ィ、サービス、プロセスに関する情報が記載されています。また、HP Operationsエージェントのデフォル

ト動作の設定に使用する各種設定変数についても説明します。
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第1章 :

ドキュメント マップ

ドキュメント マップには、HP Operationsエージェントに関する主なドキュメントがすべて記載されていま

す。このマップを利用して、必要なときに必要なドキュメントを見つけることができます。

HP Operationsエージェント のドキュメント マップ
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HP Operations エージェントのコンポーネント

HP Operationsエージェントには、大きく分けて運用監視コンポーネント とPerformance Collection
Component という 2種類の運用コンポーネントがあります。運用監視コンポーネントはエージェントの

監視機能とメッセージング機能、Performance Collection Componentはデータ収集機能とストレージ

機能を提供します。

表 1 HP Operations エージェント のコンポーネント

コンポーネント サブコンポーネント 詳細情報

運用監視コンポーネント 監視エージェント プロセス名 :opcmona

アクションエージェント プロセス名 :opcacta

メッセージエージェント プロセス名 :opcmsga

メッセージインターセプタ プロセス名 :opcmsgi

トラップインターセプタ プロセス名 :opctrapi

WMI インターセプタ プロセス名 :opcwbemi

ログファイルエンキャプス

レータ

プロセス名 :opcle

イベント相関処理エージェ

ント

プロセス名 :opceca

組み込みパフォーマンスコ

ンポーネント

プロセス名 :coda

Performance Collection
Component

Scopeコレクタ プロセス名 :

l UNIX/Linuxの場合 :scopeux

l Windowsの場合 :scopent

測定インターフェイスデー

モン

プロセス名 :midaemon

トランザクション追跡デーモ

ン

プロセス名 :ttd

リアルタイムメトリックアクセス

(RTMA)
マルチプラットフォームシス

テムパフォーマンスメトリッ

クサーバー

プロセス名 :perfd

リアルタイム計測 (RTM) リアルタイム計測 プロセス名 :rtmd
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プロセス

HP Operationsエージェントは、管理対象ノードで異なるプロセスを開始します。次の表は、運用監

視コンポーネントにより提供されるすべてのプロセス (UNIXおよびLinux ノードではデーモン)を示して

います。

表 2運用監視コンポーネント のプロセス

プロセス 説明

opcacta アクションエージェントは、自動アクション、オペレータ起動アクション、スケジュール済みアクション (つま

り、スクリプトとプログラム)を開始 /停止します。アクションエージェントは、コマンド ブロードキャストおよび

設定済みアプリケーション (入出力 )にも使用されます。

opceca イベント相関処理エージェントが、ECSランタイムライブラリがHPOMサーバーに統合されているのと同

じ方法で、エージェント MSIに接続します。この接続により、エージェントのHPOM メッセージフローから

のメッセージにアクセスし、それを変更できます。このプロセスによって変更されたメッセージは、「MSI:
opceca」というメッセージソースでメッセージ詳細ウィンドウ (メッセージブラウザから表示可能 )に表示さ

れます。その他のエージェント プロセスと同様に、このプロセスもコントロールエージェントによって制御さ

れます。

opcle ログファイルエンキャプスレータが、HPOM管理者が指定したメッセージまたはパターンを 1つまたは複

数のアプリケーション/システムログファイルからスキャンします。ログファイルエンキャプスレータは、スキャ

ンおよびフィルタされたメッセージをメッセージエージェントに転送します。

opcmona 監視エージェントが、以下の情報を監視します。

l システムパラメータ (CPU負荷、ディスク使用率、カーネルパラメータなど)

l SNMP MIB

l WMI クラス

l Windowsのパフォーマンスモニタのパフォーマンスカウンタ

l その他のパラメータ (指定されている場合 )

opcmsga ローカルシステムのログファイルエンキャプスレータ、監視エージェント、イベント インターセプタ、およびメ

ッセージインターセプタからメッセージを受信するメッセージエージェント。メッセージは、管理サーバーで

実行中のメッセージレシーバに転送されます。管理サーバーとの接続が失われると、メッセージはローカ

ルでバッファされます。メッセージエージェントは、アクションエージェントにタスクを転送することで、ローカル

自動アクションを開始します。

opcmsgi メッセージインターセプタは着信メッセージを受信し、処理します。メッセージは、opcmsgコマンドおよび

opcmsg APIを使用して HPOMに転送できます。特定のメッセージタイプを統合 /抑制する条件を設

定できます。

opctrapi イベント インターセプタは、HPOMにSNMPイベントを供給するためのメッセージインターフェイスです。

特定のメッセージタイプを統合 /抑制する条件を設定できます。

opcwbemi WMI インターセプタにより、管理対象ノードではないシステムからのWMI クラスを処理できます。

coda 組み込みパフォーマンスコンポーネント プロセス (coda)は、パフォーマンスデーモンが収集したシステム

パフォーマンスデータに対するローカル/リモート要求を処理します。codaは、通常はHP Operations
エージェントの起動スクリプトによって開始されます。
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表 3は、Performance Collection Componentにより提供されるすべてのプロセス (UNIXおよびLinux
ノードではデーモン)を示しています。

表 3 Performance Collection Componentのプロセス

プロセス 説明

scope scopeは、HP Operationsエージェント システムで実行されるプロセスです。これは、ovpaスクリプトによ

って呼び出されます。scopeは、HP PerformanceManagerなどの分析ソフトウェアプログラムで使用さ

れるパフォーマンスデータを記録します。scopeプロセスは、データコレクタとして機能できます。scopeプ
ロセスによるデータの記録は、ユーザー制御の設定ファイル (parm)によって制御されます。

midaemon 測定インターフェイスデーモン (midaemon)は、ARM トランザクション追跡とPerformance Collection
Componentの間のインターフェイスを提供します。このプロセスは、カウンタ値を保持するメモリベースの

MIパフォーマンスデータベースを使ってトレースデータを測定インターフェイスカウンタデータに変換しま

す。このデータベースには、glance、xglance、scopeなどのコレクタプログラムがアクセスします。

midaemonは root として実行するか、set-user-idビットを rootに設定して実行する必要がありま

す。root権限なしでmidaemonプロセスの実行を試みると、直ちに終了します。デフォルトで

は、midaemonはバックグラウンド モードで実行されます。

ttd トランザクション追跡デーモン (ttd)は、以下の設定ファイルからトランザクション定義を読み取り、登録

します。

UNIXの場合 :/var/opt/perf/ttd.conf

Windowsの場合 :%ovdatadir%\ttd.conf

ttdプロセスは、ARMライブラリからのarm_getid呼び出しを通じて渡されるトランザクション名への

IDの割り当ても行います。ttdプロセスは、これらのトランザクション定義とmidaemonプロセスを同期

させます。レジストレーションデーモン (ttd)は root として実行するか、set-user-idビットを rootに設

定して実行する必要があります。デフォルトでは、ttdはバックグラウンド モードで実行されます。

perfalarm アラームジェネレータサーバー (perfalarm)は、alarmdefファイル内の情報を走査し、alarmdef

ファイルの設定情報に基づく宛先にアラートを送信する上で役立ちます。

rtmd プロセス

RTMコンポーネントにより提供される rtmdプロセスは、ノードからリアルタイムデータへアクセスする安

全な通信チャネルの確立に役立ちます。

perfd プロセス

RTMAコンポーネントにより提供される perfdプロセスは、ローカルまたはリモートでのリアルタイムシ

ステムパフォーマンスメトリックへのアクセスに役立ちます。
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第3章 :

コマンド ラインユーティリティの使用

HP Operationsエージェントは、多数のコマンド ラインユーティリティをノードに提供します。これらの

ユーティリティは、異なる設定タスクの実行に使用できます。これらのユーティリティは、以下のディレク

トリに格納されます。

Windowsの場合 :
%ovinstalldir%\bin

HP-UX、Solaris、Linuxの場合 :
/opt/OV/binおよび/opt/perf/bin

AIXの場合 :
/usr/lpp/OV/binおよび/usr/lpp/perf/bin

これらのユーティリティは、主にHP Operationsエージェントの各種運用コンポーネントによって提供さ

れます。

運用監視コンポーネントが提供するユーティリティ

ここでは、HP Operationsエージェントの運用監視コンポーネントによって提供されるコマンド ライン

ユーティリティについて説明します。

ovbbccb
名前

ovbbccb –ローカルホスト上の通信ブローカプロキシを使用して HTTPS通信を制御します。

コマンド一覧

ovbbccb -h|-help

ovbbccb -version

ovbbccb -install|-remove [-v|-verbose]

ovbbccb -daemon|-nodaemon [-debug] [-v|-verbose]

ovbbccb -start|-stop <ovrg> [<ホスト名>|<IP アドレス>] [-v|-verbose]

ovbbccb -kill|-reinit [<ホスト名>|<IP アドレス>] [-v|-verbose]

ovbbccb -listovrg [<ホスト名>|<IP アドレス>] [-v|-verbose]

ovbbccb -ping {[<ホスト名>|<IP アドレス>[:<ポート>]] | [<URI>} [-v|-

verbose]]

ovbbccb -status {[<ホスト名>|<IP アドレス>[:<ポート>]] | [<URI>} [-v|-

verbose]]

ovbbccb -retryfailedrcp -ovrg [<リソース グループ>]

説明
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ovbbccbコマンドは、ローカルホスト上の通信ブローカプロキシを使ったHTTPS通信の制御に使

用されます。バックグラウンド デーモンプロセスとしての、または通常モードでの通信ブローカの起動、

通信ブローカの停止、および通信ブローカの再初期化を制御します。また、通信ブローカ内のリソー

スグループの起動と停止にも ovbbccbを使用できます。

さらに、通信ブローカに登録されているアクティブなすべてのリソースグループおよびアプリケーションのリ

スト表示、特定の通信サービスの稼働状態の確認、サーバーの現在の状態に関する詳細表示に

も ovbbccbを使用できます。

パラメータ

ovbbccbコマンドでは、以下のオプションを使用できます。たとえば、-registrationsまたは -

pingオプションの[<ホスト名>|<IP アドレス>][:<ポート>]]という文字列の構文には、コロン (:)
で区切ったホスト名とポート、または、プロトコルを含む完全 URLパスを指定できます。以下に例を

示します。

https://merlin.guilford.mycom.com:383/com.hp.ov.coda

ovbbccbで使用できるオプションは以下のとおりです。

-h|-help

ovbbccbコマンドで利用可能なオプションとその説明を表示します。

-version

使用している通信コンポーネントのバージョンを表示します。

-install

Microsoft Windowsマシンに通信ブローカプログラムをサービスとしてインストール

します。

-remove

Microsoft Windowsマシン上のサービスから通信ブローカプログラムを削除しま

す。

-daemon

UNIXマシンではバックグラウンド デーモンプロセスとして、Microsoft Windowsマシ

ンではサービスとして、通信ブローカを起動します。

-nodaemon

通信ブローカをフォアグラウンド プロセスとして起動します (デフォルト )。

-debug

デバッグのために、Control-Cシグナルハンドラを無効にします。

-verbose

より詳細な出力を表示します。

-start <OV リソース グループ> [<ホスト名>|<IP アドレス>]

<ホスト名>または <IP アドレス>で指定したホスト上の通信ブローカにあ

る、<OV リソース グループ>で指定したリソースグループを起動します。ホスト名

または IPアドレスを指定しない場合は、ovbbccbはホストとしてローカルホストを
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使用します。このオプションを使用する場合は、クラスタノード上のリソースグルー

プを設定する必要があります。

-stop <OV リソース グループ> [<ホスト名>|<IP アドレス>]

<ホスト名>または <IP アドレス>で指定したホスト上の通信ブローカにあ

る、<OV リソース グループ>で指定したリソースグループを停止します。ホスト名

または IPアドレスを指定しない場合は、ovbbccbはホストとしてローカルホストを

使用します。このオプションを使用する場合は、クラスタノード上のリソースグルー

プを設定する必要があります。

-kill [<ホスト名>|<IP アドレス>]

<ホスト名>または <IP アドレス>で指定したホスト上の通信ブローカを停止しま

す。ホスト名または IPアドレスを指定しない場合は、ovbbccbはホストとしてロー

カルホストを使用します。このオプションをリモート ノードで実行するには、LOCAL_
CONTROL_ONLYパラメータを falseに設定する必要があります。

-reinit [<ホスト名>|<IP アドレス>]

<ホスト名>または <IP アドレス>で指定した通信ブローカに設定データをロード

し直し、再初期化します。ホスト名または IPアドレスを指定しない場合

は、ovbbccbはホストとしてローカルホストを使用します。

UNIXシステムでは、SIGHUPシグナルを使用して通信ブローカプロセスを再初期

化することもできます。

このオプションをリモート ノードで実行するには、LOCAL_CONTROL_ONLYパラ

メータを falseに設定する必要があります。

-listovrg [<ホスト名>|<IP アドレス>]

<ホスト名>または <IP アドレス>で指定したノード上の通信ブローカで使用され

る、アクティブなすべてのリソースグループのリストを表示します。ホスト名または IP
アドレスを指定しない場合は、ovbbccbはホストとしてローカルホストを使用しま

す。このオプションをリモート ノードで実行するには、LOCAL_CONTROL_ONLY
パラメータを falseに設定する必要があります。

-ping {[<ホスト名>|<IP アドレス>[:<ポート>]] | [<URI>]}

指定したHP Softwareサーバープロセスに対して pingを実行します。ping対象

のサーバープロセスは、ホスト名または IPアドレスとオプションのポート番号、また

はURIに基づいて決定されます。通信ブローカに登録されている有効なプロセス

のパスをURIに追加指定すると、通信ブローカは登録されているプロセスに対し

て自動的に pingを転送します。ノードの指定には、ホスト名または IPアドレスを

使用します。ノードのデフォルト設定は「ローカルホスト」です。ポートのデフォルト

設定は、指定したノード上のHP Software通信ブローカのポートです。

-status {[<ホスト名>|<IPアドレス>[:<ポート>]] | [<URI>]}[-v|-verbose]

指定したHP Softwareサーバープロセスのステータスを表示します。対象となる

サーバープロセスは、ホスト名または IPアドレスとオプションのポート番号に基づい

て決定されます。ノードのデフォルト設定は「ローカルホスト」です。ポートのデフォ

ルト設定は、指定したノード上のHP Software通信ブローカのポートです。

ステータスメッセージには、アクティブなすべてのリバースチャネル接続および接続

試行の詳細が表示されます。接続ごとに、以下の詳細情報が示されます。
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Sourcemachine (ソースマシン)

リバースチャネル接続の確立を試みたマシンの詳細。

Time and date (日時)

ノードがリバースチャネル経由で通信ブローカへの接続試行を

開始した日時。

Time duration (間隔)

ノードがリバースチャネル経由で通信ブローカとの接続確立を

試みた間隔 (単位はミリ秒 )。

verboseオプションを指定した場合は、失敗した接続ごとに以下の詳細が示され

ます。

Type of failure (エラーのタイプ)

接続エラーには、タイムアウト、拒否、リセットがあります。この

情報は、エラーの本質を明らかにする上で役立ちます。

Causeof failure (エラーの原因)

エラーの原因は、接続エラーの原因となった基礎的な問題点

の診断に役立ちます。

Attempts (試行回数)

ノードが通信の回復を試みた回数は、かっこ内に示されま

す。

-retryfailedrcp[-ovrg<リソースグループ>]

このオプションは、指定したリソースグループとの間の失敗したすべてのリバースチ

ャネル接続の復元を開始します。リソースグループ名を指定しない場合は、デフ

ォルト リソースグループとの間の失敗したすべてのリバースチャネル接続の復元が

試みられます。

終了ステータス

以下の終了値が返されます。

0 エラーは発生せず、ovbbccbは正常に終了しました。

1 コマンドの構文エラーが検出されました。コマンドに指定できる値につ

いては、コマンド構文を参照してください。

2 コマンドは一部のみ正常終了しました。

3 コマンドが失敗しました。詳細は、コマンド出力を参照してください。

4 通信ブローカの起動コマンドが失敗しました。通信ブローカプロセス

はすでに実行中です。

5 通信ブローカの起動コマンドが失敗しました。Local Location Broker
プロセスはすでに実行中です。HP Software通信ブローカは、LLBを
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実行中のシステムではサポートされていません。通信ブローカを起動

する前に LLBを停止してください。

6 通信ブローカの停止に失敗しました。通信ブローカプロセスはすでに

停止しています。

7 通信ブローカの起動に失敗しました。開く通信ブローカポートにバイ

ンド例外があります。

8 認証エラーが原因で、通信ブローカはコマンドを最後まで実行できま

せんでした。

100 例外が発生し、通信ブローカが終了しました。

該当するエラーメッセージがstderrに書き込まれます。

例

以下の例は、ovbbccbコマンドの使用方法を示しています。

l 通信ブローカをデーモンプロセスとしてローカルシステム上で起動するには

ovbbccb -daemon

l merlinホスト上の通信ブローカにあるリソースグループWebCluster1を起動するには

ovbbccb -start WebCluster1 merlin

l 指定したHP Softwareサーバープロセスのステータスを表示するには

ovbbccb -status

以下の出力が返されます。

Status:OK

(Namespace, Port, Bind Address, Open Sockets)

<default> 383 ANY 2HP OpenView HTTP Communication Incoming Connections

To machine1.example.hp.com:

localhost:17282 76bb6662-2cd3-7531-1221-b67340fb721f BBC 06.10.209;

ovbbccb 06.10.209

HP OpenView HTTP Communication Reverse Channel Connections

Opened from machine1.example.hp.com:

machine31.example.hp.com:8188 BBC 06.10.143; ovbbcrcp 06.10.143 (1) 30

Jan 2009 15:38:13 GMT 317 ms

machine32.example.hp.com:8196 BBC 06.10.143; ovbbcrcp 06.10.143 (1) 30

Jan 2009 15:38:13 GMT 241 ms

Failed from:

machine21.example.hp.com:8188 BBC 06.10.143; ovbbcrcp 06.10.143 (1) 30

Jan 2009 15:38:13 GMT 307 ms
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machine22.example.hp.com:8196 BBC 06.10.143; ovbbcrcp 06.10.143 (1) 30

Jan 2009 15:38:13 GMT 291 ms

Pending from :

machine11.example.hp.com:6244 Connection Refused / remote RCProxy not

listening (1) 30 Jan 2009 15:37:58 GMT 3 ms

machine12.example.hp.com:6252 Connection Refused / remote RCProxy not

listening (1) 30 Jan 2009 15:37:58 GMT 2 ms

ovbbcrcp
名前

ovbbcrcp –リバースチャネルプロキシ (RCP)の管理とRCP接続の監視を行うツールです。

コマンド一覧

ovbbcrcp -h|-help

ovbbcrcp -v|-version

ovbbcrcp -kill

ovbbcrcp -status

説明

ovbbcrcpツールを使用すると、RCPの管理とRCP接続の監視を行うことができます。クライアント /
サーバーアーキテクチャを持つHP BTOソフトウェア製品の多くは、Black Box Communicationコン

ポーネントを使用して通信を行います。リバースチャネルプロキシ (RCP)を使用すると、ファイアウォー

ルで区切られたトラスト ゾーン間の通信のための高度なセキュリティ要件を満足させることができま

す。RCPでは、送信のみの通信が許可されているファイアウォールを介して、双方向通信 (送受信 )
チャネルを確立できます。

RCPは、通信サーバーと通信サーバーへの要求との間のチャネルとして機能します。確立したRCP
チャネルは、リバースチャネルと呼ばれます。RCPがリバースチャネルを使用して通信サーバーに対し

てより多くのリバースチャネルの開始を要求する場合、使用されるこのリバースチャネルをリバース管

理チャネルといいます。

以下のいずれかの対象に対して RCPを配布できます。

l 任意のクライアント システム

l 専用 RCPサーバー

リバースチャネルを確立するには、通信サーバー、通信クライアントおよびRCPの設定が必要です。

RCP 通信を有効にするための通信サーバーの設定

クライアントからRCPを介して通信サーバーに通信できるようにするには、各通信サーバーの設定が

必要です。通信サーバーは bbc.<サーバー>名前空間から設定をロードし、起動時にリバース管

理チャネルを確立します。通信サーバーの設定には、以下のオプションを使用します。
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l ENABLE_REVERSE_ADMIN_CHANNELS -このオプションを trueに設定すると、RC_CHANNELS

オプションで指定したRCP との永続的なリバース管理チャネルを確立できます。ほぼすべての通

信サーバーでは、このオプションはオプションで falseに設定されていますが、通信ブローカ (CB)
については例外です。このオプションの詳細については、以下の例を参照してください。

[bbc.cb]

ENABLE_REVERSE_ADMIN_CHANNELS=true

RC_CHANNELS=pnode:9090

例で指定したオプションは、管理サーバー上のCBに対して、起動時に pnode ノードのポート 9090
のRCPに接続するように命令します。

l RC_CHANNELS -このオプションには、リバースチャネルの確立に使用するRCPのリストを指定しま

す。OvCoreIDを指定すると、通信サーバーはRCPのコア ID とこの IDを照合して検証します。

複数のRCPを指定するには、各 RCPをセミコロン (;)で区切ります。RCPのリストは、以下の形

式で指定します。

<RCP_hostname>:<RCP_port>[,<RCP_OvCoreID>][;<RCP2>…..] (この<RCP_

hostname>はRCPホスト名、<RCP_port>はRCPポート番号、<RCP_OvCoreID>はRCPのコ

ア IDを表します)

HPOMサーバーを高可用性 (HA)クラスタで実行する場合は、ovconfchgコマンドに -ovrg

serverオプションを追加する必要があります。HPOMサーバーをHA リソースグループとして実行す

る場合は、ovconfchg -ovrg server -ns bbc.cb -set RC_CHANNELS <値> コマンドを使用します。こ

の<値>は、RC_CHANNELSオプションに指定するRCPを示します。

l RC_MAX_WORKER_THREADS/RC_MIN_WORKER_THREADS -通信ブローカは、異なるスレッドを

使ってリバースチャネル接続のパフォーマンスを強化できます。RC_MAX_WORKER_THREADS オプ

ションは通信ブローカが使用できるスレッドの最大数、RC_MIN_WORKER_THREADS オプションは

常にアクティブな状態で残るスレッドの数をそれぞれ指定します。デフォルトでは、RC_MAX_

WORKER_THREADSは 1、RC_MIN_WORKER_THREADSは 0に設定されています。これらのオプシ

ョンに大きな値を設定することで、リバースチャネル接続を強化できます。

l RC_CHANNELS_CFG_FILES -このオプションには、設定ファイルのリストを指定します。設定ファイ

ルは、リバースチャネルの確立が可能な RCPのリストで構成されたファイルです。以下のディレク

トリに、指定された設定ファイルを配置する必要があります。

UNIX/Linux の場合

/var/opt/OV/conf/bbc

Windowsの場合

%ovdatadir%conf\bbc

クラスタ内の管理サーバー上で ovbbcrcpコマンドを実行している場合、-ovrg <リソース グルー

プ>オプションを使用する必要があります。その場合、指定された設定ファイルを以下の場所に配置

する必要があります。

UNIX/Linux の場合

/var/opt/OV/shared/ <リソース グループ>/conf/bbc

Windows の場合

%ovdatadir%shared\ <リソース グループ>\conf\bbc
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ホスト名を頻繁に変更する必要のある複数のRCPを使用する場合は、RC_CHANNELSオプション

の代わりにこのオプションを使用する必要があります。リストに複数の設定ファイルが含まれる場合は、

以下のようにカンマ (,)で設定ファイル名を区切ります。

<filename>[,<filename>….] (この <filename>は設定ファイルの名前を表します)

設定ファイルには、1行につきRCP名を 1つだけ指定できます。さらに、各 RCPにポート番号を指

定する必要があります。OvCoreIDパラメータの指定はオプションです。以下のように、このパラメータと

ポート番号はカンマで区切る必要があります。<RCPホスト名>:<ポート>[,<RCPのOvCoreID>]

RC_CHANNELS_CFG_FILESオプションで指定したファイル (複数可 )でごく一部のRCPホスト名

しか変更しない場合は、以下のように ovconfchgコマンドを使用して、通信サーバーで設定を更

新します。

ovconfchg ns bbc.cb –set ENABLE_REVERSE_ADMIN_CHANNELS true.

l RETRY_INTERVAL -このオプションには、RCP とのリバースチャネルを確立するための再試行の

間隔を指定します (単位は分 )。

l RC_ENABLE_FAILED_OVEVENT - RCP接続エラーメッセージをHPOM メッセージブラウザに

転送する場合は、このオプションを「true」に設定します。

RCP への通信ブローカ接続の有効化

通信ブローカ (ovbbccb)の実行時のルート ディレクトリは /var/opt/OVです。Transmission
Control Protocol (TCP)接続を開くために必要な設定ファイルは、/etc ディレクトリにあります。その

ため、ovbbccbは、RCPへの接続を確立できません。この問題を解決するには、以下の手順を実

行します。

l /var/opt/OVの下に etcという名前のディレクトリを作成します。

l ネームサービス関連の設定ファイル ( resolv.conf, hosts, nsswitch.conf) などのファ

イル)を /etc to /var/opt/OV/etcからコピーします。

この方法の代わりに、以下のコマンドを実行して ovbbccb chroot機能を無効にする方法もあり

ます。この方法で、ovbbccbがRCPへの接続を確立できないという問題が解決します。

>ovconfchg -ns bbc.cb -set CHROOT_PATH /

メモ :サーバーがクラスタ内やサーバープール設定内に存在しているとしても、このコマンドとともに -

ovrgオプションを使用しないでください。ローカルシステムに対して ovbbccb chroot機能を無効

にする必要があります。

RCP 通信を有効にするための通信クライアントの設定

通信クライアントを設定するには、RCPを介して接続するホストを指定する必要があります。XPL設
定データベースのbbc.http名前空間の下にRCPのリストを指定できます。通常のプロキシ設定の

構文を使用し、RCP設定を指定します。RCPのポート番号を指定しない場合は、現在のノードで

CBが実行中であると見なされます。OvCoreIDを設定すると、通信クライアントはRCPのコア IDを

検証します。RCPのポート番号を設定ファイルまたはCBに指定していない場合、通信コンポーネ

ントはRCPへの接続を開くことができません。

通信クライアントは、以下のオプションを使用して設定できます。

PROXY -このオプションには、ホストで使用するRCP とポート名を指定します。このオプションの指定

方法は、以下の例のとおりです。

PROXY=pnode.hp.com:9090-(pnode.hp.com,*.noallow.hp.com)+(*.hp.com)

この例で指定したパラメータは以下のとおりです。
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–pnode.hp.comはRCP名です

–9090はポート番号です

– -(*.noallow.hp.com)は、名前が.noallow.hp.comで終わるすべてのホストへの接続にはRCP
を使用できないことを表します。複数のホスト名を区切るには、カンマ (,)またはセミコロン (;)を使用し

ます。

– +(*.hp.com)は、名前が .hp.comで終わるすべてのホストへの接続に指定のRCPを使用する必

要があることを表します。複数のホスト名を区切るには、カンマ (,)またはセミコロン (;)を使用します。

通信クライアントは、指定した一連の条件に合致する最初のRCPに接続します。

このセクションの例では、通信クライアントはシステムpnode とポート 9090にあるRCPを使用して、

名前が .hp.com で終わる任意のホストに接続します。

また、ホスト名の代わりに IPアドレスを使用してホストを指定できます。たとえば +(15.*.*.*)は、 IPア

ドレスが15から始まるホストへの接続にRCPを使用しなければならないことを表します。同じシステ

ムに通常のプロキシサーバーとRCPを設定することはできません。また、RCPを使用しないホスト名

のリストには、必ずRCPシステム名を指定してください。こうすることで、RCPを介した通信が容易に

なります。

RCP の設定

bbc.rcp名前空間で以下のオプションを使用することで、RCPを設定できます。

SERVER_PORT -このオプションには、RCPポート番号を指定します。

RCP の起動と停止

RCPプロセスの起動と停止は、ovcコマンドで行います。このコマンドは、RCPプロセスを

ovbbcrcpとして RCPカテゴリの下に登録します。

デフォルトでは、ovbbcrcpプロセスはHP Operations制御 (OvCtrl)に登録されていません。以下の

コマンドを使用して、ovbbcrcpプロセスを ovctrlデーモンに登録する必要があります。

$OvInstallDir/bin/ovcreg –add

$OvInstallDir/newconfig/DataDir/conf/bbc/ovbbcrcp.xml

$OvInstallDirは、HP BTOソフトウェアのインストールディレクトリです。

プロセスの起動と停止については、以下のコマンドを参照してください。

l ovc -start ovbbcrcp -このコマンドはRCPプロセスを起動します。

l ovc -stop ovbbcrcp -このコマンドはRCPプロセスを停止します。

パラメータ

ovbbcrcpコマンドでは、以下のオプションを使用できます。

-h|-help

ovbbcrcpツールで利用できるオプションとその説明を表示します。

-v|version

HP Software RCPのバージョンを表示します。

-kill

ローカルノード上のRCPを停止します。
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-status

RCPのステータスを表示します。

終了ステータス

以下の終了値が返されます。

0 エラーは発生せず、ovbbcrcpは正常に終了しました。

1 コマンドの構文エラーが検出されました。コマンドに指定できる値について

は、コマンド構文を参照してください。

2 コマンドは一部のみ正常終了しました。

3 コマンドが失敗しました。詳細は、コマンド出力を参照してください。

4 RCPの起動コマンドが失敗しました。RCPプロセスがすでに存在しま

す。

6 RCPの起動に失敗しました。開くRCPポートにバインド例外がありま

す。

100 例外が発生し、RCPが終了しました。

該当するエラーメッセージがstderrに書き込まれます。

例

以下の例は、ovbbcrcpツールの使用方法を示しています。

l RCPのステータスを表示するには
ovbbcrcp -status

Status:OK

(Namespace, Port, Bind Address, Open Sockets)

bbc.rcp 9090 ANY 1

Admin Reverse Channel Connections Accepted

machine.example.hp.com:383 e91b67e4-a337-750a-163c-c3bbd2c257cc BBC

06.00.030; ovbbccb 06.00.030

Admin Reverse Channel Connections Opened

Normal Connections

Incoming

localhost:55464 e91b67e4-a337-750a-163c-c3bbd2c257cc BBC 06.00.030;

ovbbcrcp 06.00.030

Outgoing
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Queued CONNECT connections

+-----------------------------------+--------------------+

|Source Address | Target Address

+-----------------------------------+--------------------

HTTP Tunnelled Connections

+--------------------------+--------------------------+--+

| Source Address | Destination Address | Target Address|

+--------------------------+--------------------------+--+

bbcutil
名前

bbcutil –通信コンポーネントのデバッグを行うためのツールです。

コマンド一覧

bbcutil -h|-help

bbcutil -version

bbcutil -ovrg [<OV リソース グループ>]

bbcutil -reg|-registrations [<ホスト名>|<IP アドレス>] [-v|-verbose]

bbcutil -deregister {<パス>|*} [-force] [-v|-verbose]

bbcutil -ping {[<ホスト名>|<IP アドレス>[:<ポート>]] | [<URI>]} [回数] [-v|-

verbose]

bbcutil -status {[<ホスト名>|<IP アドレス>[:<ポート>]] | [<URI>]} [-v|-

verbose]

bbcutil -migrate {[<名前空間>] [<アプリケーション名>] [<ファイル名>]} [-v|-

verbose]

bbcutil -count|-size|-list [-p|-path <パス>] [-t|-target <ターゲット>] [-

v|-verbose]

bbcutil -getcbport [<ホスト名>|<IP アドレス>]

bbcutil -gettarget [<ホスト名>|<IP アドレス>]

説明

bbcutilコマンドは、通信サーバーのデバッグに役立ちます。bbcutilコマンドを使用することで、

通信ブローカに登録されたすべてのアプリケーションを表示し、特定の通信サービスが稼働中である

かを確認し、サーバーの現在の状態に関する情報を表示できます。

パラメータ

bbcutilコマンドでは、以下のオプションを使用できます。たとえば、-registrationsまたは -

pingオプションの[<ホスト名>|<IPアドレス>][:<ポート>]]という文字列の構文には、コロン (:)
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で区切ったホスト名とポート、または、プロトコルを含む完全 URLパスを指定できます。以下に例を

示します。

https://merlin.guilford.mycom.com:383/com.hp.ov.coda

bbcutilでは、以下のオプションを使用できます。

-h|-help

bbcutilコマンドで利用できるオプションとその説明を表示します。

-version

使用しているHP Software通信のバージョンを表示します。

-ovrg <OV リソース グループ>

<OV リソースグループ>で指定したリソースグループのコンテキストで bbcutilコ

マンド オプションを使用します。このコマンドはオプションです。他のbbcutilコマ

ンドとも併用可能です。たとえば、bbcutil -ovrg testsrv -getcbport

コマンドでは、リソースグループ testsrvの通信ブローカのポート番号が返されま

す。

-reg|-registrations [<ホスト名>|<IP アドレス>>]

<ホスト名>または <IPアドレス>で指定したノード上の通信ブローカの照会を行

い、登録されているすべてのアプリケーションのリストを表示します。ホスト名または

IPアドレスを指定しない場合は、ローカルホストと見なされます。

-deregister {<パス>|*} [-force]

ローカルホスト上の通信ブローカで、指定したパスの登録を取り消します。アスタリ

スク (*)を使用すると、すべてのパスを指定できます。指定したパスにサービスを提

供するアプリケーションが実行中の場合は、指定したパスの登録は取り消されま

せん。この動作を無効にしてパスの登録を強制的に取り消すには、-forceオプショ

ンを使用します。

-ping {[<ホスト名 IP アドレス>][:<ポート>]] | [<URI>]} [回数]

指定したHP Softwareサーバープロセスに対して pingを実行します。ping対象

のサーバープロセスは、ホスト名または IPアドレスとオプションのポート番号、また

はURLに基づいて決定されます。通信ブローカに登録されている有効なプロセス

のパスをURLに追加指定すると、通信ブローカは登録されているプロセスに対し

て自動的に pingを転送します。回数には、pingの実行回数を指定します。ノー

ドの指定には、ホスト名または IPアドレスを使用します。ノードのデフォルト設定

は「ローカルホスト」です。デフォルト ポートは、指定したノード上の通信ブローカの

ポートです。デフォルトの回数は 1です。

-status {[<ホスト名 IP アドレス>[:<ポート>]] | [<URI>]}

指定したHP Softwareサーバープロセスのステータスを表示します。対象のサー

バープロセスは、ホスト名または IPアドレスとオプションのポート番号、またはURI
に基づいて決定されます。ノードの指定には、ホスト名または IPアドレスを使用

します。ノードのデフォルト設定はローカルホストです。デフォルト ポートは、指定し

たノード上の通信ブローカのポートです。

-migrate {[<名前空間>] [<アプリケーション名>] [<ファイル名>]} [-v|-verbose]
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指定した通信設定パラメータを移行します。コマンド パラメータを指定しない場

合、BBC 2 LLB とBBC 4CBのパラメータが設定データベースの名前空間

bbc.cbに移行されます。BBC 2/3 DEFAULTのパラメータは、名前空間

bbc.http、bbc.fx、およびbbc.snfに移行されます。BBC 4CBのパラメータ

は BBC 2 LLBのパラメータに優先します。名前空間には、パラメータの移行元と

なるBBC 2/3/4名前空間を指定します。<アプリケーション名>は、BBC 5のター

ゲット名前空間の決定に使用されるアプリケーション名です。パラメータ

は、bbc.http.ext.<アプリケーション名>、bbc.fx.ext.<アプリケーション

名>、およびbbc.snf.ext.<アプリケーション名>名前空間に移行されます。フ

ァイル名のパラメータには、パラメータの読み込み元のファイルを指定します。デフォ

ルトのファイル名は、BBC 2標準のdefault.txtファイルと、標準 BBC 4通信

ブローカのsettings.iniファイルです。BBC 4 settings.iniのパラメータは、BBC 2
default.txtのパラメータに優先します。

-count

このオプションを指定すると、指定のターゲットを対象とした、格納転送バッファ内

の要求の数が表示されます。ターゲットを指定しない場合は、バッファ全体の要

求の数が表示されます。

-size

-sizeオプションを指定すると、格納転送バッファのサイズが表示されます。-

verboseも指定すると、各要求のサイズが表示されます。ターゲットを指定する

と、そのターゲットのみを対象とした要求のサイズが表示されます。

-list

-listオプションを指定すると、指定したターゲットを対象とした、格納転送バッフ

ァ内の要求が表示されます。ターゲットを指定しない場合は、バッファ全体の要求

が表示されます。

-p|-path <パス>

-pathオプションは、格納転送バッファへのパスを定義します。このパラメータ

は、BUFFER_PATHパラメータの設定に使用されます。

-t|-target <ターゲット>

-targetオプションは、情報表示の対象となるターゲット URIを指定します。

ターゲットを指定しない場合は、バッファ内のすべてのターゲットに関する情報が表

示されます。

-verbose

より詳細な出力を表示します。

-getcbport [<ホスト名>|<IPアドレス>]

<ホスト名>または <IPアドレス>で指定したノードに設定されている通信ブローカ

のポート番号を表示します。ホスト名または IPアドレスを指定しない場合は、

ローカルホストと見なされます。通信ブローカのポート番号がノードに設定されて

いない場合は、デフォルト値の383が表示されます。

-gettarget [<ホスト名>|<IPアドレス>]

HP Operations Agent (11.10)26 / 187ページ



リファレンスガイド

第3章 :

ターゲット ノードの IPアドレスと通信ブローカのポート番号を表示します。指定し

た <ホスト名>または <IP アドレス>に対してプロキシが設定されている場合

は、HTTPプロキシとポート番号が表示されます。

終了ステータス

以下の終了値が返されます。

0 エラーは発生せず、bbcutilは正常に終了しました。

1 コマンドの構文エラーが検出されました。コマンドに指定できる値については、コマン

ド構文を参照してください。

2 コマンドは一部のみ正常終了しました。

3 コマンドが失敗しました。詳細は、コマンド出力を参照してください。

4 認証エラーが原因で、bbcutilは要求されたコマンドを最後まで実行できませんでし

た。

100 例外が発生し、通信ブローカが終了しました。

該当するエラーメッセージがstderrに書き込まれます。

例

以下の例は、bbcutilコマンドの使用方法を示しています。

l ローカルノード上にある通信ブローカのステータスを表示するには
bbcutil -status

l https://merlin.guilford.mycom.com:383/com.hp.ov.codaにある通信サーバーを

照会し、サーバーの現在の状態を表示するには
bbcutil -ping https://merlin.guilford.mycom.com:383/com.hp.ov.coda

l ターゲット ノード node1の IPアドレスと通信ブローカポートの番号を表示するには
ode>bbcutil -gettarget node1

ovc
名前

ovc –ローカルコンポーネントに関するアクションを実行します。

コマンド一覧

ovc -h|-help

ovc -start [><ターゲット> ...] [-boot]{[-async]|[-verbose]}

ovc -stop [<ターゲット> ...][-nostart]{[-async]| [-verbose]}

ovc -restart [<ターゲット> ... ]

ovc -kill [-verbose]

ovc -status [<ターゲット> ...] [-level <レベル>]

ovc -notify <イベント> [<ターゲット> ...][-value <値>]
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ovc -version

説明

ovcは、HP Operations制御サービスに登録されているすべてのコンポーネントの起動、停止、イベン

ト通知、ステータス報告を制御します。

コンポーネントは、HP Operations Manager forWindowsなどの任意の製品に属すサーバープロセ

ス、HP Operationsエージェント (Performance Agentや検出エージェントなど)、イベント インターセプ

タ、またはインテグレータが配布するアプリケーションのどれでもかまいません。各コンポーネントには関

連する登録ファイルが必要です。登録ファイルは、コンポーネントに関する設定およびプロセス情報を

HP Operations Managerに提供します。登録の詳細は、ovcreg(1)の説明を参照してください。

ターゲットは、個別のコンポーネントか、コンポーネントのグループ (「カテゴリ」という)のいずれかで

す。ovcコマンドは、最初に targetで指定したカテゴリに対してアクションの実行を試みま

す。targetに指定した名前のカテゴリが見つからない場合、ovcは targetに指定した名前の個

別のコンポーネントを試します。カテゴリ名にはコンポーネント名と同じ名前は使用できません。

HP Operations制御デーモンまたはサービスは、コンポーネントの登録ファイルのAutoRestartオプショ

ンがtrueに設定されている場合、予期せずに停止したコンポーネントを自動的に再起動します。-

killオプションを指定して HP Operations制御デーモンまたはサービスを停止すると、すべての登録

済みコンポーネントも停止します。

パラメータ

ovcでは、以下のオプションを使用できます。

-h|-help

ovcコマンドで利用できるすべてのオプションを表示します。

-start [<ターゲット> ...] [-boot]{[-async]|[verbose]}

選択したコンポーネントを起動します。<ターゲット>には、コンポーネントまたはカテ

ゴリを指定します。<ターゲット>を指定しない場合は、すべてのコンポーネントが

起動されます。-bootを指定した場合は、ブート時に起動されるコンポーネント

のみが起動されます。

-asyncオプションを指定した場合は、コンポーネントは非同期で起動されま

す。-verboseオプションを指定した場合は、ovcコマンドの実行状況が表示さ

れます。-asyncと-verboseのいずれかのオプションを使用できますが、これらの

オプションを 1つのコマンドに同時に指定することはできません。

-stop [<ターゲット> ...] [-nostart]{[-async]|[verbose]}

選択したコンポーネントを停止します。<ターゲット>には、コンポーネントまたはカテ

ゴリを指定します。<ターゲット>を指定しない場合は、コアコンポーネント グループ

に属するコンポーネント以外のすべてのコンポーネントが停止されます。-nostartオ
プションを指定し、制御デーモンが実行中でない場合、コマンドはアクションを実

行しません。-nostartオプションを指定しない場合は、ovc -stopコマンドは

制御デーモンとovbbccbコンポーネントを起動します (これらのコンポーネントが実

行中でない場合 )。-asyncオプションを指定した場合は、コンポーネントは非同

期で起動されます。-verboseオプションを指定した場合は、ovcコマンドの実

行状況が表示されます。-asyncと-verboseのいずれかのオプションを使用で

きますが、これらのオプションを 1つのコマンドに同時に指定することはできません。

-restart [<ターゲット> ... ]
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コンポーネントを停止してから再起動します。<ターゲット>には、コンポーネントま

たはカテゴリを指定します。<ターゲット>を指定しない場合は、すべてのコンポーネ

ントが停止後に再起動されます。

-kill [-verbose]

HP Operations制御サービスに登録されているすべてのコンポーネントを停止しま

す。-verboseオプションを指定した場合は、ovcコマンドの実行状況が表示さ

れます。

-notify <イベント> [<ターゲット> ...] [-value <値>]

<ターゲット> ...で指定したコンポーネントまたはカテゴリに、イベント通知と<

値>に指定した値を送信します。<値>には、イベントを生成するコンポーネント (
イベント ジェネレータ)に指定する値を指定できます。イベント ジェネレータは、イベ

ント情報を要求するすべてのコンポーネント (イベント サブスクライバ)にイベント関

連情報を送信します。ターゲットを指定しない場合は、すべてのコンポーネントに

イベント通知が送信されます。<値>を指定しない場合は、イベント通知のみが

送信されます。

-status [<ターゲット> ...] [-level <レベル>]

<ターゲット>で指定したコンポーネントまたはカテゴリのステータスレポートを返しま

す。ステータスレポートの内容は、コンポーネントのラベル、説明、カテゴリ、プロセ

ス ID、状態です。コンポーネントの状態には、Stopped (停止、数値では

0)、Starting (起動中、1)、 Initializing (初期化中、2)、Running (実行

中、3)、Stopping (停止中、4)、N/A (対象外、5)、Aborted (中止、6)がありま

す。<ターゲット>を指定しない場合は、すべてのコンポーネントの状態が返されま

す。<レベル>オプションには、表示する情報のタイプと量を以下のように指定しま

す。

レベル 0 HP Operations Managerで監視される登録済みコンポーネントのス

テータス。

レベル 1 登録済みコンポーネントがHP Operations Managerによって監視さ

れているかどうかを示すステータス。

レベル 2 登録済みコンポーネントのステータスおよびそれらの登録情報のダン

プ。

レベル 3 コアプロセスの ID。ゼロ (0)はルートを示し、ゼロ以外の値はルート

以外の所有者を示します。

レベル 4 レベル0に似ていますが、状態が数値で報告されます。

レベル 5 レベル1に似ていますが、状態が数値で報告されます。

レベル 6 レベル0に似ていますが、出力は書式化されません。

レベル 7 レベル1に似ていますが、出力は書式化されません。

レベル 8 各プロセスの詳細ステータスと最近の履歴を表示します。

-version
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ovcのバージョンを出力します。

終了ステータス

以下の終了値が返されます。

0 成功

1 未定義

2 無視されます。

62 UNIXデーモンまたはWindowsサービスが実行されていません

63 制御デーモンが初期化中です

64 一般エラー

65 無効なターゲット

67 操作中断

69 必要条件なし

70 認証エラー

71 必要条件の操作失敗

73 無効なイベント

例

以下の例は、ovcコマンドの使用方法と、登録済みコンポーネントの重要情報を制御 /表示するオ

プションを示しています。

l opcleとして登録されたコンポーネントを起動するには
ovc -start opcle

opcleが起動する前に、opcleが従属するすべてのコンポーネントが起動されます。

l opcleとして登録されたコンポーネントを起動し、コマンドの実行状況を表示するには
ovc -start opcle -verbose

opcleが起動する前に、opcleが従属するすべてのコンポーネントが起動されます。

l 登録済みのすべてのコンポーネントのステータスを出力するには
ovc -status

l opcleとして登録されたコンポーネントを停止するには
ovc -stop opcle -verbose

opcleが停止する前に、opcleが従属するすべてのコンポーネントが停止されます。このコマンド

は、制御デーモンとovbbccbコンポーネントを起動します (これらのコンポーネントが実行中でない

場合 )。

l ovc -stop[<ターゲット>...] -nostartオプションを使用して、opcleとして登録されたコン

ポーネントを停止するには
ovc -stop opcle -nostart
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opcleが停止する前に、opcleが従属するすべてのコンポーネントが停止されます。制御デーモンが

実行中でない場合は、このコマンドを使用してもアクションは実行されません。

l 実行中のすべてのコンポーネントにイベント RECONFIGUREを送信するには
ovc -notify RECONFIGURE

l カテゴリSERVERおよびAGENTに属すすべてのコンポーネント (およびその従属コンポーネント )を
起動するには
ovc -start SERVER AGENT

l コンポーネント opcleのステータスを出力し、登録情報を表示するには
ovc -status opcle -level 2

ovcreg
名前

ovcreg –コンポーネント登録ツールです。

コマンド一覧

ovcreg -h|-help

ovcreg -check [ <ファイル名> ]

ovcreg -add [ <ファイル名> ]

ovcreg -del [ <コンポーネント> ]

ovcreg -version

説明

ovcregコマンドは、OvCtrlにコンポーネントを登録したり、コンポーネントの登録を解除するときに使

用されます。また、ovcregコマンドを使用して、コンポーネント登録ファイルの構文が正しいかどうかを

チェックすることもできます。

登録時にOvCtrlデーモン (ovcd)が実行されている場合、新しいコンポーネントに関する通知が行

われるのは、-addオプションが指定され、かつ、そのコンポーネントが起動されていない場合のみで

す。次に -statusオプションを指定して ovcコマンドを実行すると、OvCtrlは新しいコンポーネントを

表示します。

OvCtrlデーモン (ovcd)が実行されている状態で -del (削除 )オプションを指定すると、コンポーネン

トは停止されます。メモ : このオプションは、CoreProcessオプションで登録ファイルに指定されているコ

アコンポーネントを停止しません。コアコンポーネントを停止するには、ovcコマンドの-killオプショ

ンを使用する必要があります。

パラメータ

ovcregでは、以下のオプションを使用できます。

-h|-help

ovcregコマンドに対して使用可能なすべてのオプションを表示します。

-check [<ファイル名>]
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<filename> の構文をチェックします。<ファイル名>に複数のコンポーネントを

指定することはできません。

-add [<ファイル名>]

<ファイル名>の構文をチェックし、設定ディレクトリにコピーを保存します。OvCtrl
に登録済みの名前でコンポーネントを追加すると、元の登録内容は新しい内容

で上書きされます。<ファイル名>に複数のコンポーネントを指定することはできま

せん。

-del [<コンポーネント>]

指定した <コンポーネント>を停止し、OvCtrlへの登録を解除します。さらに、指

定した <コンポーネント>の登録ファイルを削除します。メモ : この削除オプションで

はコアコンポーネントを停止できません。

-version

ovcregのバージョンを表示します。

終了ステータス

以下の終了値が返されます。

0 成功 -ファイルの構文は正しく、登録ファイルは正常に追加または削除されました

1 誤った使用

2 エラーの解析中

3 登録ファイルの削除中のエラー

5 XMLファイルの書き込み中のエラー

6 コンポーネントが未登録

7 コンポーネントの停止中のエラー

8 コンポーネントの削除中のエラー

ファイル

サポートされる各プラットフォームでOvCtrlに登録したコンポーネントの登録ファイルは、以下の場所

に配置されます。

AIX、HP-UX、Linux、Solaris環境 :

/var/opt/OV/conf/ctrl/*.xml

Microsoft Windowsの場合 :

C:\Program Files\HP\HP BTO Software\conf\ctrl\*.xml

Microsoft Windowsを実行しているマシンでは、登録ファイルのデフォルトの場所をユーザーが変更で

きます。

例

以下の例は、ovcregコマンドの使用方法と、登録済みコンポーネントの重要情報を制御 /表示す

るオプションを示しています。
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l コンポーネント登録ファイルopcle.xmlの構文をチェックするには
ovcreg -check opcle.xml

l コンポーネント登録ファイルopcle.xmlの構文をチェックし、opcle.xmlに定義されているコン

ポーネントをOvCtrlに追加するには
ovcreg -add opcle.xml

l opcleとして登録されたコンポーネントを停止し、登録解除するには
ovcreg -del opcle

ovcert
名前

ovcert – HTTPSベースノード上の証明書クライアントを使用して証明書を管理します。

コマンド一覧

ovcert -h|-help

ovcert -importcert -file <ファイル> [-pass <パス フレーズ>] [-ovrg <OV リソース

グループ>]

ovcert -exportcert -file <ファイル> [-alias <エイリアス>] [-pass <パス フレー

ズ>] [-ovrg <OV リソース グループ>]

ovcert -importtrusted -file <ファイル> [-ovrg <OV リソース グループ>]

ovcert -exporttrusted -file <ファイル> [-alias <エイリアス>] [-ovrg <OV リソー

ス グループ>]

ovcert -certreq [-instkey <ファイル> [-pass <パス フレーズ>]]

ovcert -list [-ovrg <OV リソース グループ>]

ovcert -remove <エイリアス> [-f] [-ovrg <OV リソース グループ>]

ovcert -certinfo <エイリアス> [-ovrg <OV リソース グループ>]

ovcert -check

ovcert -status

ovcert -updatetrusted

ovcert -version

説明

ovcertは、HTTPSベースのノード上で証明書クライアントを使用して証明書の管理を行うための

コマンドです。証明書サーバーに対する新しい証明書要求の作成、ノード証明書の追加、秘密鍵

のインポート、信頼のおけるルート証明書への証明書の追加などのタスクを実行できます。

パラメータ

ovcertコマンドでは、以下のオプションを使用できます。

-h|-help

ovcertコマンド オプションの使用方法を表示します。
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-importcert -file <ファイル> [-pass <パス フレーズ>] [-ovrg <OV リソース グルー

プ>]

<ファイル>に指定したファイル内の証明書 (PKCS12形式 )をノード証明書として

追加し、秘密鍵をインポートします。この秘密鍵は、ノードの秘密鍵と同じファイ

ルに配置する必要があります。<パス フレーズ>パラメータには、エクスポート デー

タを暗号化して保護するためにインポート データの作成時に指定したパスフレー

ズを指定する必要があります。

オプションの<OV リソース グループ>パラメータを指定すると、追加の証明書を

HAシステムにインポートできます。この場合、指定した証明書はデフォルト ディレ

クトリではなく、共有ディスク上の指定パッケージのHAのデフォルト ディレクトリにイ

ンポートされます。

-exportcert -file <ファイル> [-alias <エイリアス>] [-pass <パス フレーズ>] [-

ovrg <OV リソース グループ>]

現在インストールされているノード証明書とその秘密鍵を、<ファイル>パラメータ

で指定したファイルシステム上の場所にエクスポートします (PKCS12形式 )。<パ
ス フレーズ>パラメータには、エクスポート データを暗号化して保護するためにイン

ポート データの作成時に指定したパスフレーズを指定する必要があります。

オプションの<OV リソース グループ>パラメータを指定すると、HAシステム上の追

加の証明書をエクスポートできます。この場合、デフォルトのノード証明書ではな

く、指定のHAパッケージ用にインストールされた証明書が共有ディスクからエクス

ポートされます。

-importtrusted -file <ファイル> [-ovrg <OV リソース グループ>]

指定したファイル内の証明書 (PEM形式 )を、信頼のおけるルート証明書に追

加します。

オプションの<OV リソース グループ>パラメータを指定すると、追加のルート証明

書をHAシステムにインポートできます。この場合、指定したルート証明書はデフ

ォルト ディレクトリではなく、共有ディスク上の指定パッケージのHAのデフォルト デ

ィレクトリにインポートされます。

-exporttrusted -file <ファイル> [-alias <エイリアス>] [-ovrg <OV リソース グルー

プ>

信頼のおける証明書を、<ファイル>パラメータで指定したファイルシステム上の場

所にエクスポートします (PEM形式 )。<パス フレーズ>パラメータには、エクスポー

ト データを暗号化して保護するためにインポート データの作成時に指定したパス

フレーズを指定する必要があります。

オプションの<OV リソース グループ>パラメータを指定すると、HAシステム上の追

加の証明書をエクスポートできます。この場合、デフォルトのノード証明書ではな

く、指定のHAパッケージ用にインストールされた証明書が共有ディスクからエクス

ポートされます。

-certreq [-instkey <ファイル> [-pass <パス フレーズ>]]

新しい証明書要求を作成し、証明書サーバーに送信します。

オプションパラメータの<ファイル>と<パス フレーズ>を指定することで、指定した

ファイルに記録されているインストールキーに基づいて証明書を要求できます。こ

HP Operations Agent (11.10)34 / 187ページ



リファレンスガイド

第3章 :

のインストールキーファイルは、証明書サーバーで ovcmツールを使用して生成

できます。

インストールキーを使用することで、証明書サーバー上のノードを認証できます。

これにより、要求は自動的に許可され、手動の操作は必要ありません。

-list [-ovrg <OV リソース グループ>]

インストールされている証明書と信頼のおける証明書のエイリアスを表示します。

-certinfo <エイリアス> [-ovrg <OV リソース グループ>]

<エイリアス>で指定した証明書のシリアル番号、発行元、対象、フィンガープリン

トなどの情報を表示します。

-remove <エイリアス> [-ovrg <OV リソース グループ>]

<エイリアス>で指定した証明書を削除します。

-check

OvCoreIdが割り当て済みである、有効な証明書と秘密鍵がインストールされて

いる、有効で信頼のおける証明書がインストールされているといった、SSL通信の

ための必要条件がすべて満たされているかどうかをチェックします。

終了すると、チェックしたコンポーネントとそのステータスが最終結果と共に表示さ

れます。

-status

証明書クライアントにアクセスし、現在の証明書のステータスを表示します。ス

テータスは、以下の値のいずれかになります。

- certificate installed (証明書インストール済み)

- no certificate (証明書なし)

- pending certificate request (証明書要求は保留中 )

- certificate request denied (証明書要求を拒否 )

- undefined (未定義 ) (証明書クライアントにアクセスできない場合 )

-updatetrusted

現在信頼のおける証明書を証明書サーバーから取得し、信頼のおける証明書

としてノードにインストールします。

-version

ツールのバージョンを返します (コンポーネントのバージョン)。

終了ステータス

以下の終了値が返されます。

0すべての手順が正常に完了。

1 1つまたは複数の手順が失敗。

該当するエラーメッセージがstderrに書き込まれます。

例
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以下の例は、ovcert コマンドの使用方法を示しています。

l <ファイル>で指定したファイル内の証明書、秘密鍵、信頼のおける証明書をシステムのキースト

アにインポートするには ovcert -importcert -file <ファイル>

l <ファイル>内の証明書を信頼のおける証明書に追加するにはovcert -importtrusted -

file <ファイル>

ovcm
名前

ovcm - HTTPSベースの環境にある証明書サーバーを使用して証明書を管理します。

コマンド一覧

ovcm -h|-help

ovcm -version

ovcm -newcacert [-ni]

ovcm -importcacert -file <ファイル> [-pass <パス フレーズ>]

ovcm -exportcacert -file <ファイル> [-pass <パス フレーズ>]

ovcm -listpending [-l]

ovcm -grant <要求 ID>

ovcm -deny <要求 ID>

ovcm -remove <要求 ID>

ovcm -issue -file <ファイル> -name <ノード名> [-pass <パス フレーズ>] [-coreid

<OV コア ID>] [-ca]

ovcm -genInstKey -file <ファイル> [-context <コンテキスト>] [-pass <パス フレー

ズ>]

説明

ovcmは、HTTPSベースの環境にある証明書サーバーを使用して証明書の管理を行うためのコマン

ドです。証明書への署名に必要な公開鍵 /秘密鍵のペアの作成、HTTPS ノードからの証明書要

求の承認、証明書要求に対する署名済み証明書および対応する秘密鍵の発行などのタスクを実

行できます。

パラメータ

ovcmコマンドでは、以下のオプションを使用できます。

-h|-help

ovcmコマンドのすべてのコマンド ラインオプションを表示します。

-version

ツールのバージョンを返します (コンポーネントのバージョン)。

-newcacert [-ni]
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証明書への署名に必要な公開鍵 /秘密鍵の新しいペアを作成します。認証局

がすでに公開鍵 /秘密鍵のペアを使用している場合は、それと交換するかどうか

の確認が求められます。このオプションの使用には注意が必要です。証明書管

理コンポーネントのインストール時に、公開鍵 /秘密鍵の最初のペアが自動的に

作成されます。-ni (非対話型 )オプションを指定すると、オペレータによる操作な

しで公開鍵 /秘密鍵の新しいペアが作成されます。公開鍵 /秘密鍵のペアがすで

に存在すると、要求はキャンセルされます。

-importcacert -file <ファイル> [-pass <パス フレーズ>]

証明書要求に署名するための証明書と、それに対応する秘密鍵をインポートし

ます (両者は PKCS12形式の1つのファイルに含まれます)。既存の証明書 /秘
密鍵が置き換えられてしまうため、このオプションの使用には注意が必要です。こ

のオプションは、たとえば、秘密鍵 /証明書が破損した場合や、バックアップシステ

ムを設定する場合の、バックアップからの現在の秘密鍵 /証明書の復元を目的と

しています。

<ファイル>には、インポート元のファイル (PKCS12形式 )の名前を指定します。

<パス フレーズ>には、データの保護に使用するテキスト文字列を指定します。-
passオプションを指定しない場合、パスフレーズ値の入力が求められます。

-exportcacert -file <ファイル> [-pass <パス フレーズ>]

現在の認証局の証明書と、それに対応する秘密鍵をファイルにエクスポートしま

す。このオプションは、バックアップの作成を目的としています。認証局の秘密鍵

は、通信環境全体にとって重要であるため、慎重に扱う必要があります。ネット

ワークを介して伝送したり、安全でない場所に保存したりしないでください。

<ファイル>には、証明書データの書き込み先ファイル (PKCS12形式 )の名前を

指定します。

<パス フレーズ>には、データの保護に使用するテキスト文字列を指定します。-
passオプションを指定しない場合、パスフレーズ値の入力が求められます。

-listPending [-l]

保留中のすべての証明書要求の要求 IDを表示します。

-lオプションを指定すると、保留中のすべての要求の詳細情報が表示されま

す。

-grant <要求 ID>

指定した証明書要求を承認します。証明書要求クライアントには、署名済み

証明書が送信されます。

<要求 ID>で指定した証明書要求の状態は、保留から承認に変更されま

す。

-deny <要求 ID>

指定した証明書要求を拒否します。証明書要求クライアントには、メッセージが

送信されます。

<要求 ID>で指定した証明書要求の状態は、保留から拒否に変更されま

す。

-remove <要求 ID>
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指定した証明書要求を保留プールから削除します。証明書要求クライアントに

メッセージは送信されません。

<要求 ID>で指定した証明書要求の状態は、保留から削除に変更されま

す。

-issue -file <ファイル> -name <ノード名> [-pass <パス フレーズ>] [-coreid <OV

コア ID>] [-ca]

ノードの署名済み証明書と、それに対応する秘密鍵を発行し、その両方を <ファ

イル>で指定したファイル (PKCS12形式 )に書き込みます。作成したファイルは、

持ち運びできるメディアを使って対応ノードに移動できます。

<ノード名>は、追加情報として必ず指定してください。

<OV コア ID>パラメータはオプションです。これには、証明書の一意の IDを指

定できます。このパラメータを指定しない場合、証明書の新しい OV コア ID値

が生成されます。

生成する証明書データを保護するには、<パス フレーズ>パラメータを設定する

必要があります。指定したパスフレーズは、生成する証明書データを暗号化する

ための暗号化キーの計算に使用されます。-passオプションを指定しない場合、

パスフレーズ値の入力が求められます。

-caオプションを指定すると、発行した証明書を使って別の証明書に署名できま

す。第 2の証明書サーバー (このサーバーが作成する証明書は、ルート証明書

サーバーを信頼するすべてのノードによって信頼されます)を設定する場合は、こ

れが必要になる場合があります。

-genInstKey -file <ファイル> [-context <コンテキスト>] [-pass <パス フレーズ>]

<ファイル>で指定したファイルに追加情報と共に保存される、新しいインストール

キーを作成します。作成したファイルは、安全な方法でノード システムに転送し

てください。

このファイルを使用することで、ターゲット ノードでは、ファイルに記録されているイン

ストールキーを使って暗号化される、新しい証明書要求を開始できます。証明

書サーバーは、このキーを使って暗号化された 1つの要求のみを受け付けます。

このアプローチには、秘密鍵を含む証明書要求をノードシステムで生成し、イン

ストールキーを使ってそのシステムを認証できるというメリットがあります。

証明書要求に含まれる、アプリケーションに固有の追加情報を指定するときは、

オプションの<コンテキスト>パラメータを使用します。

生成するインストールキーを保護するには、<パス フレーズ>パラメータを設定す

る必要があります。指定したパスフレーズは、生成するインストールキーを暗号化

するための暗号化キーの計算に使用されます。-passオプションを指定しない場

合、パスフレーズ値の入力が求められます。

終了ステータス

以下の終了値が返されます。

0すべての手順が正常に完了。

1 1つまたは複数の手順が失敗。

該当するエラーメッセージがstderrに書き込まれます。
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例

以下の例は、ovcmコマンドの使用方法を示しています。

l 管理サーバーシステムで証明書の署名に必要な公開鍵 /秘密鍵の新しいペアを作成するには
ovcm -newcacert

l 要求 IDで指定した証明書要求を承認し、署名済み証明書を証明書要求クライアントに送

信するにはovcm -grant 要求 ID

ovcoreid
名前

ovcoreid

-ローカルノードの一意ノード ID OvCoreIdを管理します。

コマンド一覧

ovcoreid -show [-ovrg <OV リソース グループ>]

ovcoreid -create [-force] [-ovrg <OV リソース グループ>]

ovcoreid -set < OvCoreId > [-force] [-ovrg <OV リソース グループ>]

ovcoreid -version

ovcoreid -h|-help

説明

ovcoreidコマンドは、既存のOvCoreIdの値を表示し、ローカルノードに OvCoreIdの新しい値

を設定します。

パラメータ

ovcoreidコマンドでは、以下のパラメータとオプションを使用できます。

-show [-ovrg <OV リソース グループ>]

システムの現在のOvCoreIdを表示します (名前空間 [sec.core]における

CORE_IDの設定 )。パラメータを指定しない場合は、これがデフォルトの動作とな

ります。表示するOvCoreIdがOpenView リソースグループに属している場合

は、-ovrgオプションでリソースグループ名を指定します。リソースグループを指定

した場合は、それに対応する設定の読み取りまたは変更も行われます。

存在しないリソースグループを指定すると、ovcoreidはローカルのOvCoreId

を表示します。

-create [-force] [-ovrg <OV リソース グループ>]

新しい OvCoreIdを生成します。CORE_IDの値がすでに存在する場合は、-

forceを指定した場合にのみ既存のOvCoreIdが上書きされます。表示する

OvCoreIdがOpenView リソースグループに属している場合は、-ovrgオプション

でリソースグループ名を指定します。リソースグループを指定した場合は、それに

対応する設定の読み取りまたは変更も行われます。

存在しないリソースグループを指定すると、ovcoreidはエラーを表示します。
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-set [-force] [-ovrg <OV リソース グループ>]

特定のOvCoreIdを設定します。OvCoreId値がすでに設定されている場合

は、-forceオプションを使用する必要があります。表示するOvCoreIdが
OpenView リソースグループに属している場合は、-ovrgオプションでリソースグ

ループ名を指定します。リソースグループを指定した場合は、それに対応する設

定の読み取りまたは変更も行われます。

-version

ツールのバージョンを返します (コンポーネントのバージョン)。

-h|-help

利用できるすべてのコマンド オプションを表示します。

終了ステータス

以下の終了値が返されます。

0すべての手順が正常に完了。

1 -forceを指定せずに -createまたは -setを指定した場合に、OvCoreIdがすでに存在しま

す。

2 1つまたは複数の手順が失敗。

該当するエラーメッセージがstderrに書き込まれます。

システムのOvCoreIdの変更は、システムに新しい IDを割り当てる操作と似ています。この操作

は、実行後の結果が完全にわかっている場合にのみ実行してください。システムのOvCoreIdを変

更するには、新しい証明書やHP Softwareサーバーの再設定など、多数の大幅な変更が必要で

す。

例

以下の例は、ovcoreidコマンドの使用方法を示しています。

l ローカルノードのOvCoreIdを表示するには
ovcoreid -show

l ローカルノードに新しい OvCoreIdを作成し、設定するには
ovcoreid -create

l ローカルノードに指定のOvCoreIdを設定するには
ovcoreid -set <OvCoreId>

ovconfchg
名前

ovconfchg –設定ファイルの操作、設定データベースの更新、通知スクリプトの起動を行います。

コマンド一覧

ovconfchg -h | -help

ovconfchg -version
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ovconfchg [-ovrg <OV リソース グループ>] [-edit | -job {-ns 名前空間 {-set <

属性> <値> | -clear <属性> | -clear -all} ... } ... ]

説明

インストール済みのHP Operations Managerコンポーネントには対応する設定ファイルがあり、設定フ

ァイルには 1つ以上の名前空間があります。名前空間は、コンポーネントに属す設定のグループで

す。

ovconfchgは、システム全体または特定リソースグループの設定ファイル (local_
settings.ini)内の設定を操作し、設定データベース (settings.dat)を更新し、通知スクリプ

トを起動します。オプションを指定せずに、または -ovrgのみを指定して ovconfchgを呼び出した

場合、設定は変更されませんが、更新は開始されます。これにより、デフォルトの設定ファイルが追

加、削除、または更新された場合に設定を更新できます。

ovconfchgを実行すると、すべての設定が読み込まれ、メモリ内で結合されます。デフォルト定義を

使用して該当するチェックが行われるだけでなく、違反の際には警告が出力および記録されます。こ

のプロセスの実行中は、同時更新を防止するためにファイルがロックされます。その後、結合された

データを持つ新しい設定データベースが作成されます。

パラメータ

ovconfchgでは、以下のオプションを使用できます。

-h | -help

ovconfchgコマンドのすべてのオプションを表示します。

-version

ovconfchgコマンドのバージョンを表示します。

-ovrg <OV リソース グループ>

変更するパラメータがリソースグループに属している場合は、-ovrgでリソースグ

ループ名を指定します。属していない場合は、システム全体の設定ファイルが開

きます。

-edit

設定ファイル local_settings.iniを編集するためにテキスト エディタを起動します。

このテキスト エディタは、環境変数 $EDITORで指定されます。$EDITORが設

定されていない場合、UNIXでは vi、Windowsではメモ帳が起動されます。

編集用に設定ファイルの一時的なコピーが作成されます。変更後は、ファイルの

構文エラーの有無が検証されます。検証に使用される構文ルールでは、名前空

間と属性の名称に使用できる文字は、アルファベット (a-z、A-Z)、数字 (0-9)、ピリ

オド (.)、アンダースコア (_)のみです。

検証でエラーが見つかった場合は、エラーの行番号が報告され、ファイルを修正

するかどうかを確認するメッセージが表示されます。「Yes」を選択すると、必要な

変更を行うためにファイルが再度開かれます。「No」を選択すると、元の設定ファ

イルは変更されません。検証が正常に完了すると、元の設定ファイルに変更点

が保存されます。

このオプションでは、バイナリ値を設定することはできません。ファイルが破損する可

能性があります。また、このオプションを使って入力するデータは、US-ASCIIサブセ

ット (7ビットのみ)に制限することをお勧めします。
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設定ファイルを直接テキスト エディタで開いて変更しないでください。ファイルが破

損する可能性があります。

-job

ジョブファイルの作成 /更新のみを行います。同期は行いません。

-ns | -namespace <名前空間>

-setおよび-clearオプションの名前空間を設定します。

-set <属性> <値>

-namespaceオプションで指定した名前空間の属性値を設定します。それに応

じて、ローカルまたはリソース設定ファイルが更新されます。

-clear <属性>

-namespaceオプションで指定した名前空間内の属性 属性のローカル設定を

クリアします。それに応じて、ローカル設定ファイルが更新されます。

-clear -all

すべてのローカル設定をクリアします。それに応じて、ローカル設定ファイルが更新

されます。

ファイル

ovconfchgコマンドは、以下のファイルにローカル設定を格納します。

<データ ディレクトリ>/conf/xpl/config/local_settings.ini

<共有ディレクトリ>/<OVRG>/conf/xpl/config/local_settings.ini

ovconfchgコマンドは、以下のファイルにデータベース設定を格納します。

<データ ディレクトリ>/datafiles/xpl/config/settings.dat

<共有ディレクトリ>/<OV リソース グループ>/datafiles/xpl/settings.dat

例

以下の例は、ovconfchgコマンドの使用方法を示しています。

l 属性 COUNTに値 12を割り当て、名前空間 tst.libの属性 COLORSに "red blue

white"という値を割り当てるには
ovconfchg -ns tst.lib -set COUNT 12 -set COLORS "red blue white"

l 名前空間 tst.libの属性 COUNTをクリアするには
ovconfchg -ns tst.lib -clear COUNT

l 名前空間 tst.libからローカル設定のすべての属性を削除するには
ovconfchg -ns tst.lib -clear '*'

l リソースグループserverで、名前空間 tst.libの属性 COUNTに値 50を割り当てるには
ovconfchg -ovrg server -ns tst.lib -set COUNT 50

ovconfget
名前
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ovconfget –指定した属性の値を設定データベースから返します。

コマンド一覧

ovconfget -h | -help

ovconfget -version

ovconfget [-ovrg <OV リソース グループ>] [< > [ <属性>]]

説明

インストール済みのHP Softwareコンポーネントには対応する設定ファイルがあり、設定ファイルには 1
つ以上の名前空間があります。設定ファイルは、システム全体または指定のリソースグループに適用

されます。名前空間は、コンポーネントに属す設定のグループです。設定ファイルに指定されたすべて

の設定は、settings.dat設定データベースに複製されます。

ovconfgetは、指定の名前空間ごとに指定した属性 (複数可 )の値を返し、それを stdoutに書き

込みます。引数を指定しない場合、ovconfgetはすべての名前空間のすべての属性の値を

stdoutに書き込みます。

パラメータ

ovconfgetでは、以下のオプションを使用できます。

-h | -help

ovconfgetコマンドのオプションを表示します。

-version

コンポーネント バージョンを表示します。

-ovrg <OV リソース グループ>

<OV リソース グループ>で指定したリソースグループを指定します。

<名前空間> <属性>

<OV リソース グループ>で指定したリソースグループの指定の名前空間に含ま

れる指定の属性の値を取得し、stdoutに書き込みます。名前空間 を指定し、

属性 (<属性>)を指定しない場合、ovconfgetは指定の名前空間のデータ

ベースの内容を書き込みます。<属性>と<名前空間>のどちらも指定しない場

合は、ovconfgetは設定データベースのすべての内容を書き込みます。

ファイル

ovconfgetコマンドは、以下のファイルからデータベース設定を読み取ります。

<データ ディレクトリ>/datafiles/xpl/config/settings.dat

<共有ディレクトリ>/<OVRG>/datafiles/xpl/settings.dat

例

以下の例は、ovconfgetコマンドの使用方法を示しています。

l 名前空間 tst.settingsのPort属性の値 (たとえば、9012)を返すには
ovconfget tst.settings Port

9012
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l 名前空間 tst.settingsのすべての属性の値を属性=値 という形式の複数の行で返すには
ovconfget tst.settings

Port=9012

Protocols=HTTP FTP HTTPS

MaxFileSize=128

l すべての名前空間のすべての属性の値を複数の行で返すには
ovconfget

[tst.lib]

LibraryPath=/opt/OV/lib:/opt/OV/lbin/tst/var/opt/OV/tmp

[tst.settings]

Port=9012

Protocols=HTTP FTP HTTPS

MaxFileSize=128

ovlogdump
名前

ovlogdump

–指定したバイナリログファイルのダンプを現在のロケールのテキストでコンソールに出力します。

コマンド一覧

ovlogdump -h|-help

ovlogdump -version

ovlogdump [<バイナリ ログ ファイル名>]

ovlogdump -merge -tofile <バイナリ ログ ファイル名> -fromfiles <バイナリ ログ ファ

イル名 1> <バイナリ ログ ファイル名 2>...

説明

ovlogdumpコマンドは、指定したバイナリログファイルのダンプを現在のロケールのテキストでコンソー

ルに出力します。ログファイルの内容を表示するには、そのファイルの場所と名前を指定します。指

定しない場合、デフォルトでは system.binファイルのダンプがコンソールに出力されます。

デフォルトでは、以下の場所にすべてのログファイルが格納されます。

Windowsの場合 :

C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\HP\HP BTO

Software\log

UNIXの場合 :

/var/opt/OV/log
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デフォルトの格納場所に対する権限が不十分な場合、ログファイルは <OV データ ディレクト

リ>/log/publicディレクトリに格納されます。

アプリケーションのログ記録中に複数のログファイルが作成される場合は、-mergeオプションを使用

してこれらのファイルを単一のバイナリログファイルに結合できます。

パラメータ

ovlogdumpでは、以下のオプションを使用できます。

[ <バイナリ ログ ファイル名>]

ダンプするバイナリログファイルの名前と場所。ログファイル名を指定しない場

合、デフォルトでは <OV データ ディレクトリ>/log/ディレクトリのsystem.bin

ファイルがコンソールに出力されます。

-merge -tofile <バイナリ ログ ファイル名> -fromfiles <バイナリ ログ ファイル名 1> <

バイナリ ログ ファイル名 2>....

<バイナリ ログ ファイル名 1>....で指定したアプリケーションログファイルを、<バ
イナリ ログ ファイル名>で指定した単一のバイナリログファイルに結合します。こ

のオプションは、システムログファイルの結合には使用できません。

-h|-help

ovlogdumpコマンドで利用できるすべてのオプションを表示します。

-version

ovlogdumpコマンドのバージョンを表示します。

ovtrccfg
名前

ovtrccfg

–ローカルマシン上で、サポートされるアプリケーションのトレースメカニズムを有効にします。

コマンド一覧

ovtrccfg -app|-application <アプリケーション名> [-cm|-component <コンポーネント

名>] [-sink <ファイル名>] [-gc|-generate_configuration <ファイル名>]

ovtrccfg -cf|-configuration <ファイル名>

ovtrccfg -off

ovtrccfg -version

ovtrccfg -h|-help

ovtrccfg -vc

説明

ovtrccfg> コマンドは、HP Software製品がインストールされているシステムで、サポートされるアプリ

ケーションの状態を記録するトレースメカニズムの有効化と設定に使用されます。トレースメカニズム

を有効にすると、トレースログファイルはデフォルトではアプリケーションのホームディレクトリに配置され
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ます。gcオプションを指定してトレースメカニズムを設定すると、設定のすべての詳細がトレース設定

ファイル (.tcf)に出力されます。トレース設定ファイルは、コマンドまたはテキスト エディタを使って作成 /
変更できます。

sinkオプションを指定することで、トレースログファイルの場所をトレース設定ファイル内に指定できま

す。設定ファイルなしでトレースプロセスを起動した場合は、利用できるすべてのトレースレベルとカテ

ゴリが有効になります。特定レベルのみを選択してトレースを行うには、トレース設定ファイルを使用

する必要があります。

トレースメカニズムには、以下のトレースレベルがあります。

Info

情報のマークが付けられたトレースを有効にします。

Warn

警告のマークが付けられたトレースを有効にします。

Error

エラーのマークが付けられたトレースを有効にします。

Support

通常のトレースを有効にします。トレース出力には、情報通知、警告、エラーメッ

セージが含まれます。トラブルシューティングの問題にはこのオプションをお勧めしま

す。このオプションを使用した場合、最小限のオーバーヘッドでトレース出力を収

集できるため、このトレースレベルは長期間有効にすることができます。

さらに、HPのサポートから詳細なトレースメッセージを求められた場合は、場所、スタック、開発者、

詳細レベルを指定できます。

パラメータ

ovtrccfgコマンドでは、以下のパラメータとオプションを使用できます。

-app|-application <アプリケーション名>

このオプションは、指定したHP Softwareアプリケーションのトレースメカニズムを有

効にします。対象となるアプリケーションは、主に各種 HP Software製品が使用

するプログラム、デーモン、プロセス、サービスです。

-cm|-component <コンポーネント名>

cmオプションを指定することで、アプリケーションの特定コンポーネントのトレースを

有効化できます。デフォルトでは、トレースメカニズムはアプリケーションのすべての

コンポーネントをトレースします。このオプションには、ワイルドカード文字 (*)を使用

できます。たとえば、 ovtrccfg -app coda -cm xpl*というコマンド

は、codaアプリケーションの、名前がxplから始まるすべてのコンポーネントをト

レースします。

-cf|-configuration <ファイル名>

設定ファイルに指定したルールに基づいてトレースメカニズムを有効化します。設

定ファイルは同じシステムに保存され、拡張子は .tcfです。

-sink <ファイル名>
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sinkオプションを指定することで、ローカルシステム上の指定の場所にトレースロ

グファイルを出力できます。このコマンドが生成するすべてのトレースログファイル

は、sinkオプションで指定した場所に格納されます。

-gc|-generate_configuration <ファイル名>

gcオプションは、トレース設定ファイル (.tcf)を作成します。設定ファイルを編集す

ることで、目的のトレース設定を行うことができます。

-off

offオプションを使用することで、トレースプロセスを無効化できます。別のオプショ

ンを指定せずに offオプションのみを指定した場合は、トレースメカニズム全体が

停止します。offオプションに加えて appおよびcmオプションを指定することで、

特定のアプリケーションとコンポーネントを条件的に除外してトレースを有効化で

きます。たとえば、「ovtrccfg -app o* -off ovc*」というコマンドは、名前

が「o」から始まるすべてのアプリケーションのトレースを有効にしますが、名前

が「ovc」から始まるアプリケーションを除外します。同様に、「ovtrccfg -app

ovoadif -cm e* -off eaagt.misc」というコマンドは、名前が「e」から始ま

る、アプリケーション「ovoadif」のすべてのコンポーネントのトレースを有効にします

が、eaagt.miscコンポーネントを除外します。

-vc

このオプションは、システムでサポートされるすべてのアプリケーションの現在のトレー

スステータスを表示します。

-version

このオプションは、このコマンドのバージョンを表示します。

-h|-help

利用できるすべてのコマンド オプションを表示します。

例

以下の例は、ovtrccfgコマンドの使用方法を示しています。

l 名前がoから始まるすべてのアプリケーションを対象にトレースメカニズムを有効にするには
ovtrccfg -app “o*”

l codaアプリケーションを対象にトレースメカニズムを有効にし、トレースログファイルを

/opt/OV/supportディレクトリに出力するには
ovtrccfg -app coda -sink /opt/OV/support/output.trc

l

トレース設定ファイルconfig.tcfに指定したルールに基づいてローカルシステムでトレースメカニズ

ムを有効にするには
ovtrccfg -cf config.tcf

ovtrcmon
名前

ovtrcmon
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–トレースファイルに記録されているトレースメッセージを表示し、トレースメッセージを同一システム上

の別のファイルに保存できます。

コマンド一覧

ovtrcmon [-h|-help] -fromfile <ソース ファイル> -tofile <ターゲット ファイル>] -

short|-long|-verbose|[-fmt <形式名>]

説明

ovtrcmonコマンドを使用することで、トレースファイルの内容を表示し、ファイルの内容を同一マシン

上の別のファイルに保存できます。ovtrccfgコマンドでトレースメカニズムを起動すると、トレースメ

ッセージはバイナリ形式でトレースファイルに記録されます。トレースファイルの内容を判読可能な形

式で表示するには、「ovtrcmon -fromfile <ソース ファイル> -fmt <形式名>」コマンドを使

用します。または、「ovtrcmon -fromfile <ソース ファイル> -tofile <ターゲット ファイル>

-fmt <形式名>」コマンドを使用して、トレースファイルの内容を判読可能な形式の新しいファイル

に保存します。設定ファイル$OvDataDir/conf/xpl/trc/ovtrcmon.cfgを使用することで、トレースフ

ァイルの内容の表示 /保存に適用されるカスタマイズ形式を指定できます。このファイルの設定には、

以下のキーワードを使用できます。

Severity

トレースファイルには、異なる重要度のトレースメッセージが記録されます。この

キーワードを指定することで、重要度に基づいてトレースメッセージをフィルタリング

できます。指定できる重要度は、 Info (情報 )、Warn (警告 )、Error (エ
ラー)、Support (サポート )、Location (場所 )、Stack (スタック)、Developer (開発

者 )、Verbose (詳細 )です。

Count

特定のトレースメッセージのシリアル番号。

Tic

高詳細の経過時間。

LocalTime

トレースメッセージのローカル環境での日時。

UTCTime

トレースメッセージのUTC形式の日時。

Pid

トレース対象アプリケーションのプロセス ID。

Tid

トレース対象アプリケーションのスレッド ID。

Component

トレースメッセージを出力したコンポーネントの名前。

Category

トレース対象アプリケーションによって割り当てられた任意の名前、またはトレース

メカニズムが提供するいくつかのカテゴリの1つ。
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Source

トレース生成ソースの行番号とファイル名。

Stack

トレース対象アプリケーション内の呼び出しスタックの説明。

TrcMsg

トレースメッセージの説明。

Attribute

トレースメッセージの属性。

Application

トレース対象アプリケーションの名前。

Machine

トレース対象アプリケーションが存在するマシンの名前。

Formatting

4種類の形式のいずれかをトレース出力に適用できます。

Formattingキーワードを使用することで、以下の形式の出力を生成できます。

CSV

カンマ区切りの値。このキーワードを指定した場合は、標準的な区切り形式の

出力が生成されます。各テキストは二重引用符 (")で囲まれます。

formatted

printfに似た形式の出力を生成します。

fixed

このキーワードを指定した場合は、固定幅のフィールドと、その間を空白文字で

埋める形式の出力が生成されます。フィールドの幅はキーワード fixedの後に

指定し、カンマで区切ります。たとえば、fixed,w1,w2,..wn ]のように指定し

ます。

xml

XML形式のトレース出力が生成されます。

パラメータ

ovtrcmonコマンドでは、以下のパラメータを使用できます。

-fromfile <ソース ファイル>

このパラメータには、バイナリトレースファイルの名前を指定します。

-tofile <ターゲット ファイル>

このパラメータには、トレースファイルの内容の出力先となるファイルの名前を指定します。
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-long

トレースファイルに記録されている、Severity (重要度 )、Component (コンポーネン

ト )、Category (カテゴリ)、トレース説明を表示 /保存します。

-short

トレースファイルに記録されている、トレースの説明のみを表示 /保存します。

-verbose

トレースファイルに記録されている、すべての詳細情報を表示 /保存します。

-fmt

このパラメータを指定することで、事前に設定した形式でトレースファイルの内容

を表示できます。形式は、$OvDataDir/conf/xpl/trc/ovtrcmon.cfgファイルに定

義しておく必要があります。この設定ファイルでは、<形式名>を宣言する必要が

あります。

-h|-help

利用できるすべてのコマンド オプションを表示します。

例

以下の例は、ovtrcmonコマンドの使用方法を示しています。

l $OvDataDir/log/example1.trcファイルに記録されているトレースメッセージ

を、$OvDataDir/conf/xpl/trc/ovtrcmon.cfgファイルに定義されている format1という

形式で表示するには
ovtrcmon -fromfile $OvDataDir/log/example1.trc -fmt format1

l $OvDataDir/log/example1.trcファイルに記録されているトレースメッセージの説明のみを

表示するには
ovtrcmon -fromfile $OvDataDir/log/example1.trc -short

l $OvDataDir/log/example1.trcに記録されているトレースメッセージ

を、$OvDataDir/conf/xpl/trc/ovtrcmon.cfg ファイルに定義されている format1とい

う形式で $OvDataDir/log/trace.txtというファイルに保存するには
ovtrcmon -fromfile $OvDataDir/log/example1.trc -tofile

$OvDataDir/log/trace.txt -fmt format1

ovdeploy
名前

ovdeploy –ローカル/リモート ホストへのソフトウェアのインストールに関連するタスクを実行します。

コマンド一覧

ovdeploy -install -pkg <パッケージ記述子> |-file <ファイル名>...|-dir <ディレク

トリ名> [[-sourcerootdir <シンボリック名>] [-sourcedir <ディレクトリ名>] [-

targetrootdir <シンボリック名>] [-targetdir <ディレクトリ名>] [-force] [-perm <

ファイル権限>] [-host <名前または IP アドレス>] [-instserv <名前または IP アドレ

ス>] [-targetid <ID>] [-cmd_timeout <ミリ秒単位の時間>]]
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ovdeploy -remove -pkg <パッケージ名> |-file <ファイル名> |-dir <ディレクトリ名>

[[-targetrootdir <シンボリック名>] [-targetdir <ディレクトリ名>] [-force] [-

host <名前または IP アドレス>] [-instserv <名前または IP アドレス>] [targetid

<ID>] [-ovrg <ID>] [-cmd_timeout <ミリ秒単位の時間>]]

ovdeploy -upload -pkg <パッケージ記述子> |-file <ファイル名> |-dir <ディレクトリ

名> [[-sourcerootdir <シンボリック名>] [-sourcedir <ディレクトリ名>] [-

targetrootdir <シンボリック名>] [-targetdir <ディレクトリ名>] [-force] [-perm <

ファイル権限>] [-host <名前または IP アドレス>] [-instserv <名前または IP アドレ

ス>] [-targetid <ID>] [-cmd_timeout <ミリ秒単位の時間>]]

ovdeploy -download -pkg <パッケージ記述子> |-file <ファイル名> |-dir <ディレクト

リ名> [[-sourcerootdir <シンボリック名>] [-sourcedir <ディレクトリ名>] [-

targetrootdir <シンボリック名>] [-targetdir <ディレクトリ名>] [-force] [-perm <

ファイル権限>] [-host <名前または IP アドレス>] [-instserv <名前または IP アドレ

ス>] [-targetid <ID>] [-ovrg <ID>][-cmd_timeout <ミリ秒単位の時間>]]

ovdeploy -inv [-host <名前または IP アドレス>] [-invtype <インベントリ タイプ>]

[-all]

ovdeploy -reg -pkg <パッケージ記述子>[ [-sourcerootdir <シンボリック名>] [-

sourcedir <ディレクトリ名>] [-force] [-host <名前または IP アドレス>] [-

targetid <ID>] [-ovrg <ID>]]

ovdeploy -unreg -pkgname <パッケージ名> [[-force] [-host <名前または IP アド

レス>] [-targetid <ID>] [-ovrg <ID>]]

ovdeploy -exec -file <ファイル名> [[-targetrootdir <シンボリック名>] [-

targetdir <ディレクトリ名>] [-shell] [-host <名前または IP アドレス>] [-

targetid <ID>] [-ovrg <ID>] [-cmd_timeout <ミリ秒単位の時間>]]

ovdeploy -cmd -file <ファイル名>[-host <名前または IP アドレス>] [-par <パラメー

タ>] [-cmd_timeout <ミリ秒単位の時間>][-targetrootdir <シンボリック名>] [-

targetdir <ディレクトリ名>]]

ovdeploy -get <ノード属性> [-node <名前または IP アドレス>]

ovdeploy -env <環境変数> [-node <名前または IP アドレス>]

説明
ovdeployは、ローカル/リモート ホスト上のオブジェクトを管理します。対象となるオブジェクトは、ファ

イル、ディレクトリ、またはパッケージです。パッケージには、ファイル、ファイルグループ、ディレクトリ、ディ

レクトリグループ、またはこれらすべての組み合わせがあります。

ovdeployは、管理対象ローカル/リモート ホストでの、オブジェクトのインストール、削除、アップロー

ド、ダウンロード、登録、登録解除に使用されます。ovdeploy コマンドを使用して、パッケージインベ

ントリのリストを表示したり、指定したファイルに対してコマンドを実行することもできます。

パラメータ
ovdeployでは、以下のオプションを使用できます。

オプション 説明

-install 指定したオブジェクトをインストールします。
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<オプショ

ン>

-remove

<オプショ

ン>

1つ以上のオブジェクトを削除します。

-upload

<オプショ

ン>

ターゲット ノードから 1つ以上のオブジェクトをアップロードします。

-

download

<オプショ

ン>

ターゲット ノードから 1つ以上のオブジェクトをダウンロードします。

-inv <オ
プション>

ターゲット ノードにインストールされているオブジェクトのリストを返します。出力先は

stdout 、またはローカルディレクトリに書き込まれるXML形式のファイルです。

-reg <オ
プション>

指定したパッケージ名を、ターゲット ノード上の登録済みパッケージ名リストに追加し

ます。

-unreg <
オプション>

指定したパッケージ名を、ターゲット ノード上の登録済みパッケージ名リストから削除

します。

-exec <
オプション>

指定したファイルを指定のホストで実行し、実行結果を stdoutに出力します。

-cmd <オ

プション>
指定したコマンドまたはファイルを指定のホストの別のシェルで実行し、実行結果を

stdoutに出力します。

-get <オ

プション>
指定したノードの環境変数の値を表示します。環境変数は、PATHや

OvInstallDirなどです。環境変数の値を表示できるのは、指定したノードにその

変数が設定されている場合のみです。

-env <

オプション>
-listオプションを指定すると、指定したターゲットを対象とした、格納転送バッファ

内の要求が表示されます。ターゲットを指定しない場合は、バッファ全体の要求が表

示されます。

オプション
「パラメータ」セクションで説明したコマンド パラメータと組み合わせて、以下のオプションを使用できま

す。

-all

完全なインベントリをXML形式で出力します。完全なインベントリには、ノードに

インストールされているすべてのパッケージのパッケージ記述子が含まれます。この

オプションを指定しない場合は、登録されている各パッケージの名前とバージョン

のみが出力されます。

-dir <ディレクトリ名>

インストール、削除、アップロード、ダウンロード、登録、または登録解除の対象と

なるディレクトリの名前を指定します。ディレクトリの内容も、インストール、削除、

アップロード、ダウンロードの対象となります。

-file <ファイル名>...
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インストール、削除、アップロード、ダウンロード、登録、登録解除、または実行の

対象となるファイルの名前を指定します。

-installパラメータと併用する場合は、複数のファイルを指定できます。

-force

-installパラメータと併用した場合に、同一バージョン以降のオブジェクトが

ターゲット ノードに存在する場合でも、指定のオブジェクトを強制的にインストール

します。-removeパラメータと併用する場合は、-dirオプションを指定する必要が

あり、すべてのサブディレクトリを削除します。

-host <ターゲット ホスト>

ターゲット ホストの名前または IPアドレスを指定します。ターゲット ホストを指定し

ない場合は、ローカルホストと見なされます。

-instserv <名前または IP アドレス>

インストールサーバーの名前または IPアドレスを指定します。インストールサー

バーを指定した場合、指定のファイルはローカルホストからターゲット ホストにコ

ピーされず、インストールサーバーからターゲット ホストにコピーされます。

-invtype [depl|native]

deplオプションを指定した場合は、deployコマンドを使ってインストールされた

オブジェクトのインベントリがstdoutに出力されます。nativeオプションを指定

した場合は、オペレーティングシステムのネイティブインストールプログラムを使って

インストールされたオブジェクトのインベントリがstdoutに出力されます。

-ovrg <ID>

HP リソースグループの IDを指定します (存在する場合 )。

-perm <nnn>

ファイルをインストール、アップロード、ダウンロード、登録、登録解除するためのフ

ァイル権限を設定します。このパラメータの値は 3桁の数値です。最初の桁は所

有者の権限、2桁目はグループの権限、3桁目はパブリック権限を指定します。

指定できる数値は以下のとおりです。

0 権限なし

1 実行

2 書き込み

3 実行 /書き込み

4 読み取り

5 実行 /読み取り

6 読み取り/書き込み

7 読み取り/書き込み/実行

-pkg <パッケージ記述子>
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パッケージ記述子ファイルの完全パスと名前を指定します。パッケージ記述子ファ

イルには、インストール、削除、アップロード、ダウンロード、登録、または登録解

除の対象となるすべてのファイルとそれぞれの場所のリストが記録されています。

-shell

-execパラメータと併用され、<ファイル>オプションで指定したファイルをシェルで

実行します。UNIXシステムでは /bin/sh -cが使用され、Microsoft Windows
システムでは %ComSpec%/cmd.exe /cが使用されます。

-sourcerootdir <シンボリック名>

ソースファイルの絶対ファイルパスを生成するためのシンボリックパス名を指定しま

す。

-sourcedir <ディレクトリ名>

ソースファイルの絶対ファイルパスの生成に使用されます。ソースルート ディレクト

リを指定した場合は、そのディレクトリにソースディレクトリが追加されます。ソース

ルート ディレクトリを指定しない場合は、デフォルト ディレクトリ

($OvDataDir/installation/incoming/files/)にソースディレクトリが

追加されます。

-cmd_timeout <ミリ秒単位の時間>

ovdeploy コマンドで実行する各コマンドのタイムアウト値を設定します (単位はミリ

秒 )。このオプションを指定しない場合は、ターゲット システムの設定のdepl名前

空間のCOMMAND_TIMEOUTに指定されている値 (デフォルト値は 10分 )が
各コマンドに適用されます。このオプションは、パッケージのインストール/削除コマン

ド、-execコマンド、-cmdコマンドに適用されます。

-targetrootdir <シンボリック名>

ターゲット ルート ディレクトリの絶対ファイルパスを生成するためのシンボリックパス

名を指定します。

-targetdir <ディレクトリ名>

内部のオブジェクトがインストール、削除、アップロード、ダウンロード、登録、また

は登録解除の対象となる、ターゲット ノード上のディレクトリの名前を指定しま

す。

-targetid <ID>

ターゲット ノードのターゲット IDを指定します。
例
以下の例は、ovdeploy コマンドの使用方法を示しています。

l /tmpディレクトリにあるパッケージ testpackage.xmlをノード test.comにインストールするに

は
ovdeploy -install -pkg /tmp/testpackage.xml -node test.com

l /tmpディレクトリにあるファイルtestfileをノード test.comにインストールするには
ovdeploy -install -file /tmp/testfile -node test.com

l /tmpディレクトリにあるファイルtestfileをノード test.comの/opt/OV/binディレクトリに

配布するには
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ovdeploy deploy -file /tmp/testfile -targetdir /opt/OV/bin -node

test.com

l ホスト test.comからファイル/opt/OV/bin/testfileを削除するには
ovdeploy -remove -file testfile -targetdir /opt/OV/bin -node

test.com

l ホスト test.comからファイル

$OvDataDir/installation/incoming/files/test/testfileを削除するには。この

ファイルの絶対パスは、指定のターゲット ディレクトリから作成されます。ターゲット ルート ディレクトリ

は指定されないため、デフォルトのターゲット ルート ディレクトリが使用されます
ovdeploy -remove -file testfile -targetdir test -host test.com

l ホスト test.comからパッケージ testpkg1を削除するには
ovdeploy -remove -pkg testpkg1 -host test.com

l ローカルホスト上のデフォルト ターゲット ディレクトリにファイルtestfileをコピーするには。デフォ

ルト ターゲット ディレクトリは $OvDataDir/installation/incoming/files/です
ovdeploy -upload -file /tmp/testfile

l ホスト test.comのデフォルトのパッケージアップロード ディレクトリにパッケージ記述子

package1.xmlに指定されているすべてのファイルをコピーするには。指定のパッケージ記述子フ

ァイルと、そこに指定されているすべてのファイルが格納されているディレクトリは、binディレクトリで

す
ovdeploy -upload -pkg package1.xml -sourcerootdir bin -host test.com

l ホスト test.com上の/tmp/testdirディレクトリ内のファイルをローカルホスト上の

/opt/OV/binディレクトリにコピーするには
ovdeploy -download -dir /tmp/testdir -targetdir /opt/OV/bin -node

test.com

l testpackage1とtestpackage2がローカルマシンにインストールされている場合は、以下のよ

うに出力されます
ovdeploy -inv

NAME          VERSION    TYPE     ARCHITECTURE

testpackage1  05.00.050  package  windows 4.0

testpackage2   01.00.050   package  windows 4.0

l ローカルホストのネイティブパッケージインベントリを表示するには、たとえば、次のようになります。
ovdeploy -inv -invtype native

HP OpenView BBC Package 5.0.50

HP OpenView Performance Access Package 10.00.123

l インベントリディレクトリにパッケージ記述子をコピーしてパッケージ package1.xmlを登録するに

は。パッケージ記述子が存在しない場合は、stdoutにエラーが出力されます
ovdeploy -reg -pkg /tmp/package1.xml

l ホスト test.comからパッケージ testpack2の登録を解除するには
ovdeploy -unreg -pkgname testpack2 -host test.com

l ローカルホストでファイルrunを実行し、結果を stdoutに出力するには
ovdeploy -exec -file /tmp/run
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l ホスト test.comのシェルを使ってファイルrun.shを実行するには
ovdeploy -exec -shell -file run.sh -targetrootdir bin -node test.com

l ホスト node1上のmy_exe.exeファイルの-execコマンドのタイムアウト値を設定するには
ovdeploy -exec -file C:\my_exe.exe -node node1 -cmd_timeout 9000000

l ホスト node1で実行されているオペレーティングシステムを調べるには
ovdeploy -get ostype -nodenode1

l ホスト node1の環境変数 OvInstallDirに設定されている値を調べるには
ovdeploy -env OvInstallDir -node node1

ovconfpar
名前

ovconfpar

–設定パラメータをリモートで設定し、返します。

コマンド一覧

ovconfpar -get [-host <ホスト名> [-targetid [<ID、>]...]-ovrg <OV リソース

グループ> -ns <名前空間> ]

ovconfpar -change [-host <ホスト名> [-targetid [<ID>]...]-ovrg <OV リソース

グループ>] -ns <名前空間> [ [-set <属性> <値>]...| [-clear [<属性>] ]... ]

ovconfpar -help

ovconfpar -version

説明

ovconfparは、インストール済みのHP Softwareコンポーネントの設定パラメータの読み取りと設定

を行います。ovconfparコマンドとともに使用できるパラメータの詳細については、「パラメータ」を参

照してください。ovconfparコマンド パラメータとともに使用できるオプションの詳細については、「オプ

ション」を参照してください。

パラメータ

ovconfparコマンドでは、以下のパラメータを使用できます。

-get <オプション>

指定した名前空間の1つ以上のキーの値を返します。

-change <オプション>

複数の名前空間に対して、別々のキー/値のペアを設定します。

-version

コマンドのバージョンを表示します。

-help

ヘルプ情報を表示します。

オプション
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ovconfparコマンド パラメータでは、以下のオプションを使用できます。

-host <ホスト名> [-targetid <ID>]

リモート マシンのホスト名とターゲット ID。

-ovrg <OV リソース グループ>

取得 /変更するパラメータがリソースグループに属している場合は、-ovrgでリ

ソースグループ名を指定します。

-ns <名前空間>

設定パラメータを取得 /変更する名前空間の名前。

-set <属性> <値> ...

指定した名前空間で、指定の属性を指定の値に設定します。

-clear [<属性>] ...

指定した名前空間で、指定の属性をクリアします。属性を指定しない場合は、

指定した名前空間のすべての属性がクリアされます。

リターン コード

ovconfparは以下のリターンコードを返します。

0 すべての手順が正常に完了。

-1 1 つまたは複数の手順が失敗。

例

以下の例は、ovconfparコマンドの使用方法を示しています。

l 名前空間 ovo.serverのキーovo_port_rangeを 12345に設定するには

ovconfpar -set -ns ovo.svr01 -set ovo_port_range 12345

l 名前空間 ovo.svr01およびovo.svr02のキーovo_port_rangeを 12345に設定するに

は
ovconfpar -set -ns ovo.svr01 -set ovo_port_range 12345 -ns ovo.svr02

-set ovo_port_range 12345

l 名前空間 ovo.svr01のキーMaxFileSizeを 128、キーProtocolを HTTPに設定するに

は
ovconfpar -set -ns ovo.svr01 -set MaxFileSize 128 -ns ovo.svr01 -set

Protocol HTTP

l すべての名前空間のすべてのキーとその値を表示するには
ovconfpar -g

l 名前空間 ovo.svr01のMaxFileSizeの値を表示するには
ovconfpar -g -ns ovo.svr01 MaxFileSize

l 名前空間 ovo.svr01の値を表示するには

ovconfpar -g -ns ovo.svr01
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ovappinstance
名前

ovappinstance

–アプリケーションインスタンスの設定パラメータを返します。

コマンド一覧

ovappinstance -h | -help

ovappinstance -v | -version

ovappinstance -i | -instance <インスタンス> {-st | -state} | {-h | -host}

[-an | -appNamespace <アプリケーション名前空間 >]

ovappinstance -is | -instances [-an | -appNamespace <アプリケーション名前空

間>]

ovappinstance -ai | -activeInstances [-an | -appNamespace <アプリケーション

名前空間> ]

ovappinstance -vc | -verifyConfig

説明

ovappinstanceコマンドは、APM XML設定ファイル内の情報を読み込んで表

示します。ovappinstanceコマンドで使用できるパラメータの詳細について

は、「パラメータ」を参照してください。ovappinstanceコマンド パラメータで使用

できるオプションの詳細については、「オプション」を参照してください。

パラメータ

ovappinstanceコマンドでは、以下のパラメータを使用できます。

-h | -help

コマンド パラメータおよびオプションを表示します。

-v | -version

コマンドのバージョンを表示します。

i | -instance <インスタンス>

指定されたアプリケーションインスタンスの情報を返します。

-is | -instances

検出されたすべてのアプリケーションインスタンスの情報を返します。

- ai | -activeInstances

実行中であることが判明したすべてのアプリケーションインスタンスの情報を返しま

す。

- vc | -verifyConfig

APM XML設定ファイルの有効性を確認し、レポートを作成します。
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オプション

ovappinstanceコマンド パラメータでは、以下のオプションを使用できます。

-st | -state

<インスタンス>で指定したインスタンスの停止状態を表示します。

-h | -host

<インスタンス>で指定したインスタンスの仮想 IPアドレスを取得します。または、

高可用性クラスタの一部として設定されていないノードでコマンドを実行した場

合は、ローカルホストのFQDNまたは IPアドレスを取得します。

-an | -appNamespace

情報を表示するアプリケーション名前空間を指定します。

リターン コード

ovappinstanceは以下のリターンコードを返します。

0 すべての手順が正常に完了。

1 1つまたは複数の手順が失敗。

例

以下の例は、ovappinstanceコマンドの使用方法を示しています。

l 特定のアプリケーション名前空間のすべてのアプリケーションインスタンスを表示するには
ovappinstance -instances -appNamespace <アプリケーション名前空間>

l 特定のアプリケーション名前空間でアクティブな (実行中の)すべてのアプリケーションインスタンスを

表示するには
ovappinstance -activeInstances -appNamespace <アプリケーション名前空間>

ovpolicy
名前

ovpolicy

–ローカル/リモート両方のポリシーのインストール、管理、削除を行います。
コマンド一覧
ovpolicy -help

ovpolicy -version

ovpolicy -install [-host <ホスト名> [-targetid [<ID>]...]{-enabled|-

disabled} -chkvers -add-category [<カテゴリ 1>]...{-remove-category [<カテ

ゴリ>]...

|-remove-all-categories} -force-cat -add-attribute [<名前> <値>]...-

remove-attribute [<名前> <値>]...| -remove-all-attributes

-force-attr -set-owner <所有者> -force-owner -no-notify]

{-file [<ファイル>]...|-dir [<ディレクトリ>]...}[-ovrg <OV リソース グループ>]

ovpolicy -remove [-no-notify -host <ホスト名> [-targetid [<ID>]...][-

ovrg <OV リソース グループ>] <選択内容>
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ovpolicy [-enable |-disable] [-no-notify -host <ホスト名> [-targetid

[<ID>]...][-ovrg <OV リソース グループ>] <選択内容>

ovpolicy [-addcategory |-removecategory] <カテゴリ>...[-no-notify -host <

ホスト名> [-targetid [<ID>] [-ovrg <OV リソース グループ>]] <選択内容>

ovpolicy -removeallcategories [<カテゴリ>]...[-no-notify -host <ホスト名>

[-targetid [<ID>]...][-ovrg <OV リソース グループ>] <選択内容>

ovpolicy [-addattribute |-removeattribute] <名前> <値>...[-no-notify -

host <ホスト名> [-targetid [<ID>] [-ovrg <OV リソース グループ>]] <選択内容>

ovpolicy -removeallattributes [-no-notify -host <ホスト名> [-targetid

[<ID>]...][-ovrg <OV リソース グループ>]] <選択内容>

ovpolicy [-setowner | -removeowner <所有者>] [-no-notify -host <ホスト名>

[-targetid [<ID>]...][-ovrg <OV リソース グループ>]] <選択内容>

ovpolicy -notify [-host <ホスト名> [-targetid [<ID>]...][-ovrg <OV リソース

グループ>]]

ovpolicy -list [-level <0|1|2|3|4> -host <ホスト名> [-targetid

[<ID>]...][-ovrg <OV リソース グループ>]]

説明
ovpolicyは、ローカル/リモート ポリシーのインストール、管理、削除を行います。ポリシーは仕様

ルールおよび他の情報のセットであり、ネットワーク、システム、サービスおよびプロセス管理の自動化

に役立ちます。ポリシーは管理対象システムに配布できます。これにより、ネットワークを介した一貫

性のある、自動化された管理が可能となります。ポリシーはカテゴリとしてグループ化できます。たとえ

ば、有効化 /無効化という単純なアクションのポリシーを特定のポリシーグループに割り当てることがで

きます。各カテゴリには、ポリシーを 1つ以上指定できます。また、ポリシーには 1つ以上の属性を指

定できます。この属性は名前と値のペアとなります。

ovpolicyを使用して、ローカルポリシーのインストール、削除、有効化、無効化などの機能を実

行できます。ovpolicyコマンドで使用できるパラメータについては「パラメータ」、パラメータオプション

については、「オプション」を参照してください。
パラメータ
ovpolicyでは、以下のパラメータを使用できます。

install

-fileで指定した単一のポリシーファイル、または -dirで指定した複数のポリ

シーファイルを使用して、1つまたは複数のポリシーをインストールします。

-remove

1つ以上のポリシーを削除します。

-enable

1つ以上のポリシーを有効にします。

-disable

1つ以上のポリシーを無効にします。-disableオプションはポリシーを無効にす

るだけで、ファイルシステムからポリシーを削除するわけではないので注意してくだ

さい。

-addcategory
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すべてのカテゴリ文字列をポリシーに追加します。複数のカテゴリを追加する場合

は、スペースで区切って指定します。

-removecategory

指定したカテゴリをポリシーから削除します。複数のカテゴリを削除する場合は、ス

ペースで区切って指定します。

-removeallcategories

すべてのカテゴリを削除します。

-addattribute

ポリシーにカテゴリ属性を追加します。複数の属性を追加する場合は、スペース

で区切って指定します。

-removeattribute

ポリシーからカテゴリ属性を削除します。複数の属性を削除する場合は、スペー

スで区切って指定します。

-removeallattributes

すべてのカテゴリ属性を削除します。

-setowner

ポリシーの所有者を設定します。

-removeowner

ポリシーの所有者を削除します。

-list

インストールされているポリシーのリストを表示します。

-notify

前回のポリシー操作で処理されていない、または抑制された通知がある場合

に、制御サービスへの通知を開始します。

-version

コマンドのバージョン番号を表示します。

-h | -help

ヘルプ情報を表示します。
オプション
ovpolicyコマンド パラメータでは、以下のオプションを使用できます。

-add-attribute

<名前>属性と<値>に定義した値を指定のインストール済みポリシーに追加し

ます。

-add-category <カテゴリ 1> [<カテゴリ 2> ... <カテゴリ N>]
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すべてのカテゴリ文字列をポリシーに追加します。リストの区切り文字にはスペー

スを使用します。

-chkvers

すでにインストールされているポリシーのバージョンと、これからインストールするポリ

シーを確認 /比較します。-chkversを指定したときに、現在インストールされて

いるバージョンが同一以上である場合は、新しいポリシーはインストールされませ

ん。-chkversを指定しない場合、同じ policy_idを持つ現在のポリシーは、

バージョン番号にかかわらず新しいポリシーで上書きされます。-chkversを指定

した場合は、現在のポリシーのカテゴリ、所有者、ステータスは上書きされませ

ん。カテゴリ、所有者、およびポリシー所有者に関連するステータスを上書きする

には、それぞれ -force-catおよび-force-ownerを使用します。

-dir <ディレクトリ名>

ディレクトリ名を指定すると、そのディレクトリ内のすべてのポリシーファイルが使用

されます。正しくインストールされたポリシーは、1行ごとに stdoutに出力されます。

-enabled|-disabled

-enabledまたは -disabledを指定すると、新しいポリシーはポリシーヘッダー

に定義されているステータスを取得します。-enabledと-disabledのどちらも

指定しない場合、新しいポリシーは現在インストールされているポリシーのステー

タスを取得します (インストールされている場合 )。

このオプションを使用すると、ポリシーヘッダーインストールファイルに定義されてい

るステータスが上書きされるので注意してください。新しいポリシーがすでにターゲッ

ト システムにインストールされている場合、新しいバージョンにはインストール済み

のバージョンのステータスが適用されます。

-file <ファイル名>

使用するポリシーファイルの名前を指定します。正しくインストールされたポリシー

は、1行ごとに stdoutに出力されます。

-force-attr

現在インストールされているポリシーに設定されているカテゴリ属性を削除できま

す。デフォルトでは、現在インストールされているポリシーの属性が使用されます。

現在インストールされているポリシーがない場合、新しいポリシーのヘッダーファイ

ルの属性セットが使用されます。

-force-cat

現在インストールされているポリシーに設定されているカテゴリを削除できます。デ

フォルトでは、現在インストールされているポリシーのカテゴリが使用されます。現

在インストールされているポリシーがない場合、新しいポリシーのヘッダーファイルの

カテゴリセットが使用されます。

-force-owner

インストールされているポリシーの設定に関係なく、ポリシー所有者を上書きしま

す。

-host <ホスト名> [-targetid <ID>]
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このオプションは、管理ノードのホスト名を指定します。ホスト名を指定しない場

合はローカルホストが使用されます。-targetidには、1つ以上のターゲット ID
を指定します。

-level

-listパラメータで返す情報のタイプを以下のように指定します。

0

ポリシータイプ、ポリシー名、ステータス、ポリシーバージョン。こ

れは、デフォルトの設定です。

1

ポリシータイプ、ポリシー名、ステータス、ポリシーバージョン、ポ

リシー ID。

2

ポリシータイプ、ポリシー名、ステータス、ポリシーバージョン、ポ

リシー ID、カテゴリ。

3

ポリシータイプ、ポリシー名、ステータス、ポリシーバージョン、ポ

リシー ID、カテゴリ、所有者。

4

ポリシータイプ、ポリシー名、ステータス、ポリシーバージョン、ポ

リシー ID、カテゴリ、所有者、属性。

-no-notify

-no-notifyを指定すると、ovpolicyは通知を行いません。

-remove-category <カテゴリ 1> [<カテゴリ 2> ... <カテゴリ N>]

指定したカテゴリをポリシーから削除します。-remove-categoryオプションに空

の文字列を指定すると、すべてのカテゴリが削除されます。リストの区切り文字に

はスペースを使用します。

-remove-all-categories

指定したカテゴリをポリシーから削除します。

-remove-attribute

<名前>で指定したカテゴリ属性と<値>に定義した値を指定のインストール済

みポリシーから削除します。

-remove-all-attributes

現在インストールされているポリシーに設定されているすべてのカテゴリ属性を削

除できます。現在インストールされているポリシーがない場合、新しいポリシーのヘ

ッダーファイルの属性セットが使用されます。

-set-owner <所有者>
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ポリシーの所有者を設定します。-set-ownerオプションに空の文字列を指定

すると、所有者は削除されます。

-ovrg <OV リソース グループ>

リソースグループの名前を指定します。

<選択内容>オプションに指定できる要素は以下のとおりです。

<選択内容>-all|-owner <所有者>|-owner <所有者> -polname <名前>|-polid

<UUID> |-polname <[タイプ:]名前>|-poltype <タイプ名>|-category <カテゴリ> |-

attribute <名前> [値]

-all

すべてのインストール済みのポリシー。

-owner <所有者>

ポリシー所有者 <所有者>。

-owner <所有者> -polname <名前>

ポリシー所有者 <owner>とポリシー名 -owner <名前>。

-polid <ID>

ポリシーの ID。

-polname [<ポリシー タイプ名>:]<ポリシー名>

ポリシーの名前。ポリシー タイプ名 を指定した場合、指定したタイプのすべての

ポリシーにセクションが適用されます。

-poltype <ポリシー タイプ名>

ポリシーのタイプ名。

-category <カテゴリ名>

使用するカテゴリの名前。

-attribute <名前><値>

ポリシー属性の名前と適用する値。

-targetovrg <OV リソース グループ>

リソースグループの名前を指定します。
リターン コード
ovpolicyは以下のリターンコードを返します。

0すべての手順が正常に完了。

1 1つまたは複数の手順が失敗。
例
以下の例は、ovpolicyコマンドの使用方法を示しています。

l ノード上のすべてのポリシーをリスト表示するには
ovpolicy -list
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l HP-UX syslogポリシーを無効にするには
ovpolicy -disable -polname "HPUX ovsyslog"

l すべてのトラップポリシーを有効にするには
ovpolicy -enable -poltype ovsnmptrap

l 現在の作業ディレクトリ内のすべてのポリシーをインストールするには
ovpolicy -install -dir

l /tmp/sap_policiesディレクトリ内の、ステータスが無効のすべてのポリシーをインストールする

には
ovpolicy -install -disable -dir /tmp/sap_policies

l 前の所有者に関係なく/tmp/xyzディレクトリ内のすべてのポリシーを再インストールするには
ovpolicy -install -forceowner -dir /tmp/xyz

l ローカルホストからすべてのポリシーを削除するには
ovpolicy -remove -all

l 管理サーバーが所有するすべてのインストール済みポリシーを削除するには
ovpolicy -remove -owner mgtsvr

ovclusterinfo
名前

ovclusterinfo

-クラスタ、クラスタノード、高可用性 (HA)リソースグループに関する情報を取得します。

コマンド一覧

ovclusterinfo -h | -help

ovclusterinfo -v | -version

ovclusterinfo -a | -all

ovclusterinfo -c | -cluster {-ty | -type} | {-nm | -name} | {-st | -

state} | {-nds | -nodes} | {-rgs | -groups}

ovclusterinfo -n | -node <ノード> {-id} | {-st | -state}

ovclusterinfo -g | -group <グループ> {-id} | {-st | -state} | {-ls | -

localState} | {-nds | -nodes} | {-vip | -virtualIPAddress} | {-an | -

activeNode}

説明

ovclusterinfoコマンドは、高可用性クラスタ、クラスタノード、リソースグループに関する情報を

取得します。取得される情報には、名前、ステータス、クラスタタイプ、クラスタに設定されているノー

ドなどがあります。ovclusterinfoコマンドは、高可用性 (HA)リソースグループに関する情報も取

得します。取得される情報には、ステータス、 IPアドレス、リソースグループに含まれるノードなどがあ

ります。HA リソースグループは、ファイルやプロセスなどのリソースの集合です。この集合は、クラスタ内

の1つのノードで利用でき、単一エンティティとして別のクラスタノードに切り替えることができます。

パラメータ

ovclusterinfoコマンドでは、以下のパラメータを使用できます。
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-h | -help

ovclusterinfoコマンドのすべてのオプションを表示します。

-v | -version

インストールされているコマンドのバージョンを表示します。

-c | -cluster

指定したクラスタの情報を表示します。

-a | -all

指定したクラスタ、ノード、リソースグループについて、取得可能なすべての情報

を表示します。

-n | -node

クラスタ内の指定のノードについて、取得可能なすべての情報を表示します。

-g | -group

指定した高可用性リソースグループに関する情報を表示します。

オプション

該当するコマンド パラメータと共に、以下のオプションを使用できます。

-ty | -type

インストールされているクラスタのタイプを表示します。設定可能な値は次のとおり

です:

- Microsoft Clustering Services (Windows)

- MC/ServiceGuard (HP-UX)

- VERITAS Cluster Server (Solaris)

- Sun Cluster (Solaris)

- Red Hat Advanced Server (RHAS)

- HACMP (AIX)

- Unknown (不明 )

-nm |-name

クラスタの名前を表示します。

-st | -state

ローカルノード上のクラスタのステータスを表示します。以下のいずれかとなります。

- Cluster is up (クラスタ起動中 )

- Cluster is down (クラスタダウン)

- State unknown (状態不明 )

-nds | -nodes
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クラスタ内の各ノードの名前を 1行ずつ表示します。ノード情報の表示方法はク

ラスタの設定によって異なり、たとえば、短い/長いホスト名、 IPアドレスなどが表

示されます。

-rgs | -groups

クラスタ内のすべてのリソースグループを表示します。

-status

ローカルノード上の、<グループ>で指定したHA リソースグループのステータスを

表示します。

-virtualIPaddress

<グループ>で指定したHA リソースグループの仮想 IPアドレスを表示します。

-nodes

<グループ>で指定したHA リソースグループがフェールオーバーできるすべてのノー

ドを表示します。

-activeNode

<グループ>で指定したHA リソースグループを現在ホストしているノードを表示し

ます。

例

以下の例は、ovclusterinfoコマンドの使用方法を示しています。

l クラスタの名前を表示するには
ovclusterinfo -cluster -name

l クラスタ内のすべてのHA リソースグループの名前を表示するには
ovclusterinfo -cluster -groups

l HA リソースグループ haRGに設定されている仮想 IPアドレスを表示するには
ovclusterinfo -group haRG -virtualIPaddress

l HA リソースグループ haRGが現在実行されているノードの名前を表示するには
ovclusterinfo -group haRG -activeNode

ovagtrep
名前

ovagtrep

–検出エージェントとエージェント リポジトリを設定 /制御します。

コマンド一覧

ovagtrep [-clearAll] | 

[-run <ポリシー名>] |

[-publish]

説明
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検出エージェントはHTTPSエージェントの拡張機能であり、管理サーバーから配布されたサービス検

出ポリシーを実行します。検出エージェントは、検出したサービスをエージェント リポジトリに格納しま

す。エージェント リポジトリとは、ノード上に存在するサービスのローカルのデータストアです。

検出エージェントは、エージェント リポジトリ内のサービスと管理サーバーの同期を行います。管理サー

バーには、新規、変更および削除されたサービスの詳細のみが送信されます。未変更のサービスの

詳細は再送信されません。

ovagtrepコマンドを使用すると、検出エージェントとエージェント リポジトリを設定 /制御できます。以

下のオプションがあります。

-clearAll

エージェント リポジトリからすべてのサービスをクリアします。サービスは、検出エージ

ェントがサービス検出ポリシーを次に実行するときに再作成されます。その際、エー

ジェントはサービスと管理サーバーの同期を行います。これにより、エージェントの未

変更サービスと管理サーバーを強制的に同期させることができます。

-run <ポリシー名>

サービス検出ポリシーを実行します。このオプションを使用すると、予定時間以外

にポリシーを実行し、変更を即座に検出できます。エージェントは変更の詳細を

管理サーバーに送信します。ovpolicyを使用することで、インストール済みのポ

リシーの名前を確認できます。

-publish

現在エージェント リポジトリにあるすべてのサービスの詳細を管理サーバーに再送

信します。管理サーバーでサービスの表示に失敗した場合は、トラブルシューティ

ングにこのオプションを使用します。

検出エージェントおよびエージェント リポジトリは、制御サービスに登録されているコンポーネントの一

部です。ovc -start agtrepおよびovc -stop agtrepコマンドを使用することで、コンポーネ

ントを起動 /停止できます。

ovconfchgコマンドを使用することで、agtrep名前空間の以下の設定を変更できます。

ACTION_TIMEOUT <分>

サービス検出ポリシーを実行できる最長時間を設定します (単位は分 )。ポリシー

の実行時間がこの時間に達すると、検出エージェントはポリシーの実行を停止

し、システムログ (<データ ディレクトリ>/log/System.txt)にエラーを記録しま

す。

INSTANCE_DELETION_THRESHOLD <値>

サービス検出ポリシーが既存サービスの検出に失敗できる上限回数を設定しま

す。失敗回数がこの値を超えると、エージェントはエージェント リポジトリからサービ

スを削除します。

サービス検出ポリシーがエージェント リポジトリ内の既存サービスを検出できない

場合でも、サービス検出ポリシーはこの設定で指定した回数だけ再試行されま

す。それでも検出できない場合にのみ、検出エージェントはエージェント リポジトリ

からサービスを削除します。

たとえば、コマンド ovconfchg -ns agtrep -set ACTION_TIMEOUT 5を実行すると、アクショ

ンのタイムアウトは 5分に設定されます。
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アクションタイムアウトまたはインスタンス削除のしきい値を変更した後は、コマンド ovc -restart

agtrepでコンポーネントを再起動してください。

opcmon
名前

opcmon -ローカルの管理対象ノード上で実行されているHP Operationsエージェントの監視エージェ

ントに向け、監視オブジェクトの現在の値を転送します。

コマンド一覧

opcmon [ -help ] <オブジェクト名>[-<省略名>]=<値> [ -object <メッセージ オブジェク

ト> ] [ -option <変数>=<変数値> ]*

説明

opcmonコマンドは、管理対象ノード上で実行されているHP Operationsエージェントの監視エージ

ェントに向け、監視オブジェクトの現在の値を転送します。監視エージェントは、設定されたしきい値

に照らして、この値をチェックします。しきい値を超えた場合、監視設定に基づいて、イベントはローカ

ルに記録、抑制、または監視対象ノード上で実行されているメッセージエージェントに転送されま

す。メッセージエージェントはメッセージをHPOM管理サーバーに転送します。HPOM管理サーバーの

メッセージブラウザ内でメッセージを確認できます。

監視エージェントは、2秒に 1回、監視オブジェクトから収集した値をチェックします。連続する 2回の

チェックの間に opcmonコマンドが複数の値を監視エージェントに転送した場合、監視エージェントは

最後の値のみを受け入れ、処理を進めます。

しきい値を超えたときにローカルの自動コマンドが実行されるよう設定した場合、ローカルのHP
Operationsエージェントは直ちにこのコマンドを起動します。監視エージェントは必ず設定し、管理対

象ノード上で実行されている必要があります。さもないとopcmonコマンドは失敗します。

オプション

-help

opcmonの使用方法のメッセージを出力します。他のすべてのパラメータは無視されます。

<オブジェクト名>[-<省略名>]=<値>

オブジェクト名は、Measurement Thresholdポリシーの名前です。複数のインスタンスデータに対して

Measurement Thresholdポリシーを設定する場合、省略名を使用してポリシー内で各インスタンスを

一意に特定します。

-object<メッセージ オブジェクト>

HP Operations メッセージの一部であるオブジェクト テキスト ボックスの値です。オブジェクトの監視で

は、opcmonによるオブジェクトの設定を使用できます。

-option <変数>=<変数値>

変数 $OPTION(<変数>)を <変数値>に設定します。メッセージ条件の範囲内で、opcmon呼び

出しで渡された値へのアクセスのためにこの変数が使用されます。特殊文字はバックスラッシュ (\)でエ

スケープする必要があります。

終了値
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このコマンドは、正常に実行された後、値ゼロ (0)で終了します。渡されたパラメータに問題がある場

合、opcmonは値 2で終了し、標準エラーに問題が出力されます。その他のエラーの場合、終了値

は 1に設定され、標準エラーに適切なエラーメッセージが出力されます。

opcmsg
名前

opcmsg - HPOMに転送されるメッセージを生成します。

コマンド一覧

opcmsg [ -help ] [ -id ] application=<アプリケーション> object=<オブジェクト名>

msg_text="<メッセージ テキスト>" [ severity=<重要度> ] [ msg_grp=<メッセージ グ

ループ> ] [ node=<ノード名> ] [ service_id=<サービス名> ] [ -option

variable=<値> ]*

説明

opcmsgコマンドは、HP Operations Managerへ向けたメッセージを生成します。メッセージが送信され

る前に、このコマンドが実行されているローカルの管理対象ノード上にあるメッセージインターセプタが

メッセージを解釈します。メッセージは設定に応じて次のように処理されます。

l 廃棄

l ローカルに記録

l 管理サーバーへ転送

l ローカルに記録された上で、管理サーバーに転送される

メッセージの動作は、インターセプタ (または opcmsgポリシー)の設定に応じて異なります。メッセージ

は、作成と抑制が可能です。たとえば、opcmsgポリシーで抑制条件を設定

し、application=Testという文字列が含まれるすべてのメッセージを抑制することができます。

その場合、たとえば次の呼び出しに対するメッセージはメッセージブラウザに表示されません (生成さ

れたメッセージが抑制されます)。

opcmsg application=Test msg_text="Test message"

管理対象ノード上では、1つ以上のOpenMessageインターフェイスポリシーを設定したメッセージイ

ンターセプタを実行する必要があります。そうしない場合、opcmsgコマンドは失敗します。

オプション

-help

opcmsgの使用方法のメッセージを出力します。他のすべてのオプションは無視され、メッセージは送

信されません。

-id

送信されたメッセージのメッセージ IDを stdoutに返します。さらに、メッセージエージェントによってメッ

セージのマネージャ情報が保持されるようにメッセージのOPCDATA_REMARK_FOR_ACKフラグを設定

します。

severity=<重要度>
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メッセージの重要度を指定します。サポートされている重要度は、Normal (正常域 )、Warning (注意

域 )、Minor (警戒域 )、Major (重要警戒域 )、およびCritical (危険域 )です。デフォルトでは、重要度

として正常域が適用されます。

application=<アプリケーション名>

イベントや問題の影響を受ける、またはイベントや問題が検出されたアプリケーションやスクリプト /プロ

グラムの名前。

msg_grp=<メッセージグループ>

そのメッセージが属しているデフォルト メッセージグループ。デフォルトでは、メッセージグループは割り当

てられません。

object=<オブジェクト名>

イベントや問題の影響を受ける、またはイベントや問題が検出されたオブジェクト。

msg_text=<メッセージテキスト>

イベントや問題の詳細を表す説明テキスト。

node=<ノード名>

イベントや問題が検出されたシステム。デフォルトでは、現在のシステムのノード名が適用されます。

service_id=<サービス名>

メッセージがマップされているサービスの名前。サービスは Service Editorで定義されます。

-option variable=<値>

変数 $OPTION(変数)を値に設定します。メッセージ条件の範囲内で、opcmsg呼び出しで渡され

た値へのアクセスのためにこの変数が使用されます。

特殊文字はエスケープする必要があります。

終了値

このコマンドは、メッセージが正常に生成された後、値ゼロ (0)で終了します。内部エラーが発生した

場合、1が返され、エラーメッセージが表示されます。構文エラーや使用法エラーが検出されると、2
が返され、エラーメッセージが表示されます。

制限事項

このコマンドは、すべてのユーザーが実行できます。メッセージグループ (msg_grp)、オブジェクト、およ

びアプリケーションのパラメータの長さが32バイトを超えないようにしてください。HPOMで処理できるパ

ラメータ長は最大 32バイトです。

例

ユーザーがシステムにログインする際に発行される通常のメッセージを送信するには、スケジュール済

みタスクを次のように設定できます。

opcmsg appl=ScheduledTask obj=login severity=normal msg_g=Security

msg_t="%USERNAME% logged onto system %COMPUTERNAME%"

opcmack
名前
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opcmack - HP Operationsエージェントによって作成されたメッセージを受諾します。

コマンド一覧

opcmack [ -help ] message_id

説明

opcmackコマンドは、HP Operationsエージェントのメッセージエージェントが作成したメッセージを受

諾します。

ローカルの管理対象ノードのメッセージエージェントから受領したメッセージコマンドは、対応するマ

ネージャに転送されます。メッセージが以前に管理サーバーに送信された場合、メッセージエージェン

トは対応する管理サーバーの情報をメモリ内に保持しています。

よって、この IDを持つメッセージに関する他のオペレーションは、この管理サーバーに直接送信されま

す。指定された時間 (デフォルトは 1時間 )が経過すると、メッセージエージェントはメモリとディスク容

量の節約のため、この情報を削除します。その結果、メッセージオペレーションはすべての管理サー

バーに送信されます。

Windowsの場合、ローカルAdministratorsグループのメンバーであるユーザーとして opcmackコマン

ドを実行する必要があります。

オプション

-help

opcmackの使用方法のメッセージを出力します。他のすべてのオプションは無視され、メッセージは

受諾されません。

-msg_id

受諾するメッセージを指定します。

Performance Collection Component が提供するユー
ティリティ

ここでは、HP OperationsエージェントのPerformance Collection Componentによって提供されるコマン

ド ラインユーティリティについて説明します。

agsysdb
名前

agsysdb - Performance Collection Componentアラームジェネレータシステムのデータベース操作プ

ログラム

コマンド一覧

agsysdb

説明

agsysdbは、Performance Collection Componentアラームジェネレータシステムデータベースの内容

をリスト表示するプログラムです。このデータベースには、アラームジェネレータによるアラート通知の送

信先となるすべてのシステムに関する情報が記録されています。

オプション
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-ovo off |on このオプションは、HPOMにアラート通知を送信するかどうかを設定します。こ

のオプションを onに設定し、ノードで運用監視コンポーネントが実行されてい

る場合、すべてのアラート通知はメッセージとして運用監視コンポーネントに送

信されます。このオプションを offに設定した場合は、アラート通知は運用監

視コンポーネントに送信されません。

デフォルト値 : on

-add hostname アラームジェネレータデータベースにSNMP管理ノードを追加しま

す。hostname (ホスト名 )は、名前と IPアドレスのいずれかで指定します。

-delete hostname アラームジェネレータデータベースからSNMP管理ノードを削除しま

す。hostname (ホスト名 )は、名前と IPアドレスのいずれかで指定します。

-delpv hostname アラームジェネレータデータベースからPerformanceManager 3.Xシステムを削

除します。hostname (ホスト名 )は、名前と IPアドレスのいずれかで指定しま

す。

-actions off |

always | on

このオプションは、ローカルアクションを実行するかどうかを設定します。このオプ

ションを onに設定した場合は、以下の条件が満たされる場合に alarmdef フ
ァイル内のEXECステートメントに定義されているローカルアクションが実行さ

れます。

1)ノードで運用監視コンポーネントが実行されていない。

2)ノードで運用監視コンポーネントは実行されているが、ovoオプションがoff
に設定されている。

このオプションを alwaysに設定した場合は、運用監視コンポーネントが実行

されている場合でも、ローカルアクションは常に実行されます。このオプションを

offに設定した場合は、ローカルアクションは実行されません。運用監視コン

ポーネントが実行されている場合、ローカルアクションはメッセージとして運用

監視コンポーネントに送信されます。

デフォルト値 : on

-l アラート通知の送信先リストを表示します。「Last Error」エラーフィールドは、

最後に送信されたアラート通知の原因となったエラーを示します。エラーが示

される場合に、そのエラーの詳細を確認するには、status.perfalarmファイルを

調べます。

ファイル

/var/opt/perf/datafiles/agdb.*

dsilog
名前

dsilog -受信データをログに記録するプログラム

コマンド一覧

dsilog logfile_set class [オプション]

説明
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dsilogは、受信データをログに記録するプログラムです。定義したクラスごとに、ログ記録を個別に実

行する必要があります。dsilogは、stdinからのデータ受信を前提としています。

オプション

logfile_set データを保存するログファイルセットの名前。現在のディレクトリにない場合、

完全修飾名である必要があります。

クラス

-c char 文字列の区切り文字として使用される文字。10進数、マイナス符号、^d、 \n
は、区切り文字として使用できません。デフォルトの区切り文字は空白文字

であるため、いずれかのテキスト メトリック名でスペースが使われている場合、こ

のオプションを指定して、独自の区切り文字を指定する必要があります。

-s second データの要約にかける時間 (単位は秒 )。0を指定した場合は要約は無効に

なり、すべての受信データが記録されます。このオプションを省略した場合、ク

ラス仕様のRECORDS PER HOURがデフォルトの要約速度として適用され

ます。一方、このオプションを指定した場合は、RECORDS PER HOURの値

に優先して適用されます。

-i fifo 指定した fifoから入力されることを示します。 fifoを指定しない場合は、stdin
から入力されます。このオプションを使用する場合は、収集処理の開始前に

dsilogを起動します。 fifoの使用については、mkfifoのマンページを参照してく

ださい。

-f format file ログ処理に入力されるデータを説明するファイルを指定します。このオプションを

指定しない場合、dsilogは以下の仮定に基づいて、クラス仕様から入力形

式を決定します。入力レコード内の各データ項目は、クラスの仕様で定義さ

れているメトリックに対応しています。メトリックは、入力レコード内でデータ項

目として表示される順序で、クラスの仕様に定義されています。メトリックの定

義より多くのデータ項目が入力レコードに含まれる場合、dsilogはすべての追

加データ項目を無視します。入力データ項目より多くのメトリックがクラス仕様

に定義されている場合、データをエクスポートすると、そのフィールドは「欠落」

データを表示することになり、分析ソフトウェアでデータをグラフ化する際に、そ

のメトリックではデータを使用できません。形式ファイルのフィールド数は 100に
制限されています。

-timestamp ログ処理がタイムスタンプを提供せず、入力データですでに提供されているタイ

ムスタンプを使用することを示します。受信データ内のタイムスタンプは、UNIX
タイムスタンプ形式 (1970年 1月 1日 00:00:00からの秒数 )で表現した各地

のローカル時刻である必要があります (グリニッジ標準時刻ではない)。

-asyn データがRECORDS PER HOURの速度で非同期に届くように指定します。

ログインターバル中にデータが届かない場合、最後のログインターバルのデー

タが繰り返されます。これにより直線がデータのグラフィック表示に描画され、

データがエクスポートされるときに各レコードのデータが繰り返されます。

-t stdoutに記録されるすべてのデータをASCII形式で印刷します。

-vi dsilogを使って入力をフィルタ処理し、エラーをログファイルではなく stdoutに
書き込みます。ログに記録される実際のデータではなく、エラーのみがstdout
に書き込まれます。これを使用すると、入力の妥当性を確認できます。
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-vo dsilogを使って入力をフィルタ処理し、ログに記録される実際のデータとエラー

をログファイルではなく stdoutに書き込みます。これを使用すると、データ要約

の妥当性を確認できます。

dsilog -vers このプログラムのバージョンを表示します。

dsilog -? このプログラムのオプションを表示します。システムで「?」がワイルドカード文字と

して解釈される場合は、「-?」ではなく、「-xxx」などの無効なオプションを使用

します。

extract
名前

extract - (エクスポート機能 ) Performance Collection Component scopeuxのログファイル、または

以前に抽出したログファイルの内容を読み取ります。必要に応じてデータを整理したりフィルタを適

用し、結果をASCII、BINARY、DATAFILES、WK1 (スプレッドシート )などのユーザー指定形式でク

ラス固有のデータファイルとしてエクスポートできます。ASCII形式は、主に人間がデータを直接使用

する場合に使用され、それ以外の形式は、主に別のプログラムやアプリケーションでデータを使用する

場合に使用されます。

extract - (抽出機能 ) Performance Collection Component scopeuxのログファイル、または以前に抽

出したログファイルの内容を読み取ります。必要に応じてデータを整理したりフィルタを適用し、その

結果を管理が容易な 1つの抽出ログファイルとしてまとめたり、既存の抽出ログファイルに追加する

ことができます。作成される抽出ログファイルの形式は、アーカイブ用、または別のシステム/アプリケー

ションによる分析用に最適化されています。

コマンド一覧

抽出ファイルを作成するには

extract -xt [d|w|m|y -offset] [-v][-gapkdzcntuy] [-l <ログファイル>] [-f <出力

ファイル名>] [-b <日付> <時刻>] [-e <日付> <時刻>] [-s <時刻 1> - <時刻 2>
noweekends]

extract -xw [<週番号> ][-v][-gapkdzcntuy] [-l <ログファイル>] [-s <時刻 1> -
<時刻 2> noweekends]

extract -xm [<月番号>][-v][-gapkdzcntuy] [-l <ログファイル>] [-s <時刻 1> -
<時刻 2> noweekends]

extract -xy [<年番号> ][-v][-gapkdzcntuy] [-l <ログファイル>] [-s <時刻 1>
- <時刻 2> noweekends]

エクスポート ファイルを作成するには

extract -xp [d|w|m|y] [-v][-gapkdzcntuyGADZNTUY] [-l <ログファイル>] [-f <
出力ファイル名>] [-r <レポート ファイル>] [-b <日付> <時刻>] [-e <日付> <時
刻>] [-s <時刻 1> - <時刻 2> noweekends]

インタラクティブに実行するには

extract [verbose] [global|appl|proc|disk|lvol|netif|tran|CPU|filesystem
detail|summ] [log <ログファイル>] [output <出力ファイル名>] [report <レポート フ
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ァイル>] [start <日付> <時刻>] [stop <日付> <時刻>] [shift <時刻 1> - <時刻

2> noweekends]

エクスポートするDSIデータを選択するには

-C classname [DETAIL|SUMMARY|BOTH]

注 : SUMMARYおよびBOTHオプションは、どちらもデータエクスポートの実行時にのみ機能し

ます。抽出機能はデータの要約をサポートしていません。

抽出プログラムのパラメータの詳細を表示するには

man extract

または

extract ?

説明

抽出プログラムは、Performance Collection Componentのファイルからパフォーマンス測定データを読

み取り、ユーザーが指定した設定に基づいてデータを抽出します。データの抽出元となるファイルは、

デフォルトでは以下のディレクトリ内の生のログファイルです。

/var/opt/perf/datafiles/ (logglob、 logappl、 logproc、 logdev、 logtran、 logls)

オプション

-b <日付> <時刻> 開始日時を設定します。

-B <日付> <時刻> 開始日時をUNIX形式で設定します。

-e <日付> <時刻> 終了日時を設定します。

-E <日付> <時刻> 終了日時をUNIX形式で設定します。

-s <時刻>-<時刻>

<noweekends>

シフトを設定します (開始時刻、終了時刻、週末 )。

-l <ログ ファイル> 入力ログファイルを指定します。

-r <レポート ファイル> エクスポート形式を設定するエクスポート テンプレート ファイルを指定しま

す。

-f <ファイル> <ファイル

オプション>
抽出データを指定の出力ファイルに送信します。指定しない場合は、抽

出データは rxlogに出力され、エクスポート データはデフォルト ファイル

(xfr*logfilename.ext)に出力されます。

-C <クラス名><オプショ

ン>
エクスポートするDSI (データソース統合 )データ、または抽出 /エクスポート

する scopeuxデータを選択します。

<オプション> = DETAIL、SUMMARY、BOTH

(メモ : SUMMARYおよびBOTHオプションは、どちらもデータエクスポートの

実行時にのみ機能します。抽出機能はデータの要約をサポートしていま

せん。)
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-k 抹消されたプロセスのみを抽出します。

メモ :レポート ファイルに PROC_INTEREST メトリックが存在しない場合、

抽出機能は想定どおりに機能しません。

-we <1|2|....7> データのエクスポート時に除外する曜日を設定します (1 =日曜日 )。

-

gapkdzcntuyGADZNTUY

抽出 /エクスポートするデータのタイプを指定します。

g =グローバル詳細

a =アプリケーション詳細

p =プロセス詳細

k =プロセス (抹消レコードのみ)

d =ディスクデバイス詳細

z =論理ボリューム詳細

c =設定詳細

n = netif詳細

t = トランザクション詳細

u = CPU詳細

y = ファイルシステム詳細

i =論理システム詳細

G=グローバル概要 (エクスポートのみ)

A =アプリケーション概要 (エクスポートのみ)

D =ディスクデバイス概要 (エクスポートのみ)

Z =論理ボリューム概要 (エクスポートのみ)

N = netif概要 (エクスポートのみ)

I =論理システム概要

T = トランザクション概要 (エクスポートのみ)

U = CPU概要 (エクスポートのみ)

Y = ファイルシステム概要 (エクスポートのみ)

-ut エクスポートされたDSIログファイルデータの日付と時刻をUNIXフォーマッ

トで表示します。

-v 詳細出力を選択します。

-xp <期間指定オプショ

ン>
データをエクスポートします。
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-xt <期間指定オプショ

ン>
データを抽出します。

-xw <週番号> 番号で指定した週のデータを抽出します。

-xm <月番号> 番号で指定した月のデータを抽出します。

-xy <年番号> 番号で指定した年のデータを抽出します。

? コマンド ライン構文を表示します。

ここで、

<日付> ネイティブ言語の形式で日付を指定します。デフォルト形式はMM/DD/YYです (たとえ

ば、12/31/03)。

または、いずれかの特殊キーワードを指定します。「TODAY」は現在の日付、「FIRST」
はログファイル内の最初の日付、「LAST」はログファイル内の最後の日付に該当しま

す。

または、キーワード「TODAY-nnn」を指定します。この「nnn」には、現在の日付より前の

日数を指定します。

または、キーワード「FIRST+nnn」を指定します。この「nnn」には、ログファイル内の最初

の日付より後の日数を指定します。

または、キーワード「LAST-nnn」を指定します。この「nnn」には、ログファイル内の最後の

日付より前の日数を指定します。

<時刻> ネイティブ言語の形式で時刻を指定します。デフォルト形式は hh:mm AMまたは

hh:mm PMです (hhは 12時間表記の時間、mmは分 )。

noweekends 出力データの対象から週末 (土曜日、日曜日 )を除外することを指定するリテラルキー

ワードです。

<ログファイ

ル>
生のログファイル、または抽出ログファイルの名前です。パス名を含む完全修飾名で指

定できます。デフォルト ログファイルは /var/opt/perf/datafiles/logglobです。

<レポート フ

ァイル>
EXPORTコマンドの出力データのフィールドと形式を定義した ASCIIテンプレート ファイ

ルの名前です。デフォルト テンプレート ファイルは /var/opt/perf/reptfileです。

<ファイル> 抽出 /エクスポートの出力ファイルの名前です(OUTPUTコマンドのデフォルト値を参照 )。

<ファイルオ

プション>
出力ファイルがすでに存在する場合のプログラムアクションを選択します。

,New コマンドは失敗します。ファイルが存在しません。

,Purge既存のファイルを削除して新しいファイルを作成します。

,Append既存のファイルにデータを追加します。

<xopt> オプションとして、開始日と終了日を以下の形式で指定します。

D =深夜零時から深夜零時までの本日のデータ
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D-n =本日より「n」日前の1日のデータ

D n =今年の「n」番目の日のデータ

D yynnn = 「yy」年の「nnn」番目の日のデータ

W =月曜日の午前から日曜日の午後までの今週のデータ

W-n =本日より「n」週間前の1週間のデータ

W n=今年の「n」番目の週の1週間のデータ

Wyynn = 「yy」年の「nn」番目の週の1週間のデータ

M =今月のデータ

M-n =本日より「n」か月前の1か月のデータ

M n =今年の「n」番目の月のデータ

M yynn = 「yy」年の「nn」番目の月のデータ

Y =現時点までの今年のデータ

Y-n =現在より「n」年前の1年間のデータ

Y n = 「n」年のデータ

期間指定オプションの設定は、-bおよび -eオプションの設定に優先して適用されます。

<週番号> オプションとして、抽出の対象となる週を年初からの週番号 (1～ 53)で指定するか、

特定の年と週番号 (たとえば、2002年の第 52週であれば 0252)を指定します。

<月番号> オプションとして、抽出の対象となる月 (1～ 12)を指定するか、特定の年と月 (たとえ

ば、2002年 の12月であれば 0212)を指定します。

<年番号> オプションとして、抽出の対象となる年 (1971～ 2027または 71～ 27)を指定します。

例

通常の入出力リダイレクトが可能です (<,>,2>)。入力がリダイレクトされる、またはコマンド ライン入

力が処理される場合、プログラムは「バッチモード」で実行され、修復不可能なエラーが生じると、プ

ログラムは停止します。ユーザーは、インタラクティブ入力により問題を修正し、コマンドを再実行でき

ます。

例 :2003年 12月 31日から昨日の午後 5時までのグローバル要約データを、デフォルトのエクスポー

ト テンプレート ファイルを適用してログファイル「barkley」からエクスポートするには

extract -G -l barkley -b 31/12/03 -e today-1 5:00 PM -xp

例 :昨日のグローバル詳細データを、レポート ファイル「repthist」を適用してデフォルト ログファイルから

エクスポートするには

extract -g -r repthist -xp d-1

extractを使用する理由

1. 特定の期間を指定し、抽出処理中に無関係なデータを排除できるので、抽出ログファイルの

サイズは、管理可能なサイズまで削減できます。

2. 抽出ログファイルは、ローカル環境での分析用にPCのディスクに転送できます。
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3. 抽出プログラムは、過去に抽出された既存のファイルにデータを追加できます。このため、生のロ

グファイルから最新のデータのみを定期的に抽出することで、長期間の抽出ファイルを作成でき

ます。

Performance Collection Componentの生のログファイル、または過去に作成した PC形式のファイル

からデータを抽出できます。

抽出プログラムはレポートを生成します。このレポートは、stdoutのリダイレクトによってファイルに出力

できます。

extract > extract.report

依存関係

生のログファイルの名前は、 logglob、 logappl、 logproc、 logdev、 logtran、 logindxである必要がありま

す。また、extract コマンドがログファイルを正しく認識するには、すべてを同じディレクトリに格納する必

要があります。生のログファイルのセットは、別のディレクトリに格納できます。extract コマンドは、上記

以外の名前のファイルをPC形式のファイルと見なします。

ファイル

rxlog PC形式のファイル

logglob、 logappl、 logproc、 logdev、
logtran、 logindx、 logls

生のログファイル (loglsは AIX
LPARS、Solaris、vMA、HPVM、Hyper-Vでサポートされま

す)

extract.help ヘルプカタログ

reptfile、repthist、reptall エクスポート テンプレート ファイル

glance
名前

glance - UNIX/Linux向けのGlancePlusシステムパフォーマンスモニタ

コマンド一覧

glance [-j interval] [-p [dest]] [-f dest] [-command]

[-maxpages numpages] [-nice nicevalue] [-nosort] [-lock]

[-adviser_off] [-adviser_only] [-bootup]

[-iterations count][-align] [-syntax filename]

[-aos filename [-noscaling]]

[-all_trans] [-all_instances] [-no_fkeys]

説明

GlancePlusは、UNIX/Linuxシステム向けの強力で使いやすいオンラインパフォーマンス診断ツールで

す。このツールは、Motifベースのプログラムである「xglance」と、キャラクタモード プログラムの「glance」
の2つの形式で配布されます。この組み合わせにより、ユーザーのジョブに適したツールとして利用で

きます。xglanceでは、Motifベースのツールの強力さと使いやすさが得られます。glanceは、ほぼ
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すべてのターミナルまたはワークステーションで実行できます。シリアルインターフェイスを使用し、データ

通信リンクの速度は比較的遅くなりますが、使用リソースは少なくて済みます。どちらのコンポーネント

も、同じ豊富なパフォーマンス情報を提供します。

デフォルトの [Process List]画面には、システムリソースとアクティブプロセスの一般データが表示され

ます。 [CPU]、 [Memory]、 [Disk IO]、 [Network]、 [NFS]、 [Swap]、 [System Table]の各画面には、よ

り詳細なデータが表示されます。 [Application List]画面には、プロセス負荷グループ、またはアプリ

ケーションが表示されます。個々のプロセスの画面には、プロセスごとの詳細が表示されます。ターミナ

ル環境で実行した glanceは、すべてのLinuxシステムでパフォーマンス関連問題の解決に役立ちま

す。

各メトリックの定義と説明については、GlancePlusのオンラインヘルプを参照してください。

オプション

-j interval このオプションを使用することで、画面の更新間隔を秒単位で設定できます。

デフォルトの間隔は 5秒です。たとえば、-j 60に設定すると、画面の更新間

隔は 60秒になります。

-p [dest] このオプションは、ツールの起動時に連続出力オプションを有効にします。これ

は、長時間にわたって画面を自動的に出力する場合に便利です。destパラ

メータを指定しない限り、出力先はデフォルト lpデバイスとなりま

す。GlancePlusの起動後に pコマンドを再実行すると、連続出力はオフにな

ります。

-f dest このオプションは、ツールの起動時に連続出力オプションを有効にします。これ

は、長時間にわたって画面を自動的に出力する場合に便利です。出力先

は、指定した出力先ファイルとなります。GlancePlusの起動後に pコマンドを

再実行すると、連続出力はオフになります。

-maxpages

numpages

このオプションは、pコマンドで出力できるページの最大数を指定します。デフ

ォルトの最大数は 200ページです。

-command このオプションを使用することで、 [Global Summary]画面以外の初期画面を

表示できます。この起動オプションは、ツールの起動後に異なる詳細画面を

表示するためのキーストロークコマンドに対応しています。このオプションに指

定できるコマンドは、後述する「コマンド概要」の最初のセクションに含まれるい

ずれかのコマンドのみです。

-nice nicevalue このオプションを使用することで、GlancePlusプロセスの優先度を表すnice値
を設定できます。デフォルトのnice値は -10です。

-nosort このオプションを指定すると、 [Global Summary]画面に表示される該当プロセ

スはソートされません。これにより、glanceのCPUオーバーヘッドを削減できま

す。

-lock このオプションを指定することで、メモリ内に glanceをロックできます。このオプシ

ョンを使用することで、応答時間を短縮できますが、「Unable to allocate
memory/swap space (メモリ/スワップスペースを割り当てることができない)」とい
うエラーが生じる可能性もあります。エラーが生じた場合は、このオプションを

指定せずにGlancePlusを実行する必要があります。

-adviser_off このオプションを指定すると、Adviserなしで glanceを実行できます。
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-adviser_only このオプションを指定すると、ターミナルに画面を表示せずに glanceを実行で

きます。Adviserのみが実行され、出力は stdoutに送られます。このオプション

を指定することで、GlancePlus Adviserをバックグラウンドで実行し、オプション

として stdoutへの出力をファイルにリダイレクトできます。起動時から

GlancePlusを「Adviserのみ」モードで実行するには、-bootupオプションも指

定する必要があります。

-bootup このオプションを指定すると、glanceは SIGHUP信号を無視します。起動時

からGlancePlusを「Adviserのみ」モードで実行するには、-adviser_onlyまた

は -aosオプションに加えてこのオプションを指定します。

-iterations

count

このオプションを使用することで、glanceを実行するインターバル数を制限でき

ます。このオプションは、ターミナル画面の表示なしでGlancePlusをバックグラ

ウンドで実行するための -adviser_onlyオプションと組み合わせて使用できま

す。glanceは、指定の回数だけ実行を繰り返すと停止します。

-align このオプションは、glanceの更新間隔が60秒以上に設定されている場合

に、画面更新間隔を 1分に揃えます。glanceの更新間隔が60秒未満で

ある場合は、画面更新間隔を間隔の境界に揃えます。このオプションは、-
adviser_onlyモードのみで使用できます。

-syntax filename このオプションを使用することで、Adviserに適用される構文が記録されたファ

イルの名前を指定できます。構文ファイルを指定しない場合、Adviserはユー

ザーのデフォルト ファイル (~/adviser.syntax)を検索します。ユーザー構文ファ

イルが見つからない場合は、システムのデフォルト構文ファイル

(/var/opt/perf/adviser.syntax)が使用されます。

-aos filename このオプションは、-adviser_only -syntax filenameオプションの代わりに使用で

きます。

-noscaling このオプションを指定すると、メトリック値は KB、MB、GBなどの適切な単位

にスケーリングされません。このオプションは、-adviser_onlyオプションと組み合

わせて指定する必要があります。

-all_trans このオプションを指定すると、GlancePlusは、システムに登録されているすべて

のトランザクションを表示します。指定しない場合、GlancePlusは、しきい値

ファイル内の指定値でフィルタ処理されたトランザクションのみを表示します。

-all_instances このオプションを指定すると、GlancePlusは、トランザクション内の最新の2048
インスタンスを表示します。このオプションを指定しない場合、GlancePlusは、

終了時刻を持たないアクティブインスタンスのみを表示します。

-no_fkeys このオプションを指定すると、ファンクションキーのラベルが表示されなくなりま

す。

コマンド概要

以下のコマンドは、最上位画面、二次画面、その他コマンドの3つのセクションに分かれています。コ

マンド ラインで使用できるコマンドは、最上位画面のコマンドのみです。

コマンド 表示される画面 /説明

a CPU by Processor (プロセッサごとのCPU)
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c CPU Report (CPUレポート )

d Disk Report (ディスクレポート )

g Process List (プロセスリスト )

i File System Capacity (ファイルシステムの容量 )

I Network by Interface (インターフェイスごとのネットワーク)

m Memory Report (メモリレポート )

t System Tables Report (システムテーブルレポート )

u IO by Disk (ディスクごとの I/O)

w Swap Space (スワップスペース)

A Application List (アプリケーションリスト )

F Process Open Files (プロセスオープンファイル)

N NFS Global Activity (NFSグローバルアクティビティ)

R Process Resources (プロセスリソース)

M Process Memory Regions (プロセスメモリ領域 )

Z Global Thread List (グローバルスレッド リスト )

I Thread Resources (スレッド リソース)

G Process Thread List (プロセススレッド リスト )

T Transaction Tracking (トランザクション追跡 )

H Alarm History (アラーム履歴 )

? Commands Menu (コマンド メニュー)

S アプリケーション/トランザクション/論理の選択

V 論理システムリストの選択

K 論理システムレポートの選択

s 単一プロセスの選択

b 逆方向にページをスクロール

f 順方向にページをスクロール

h オンラインヘルプ

j 更新間隔の調節

o プロセスしきい値の調節
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p 連続出力の切り替え

q GlancePlusの終了

r 現在の画面の更新

<cr> 現在の画面の更新

y プロセスのnice値の再設定

z 統計情報をゼロにリセット

> 次の論理画面の表示

< 前の画面の表示

! シェルの呼び出し

例

l [Global Summary ]画面で起動して 5秒ごとに統計情報を更新する、glanceのデフォルト起動オ

プションを選択するには
glance

l glanceを起動してシステムリソースの使用状況を夜通し監視し、プログラムを終了するまで 1時
間ごとに画面を出力するには
glance -j 3600 -p

l スワップスペースの使用状況を監視し、2時間ごとに lp2プリンタに出力するには
glance -j 7200 -p lp2 -w

l 通常以上の優先度でGlancePlusを実行し、print コマンドによる最大出力ページ数を 10に制

限し、表示される該当プロセスがソートされないようにするには
glance -nice -19 -maxpages 10 -nosort

midaemon
名前

midaemon -パフォーマンス測定インターフェイスデーモン

コマンド一覧

midaemon [オプション]

説明

測定インターフェイスデーモン (midaemon)は、ARM トランザクション追跡とパフォーマンスコレクタの間

のインターフェイスを提供します。このプログラムは、カウンタ値を保持するメモリベースのMIパフォーマ

ンスデータベースを使ってトレースデータを測定インターフェイスカウンタデータに変換します。このデー

タベースには、glance、xglance、gpm、scopeuxなどのコレクタプログラムがアクセスします。

測定インターフェイスデーモン (midaemon)はルートとして実行するか、set-user-idビットをルートに設

定して実行する必要があります。ルート以外のユーザー IDでmidaemonプロセスの実行を試みると、

直ちに終了します。
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起動したmidaemonはバックグラウンドで実行されます。ステータスとエラーは、以下のファイルに書き

込まれます。

/var/opt/perf/status.mi

コマンド ライン オプション

midaemonでは、以下のコマンド ラインオプションを使用できます。

-? 標準的なエラーに対して各モードで使用できるオプションを表示します。

-bufsize <値> midaemonプロセスは、ARM トランザクション追跡との通信に bufsizeに指定

したサイズのバッファを使用します。このオプションは、バッファのデフォルト値を変

更します。デフォルト値は、使用経験と検証テストの結果に基づいて定義され

ます。パフォーマンスツールまたはデーモンプロセス自体がバッファの不足を報

告しない限り、この値を変更しないでください。パフォーマンス上の理由か

ら、4096未満の値を指定するとデフォルト値にリセットされます。

デフォルト値 : 131072バイト

-debug <レベル> midaemonのデバッグモードを有効 /無効にします。デバッグレベルには以下の

値を指定できます。

0 -すべてのデバッグレベルを無効にします

1 -最初 (最低 )のデバッグレベルを有効にします

2 - 2番目 (中間 )のデバッグレベルを有効にします

3 - 3番目 (最高 )のデバッグレベルを有効にします

midaemonのアクティビティとコレクタ要求に関連するデバッグ情報がstatus.mi
ファイルに出力されます。デフォルト値 : 0 [オフ]

-fg midaemonプロセスをフォアグラウンドで実行します。このオプションは、デバッグ

時にのみ使用してください。デフォルト設定 :オフ

-ignore_mt

メモ: このオプション

は、HP-UXでのみ使

用できます。その他の

プラットフォームの場

合、コアベースのアカ

ウンティングは、parm
ファイル内で

ignore_mtパラメー

タを設定することで実

行できます。詳細

は、『HP Operations
エージェントユーザー

ガイド』を参照してく

ださい。

コアベースのアカウンティングを提供するためのカーネルインストルメンテーション

を有効化します。このオプションは、ハイパースレッディングが有効化されている

システムで役に立ちます。

このオプションを指定することで、システム内の有効なコアの数に対して CPU
関連のメトリックを正規化できます。このオプションを指定しないと、CPU関連

のメトリックは、システム上のハードウェアスレッド (論理 CPU)の数に対して正

規化されます。

-k アクティブな midaemonプロセスに終了要求を送信します。これにより、実行

中のmidaemonはMIパフォーマンスデータベースを解放して終了します。パフ
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ォーマンスコレクタがアクティブで、MIパフォーマンスデータベースに接続し続け

ている場合、アクティブな midaemonは終了フラグを無視し、実行し続けま

す。このデーモンプロセスのデバッグレベルが1の場合、終了試行について説

明するメッセージがstatus.miファイルに書き込まれます。midaemonプロセスが

SIGKILL信号によって終了された場合は、-kオプションを使用することで、削

除されずに残されているMIパフォーマンスデータベースを削除できます。デフォ

ルト設定 :オフ

-K アクティブな midaemonプロセスに非永続要求と終了要求を送信します。これ

により、実行中のmidaemonは非永続状態となり、MIパフォーマンスデータ

ベースを解放して終了します。このオプションは、no_pkオプションのエイリアスで

す。デフォルト設定 :オフ

-mlock MI共有メモリパフォーマンスデータベースをメモリ内にロックします。システムメ

モリの使用率に与える影響を少なくするために、デフォルトでは、MIはアクティ

ブメモリページのみではデータベースとページをロックしません。

デフォルト設定 :オフ

-no_mlock midaemonプロセスがMI共有メモリパフォーマンスデータベースを物理メモリ内

にロックしないようにします。制御モードでは、アクティブな midaemonプロセスに

この要求を送信することで、データベースのロックを解除できます。デフォルト設

定 :オン

-no_p midaemonプロセスに非永続要求を送信します。つまり、最後のパフォーマン

スツールが終了する時点で、midaemonプロセスはMIパフォーマンスデータ

ベースを解放して終了します。

デフォルト設定 :オフ

-normal_prio 通常のスケジュール優先度でmidaemonプロセスを起動します。

デフォルト設定 :オフ

注意 : ARMの使用データを収集するときは、このオプションを使用しないでくだ

さい。ARM使用データの収集時にこのオプションを使用した場合、midaemon
が処理するトランザクションスループットに影響が生じます。ローカルゾーンは通

常の優先度で実行されます。Solaris環境のローカルゾーンでは、デフォルト

値はONであり、変更できません。最小設定ローカルゾーン内の権限の問題

によりpriocntlが機能しないため、midaemonをローカルゾーン内のリアルタイ

ムの優先度に移行することはできません。

-p 測定インターフェイスにパフォーマンスツールが接続していない場合で

も、midaemonプロセスを永続的に実行します。この動作を終了するには、ア

クティブデーモンに対して制御モード要求 -no_pを送信する必要があります。

永続デーモンを終了するには、-no_p、-k、または -K要求を使用します。

デフォルト設定 :オン

-rtprio <優先度> midaemonプロセスに適用する、プロセスのリアルタイムの優先度を指定しま

す。デフォルト値は、使用経験と、別のシステムデーモンとのテストに基づいて

決定されています。

デフォルト設定 : リアルタイムの優先度
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Solaris環境のローカルゾーンでは、midaemonのリアルタイムの優先度は無

効です。

-sizes midaemonプロセスが、MI共有メモリパフォーマンスデータベースの有効クラス

のサイズを status.miファイルに書き込むようにします。

デフォルト設定 :オフ

-smdvss <値> MI共有メモリパフォーマンスデータベースの最大仮想設定サイズを指定しま

す。このオプションは、データベースが使用するメモリの容量を制限し、パフォー

マンスクラスの動的な拡張を制限する場合に使用されます。デフォルト サイズ

はカーネルによって異なります。-sizesオプションを使用することで、MIパフォー

マンスデータベースのサイズ値を確認できます。デフォルト値 : カーネルにより異

なる

-timeout <値> midaemonプロセスが、カーネルインストルメンテーションインターフェイスの特定

のタイムアウト値を設定するようにします。デバッグ時以外はデフォルト値を変

更しないでください。

デフォルト値 : 300ミリ秒

-T 接続されているパフォーマンスツールに関係なく、アクティブな midaemonプロセ

スを直ちに終了します。このオプションは、ソフトウェアのインストール/削除手順

の実行時にのみ使用してください。

デフォルト設定 :オフ

-udts <値> MIパフォーマンスデータベース内のARM トランザクション

追跡データクラスのUDTエントリの最大数を指定

します。デフォルト値 : 20

-V midaemonのバージョンを標準出力に出力します。

MI エラーメッセージ

エラーが発生した場合、midaemonは定義済みの終了値を使用し、明示的なエラーメッセージを

/var/opt/perf/status.miファイルに書き込みます。エラーメッセージの形式は以下のとおりで

す。

–実行中のmidaemonプログラムの名前 -タイムスタンプ

–エラーを生じたルーチンの名前 -エラーメッセージ

–システムコールがエラーになった場合は、perror(3C)の呼び出しによって生成されたエラーメッセー

ジ。この情報は、問題の報告に使用されることがあります。

例

l midaemonプロセスの標準的な実行方法

% midaemon

l MIの初期化時にMI共有メモリデータベースの最大サイズを 1メガバイトに設定するには

% midaemon -smdvss 1M

注意
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midaemonプログラムは、GlancePlus (glanceまたは xglance)やPerformance Collection Component
(scopeux)などのパフォーマンスツールによって自動的に実行されます。ただし、これを手動で実行

し、MIパフォーマンスデータベースをカスタマイズしたり、アクティブな midaemonプロセスに特定の要求

を送信することができます。

status.miファイルの作成に失敗した場合、midaemonはエラーファイル/tmp/status.miを使

用します。

ovpa
名前

ovpa -データ収集とアラームを起動 /停止するためのPerformance Collection Componentスクリプト

コマンド一覧

ovpa [アクション] [サブシステム] [パラメータ]

説明

ovpaは、Performance Collection Componentプロセスを起動、停止、再初期化するためのスクリプ

トです。

アクション

-? すべてのovpaオプションを表示します。シェルで「?」がワイルドカード文字として解釈さ

れる場合は、「-?」ではなく、「-xxx」などの無効なオプションを使用します。

start すべてまたは一部のPerformance Collection Componentを起動します(デフォルト )。

stop すべてまたは一部のPerformance Collection Componentを停止します。

restart すべてまたは一部のPerformance Collection Componentを再初期化します。このオプ

ションを指定すると、一部のプロセスは停止後に再起動されます。

status すべてまたは一部のPerformance Collection Componentプロセスのステータスを表示し

ます。

version すべてまたは一部のPerformance Collection Component ファイルのバージョンを表示し

ます。

サブシステム

all すべてのPerformance Collection Componentを対象に指定のアクションを実行します(デ
フォルト )。

scope scopeux コレクタを対象に指定のアクションを実行します。アクションに restartを指定し

た場合、scopeux コレクタは停止後に再起動されます。これにより、parmファイルと

ttd.conf ファイルが再読み込みされます。

server Performance Collection Componentを対象に指定のアクションを実行します。これ

は、codaデーモンとアラーム生成サブシステムに影響します。アクションとして restartを
指定した場合、codaデーモンは停止後に再起動されます。これにより、datasources フ
ァイルとalarmdef ファイルが再読み込みされます。
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alarm Performance Collection Componentを対象に指定のアクションを実行します。有効なア

クションは restartのみで、アラーム定義ファイルの処理を再実行します。

パラメータ

-

midaemon

<MIパラメー

タ>

デフォルト以外のパラメータを指定してmidaemonを起動します。-midaemonパラメー

タを指定するときは、パラメータリストの最後のパラメータとして指定してください。残るす

べてのパラメータは、midaemonプロセスに渡されます。

ovtrap
名前

ovtrap -ノードにSNMP トラップを送信するスクリプト

コマンド一覧

ovtrap [-s severity] host alarm_message

説明

ovtrapは、イベント ブラウザに送信されるSNMP V1トラップを生成します。この機能は、アラーム構

文内のローカルアクションを介して使用できますが、すべてのアラームが自動的にSNMP トラップを生

成するようにするには、通常は、agsysdbに適切なオプションを指定します。

自動トラップオプションを使用しない場合は、EXECステートメントを使用してアラーム定義の構文か

ら ovtrapを直接呼び出すことができます。この場合は、オプションを指定する必要があります。ホスト

(host)は、インターネット アドレスまたはホスト名で指定します。アラームメッセージ (alarm_message)
は、128文字以内である必要があります。オプションの -sパラメータの値は、Normal (通常 )、Minor (
マイナー)、Warning (警告 )、Major (メジャー)、Critical (危険 )のいずれかです。

例

ovtrap -sWarningmonitoring_system "This is themessage"

scopeux
名前

scopeux -パフォーマンス収集デーモン

コマンド一覧

scopeux [-d directory ] [-nopri] [-c parmfile ]

-d ログの保存先、およびパラメータファイル (parm)の検索先を指定します。

-nopri 優先度の自動設定をオフにします。

-c parmfile 指定のパラメータファイルの構文をチェックし、終了します。

説明
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scopeuxは、Performance Collection Componentの監視対象システムで実行されるデーモンプロセ

スです。これは、ovpaスクリプトによって呼び出されます。scopeuxは、Performance Collection
Componentによって読み込まれるパフォーマンスデータを記録します。scopeuxはデータコレクタとし

て機能します。scopeuxsによるログ記録は、ユーザー定義の設定ファイルparmによって制御されま

す。パフォーマンス収集デーモンプロセスの状態は、perfstatスクリプトを使って確認できます。

ファイル

<設定ディレクトリ> = /var/opt/perf/ (UNIX/Linux環境 )、または %ovdatadir% (Windows
環境 )

<データ ファイル ディレクトリ> = /var/opt/perf/datafiles (UNIX/Linux環境 )、または

%ovdatadir%datafiles (Windows環境 )

sdlcomp
名前

sdlcomp -クラス仕様ファイルをチェック/コンパイルするプログラム

コマンド一覧

sdlcomp specification_file [logfile_set [ログファイル]] sdlcomp -maxclass number specification_file
logfile_set [ログファイル] sdlcomp [オプション]

説明

sdlcompコンパイラは、クラスの仕様ファイルのエラーをチェックします。エラーが検出されない場合は、

ユーザーが指定するログファイルセットの記述ファイルにクラスとメトリックの説明が追加されます。ま

た、データが格納されるログファイルへのポインタをログファイルセットのルート ファイルに設定します。

ログファイルセットまたはログファイルが存在しない場合は、コンパイラによって作成されます。

オプション

specification_

file

クラス仕様が記録されたファイルの名前。このファイルが現在のディレクトリにない

場合、完全修飾名を指定する必要があります。

logfile_set 対象となるクラスの追加先となるログファイルセットの名前。ログファイルセットが

存在しない場合は作成されます。ログファイルセット名が完全修飾名でない場

合は、現在のディレクトリに存在するものと見なされます。エージェントの設定時に

場所を正しく指定することで、任意の場所でログファイルセットを維持できます。

ログファイルセット名を指定しない場合は、stderrにコンパイルエラーが書き込ま

れ、ログファイルセットは作成されません。ログファイルセットを実際に作成する前

に、ログファイルセット名を指定せずにコンパイルを行い、コンパイルエラーの発生

の有無を確認してください。stderrをファイルにリダイレクトすることで、後から確認

できます。ログファイルセットのオプションを指定して sdlcompを実行するまでは、

ログファイルセットで以前に使用されていたクラス名、メトリック名、数値 IDを使

用してもコンパイルエラーは生じません。

ログ ファイル 対象となるクラスのデータが記録される、ログファイルセット内のログファイル。指

定したデータファイルが存在しない場合は作成されます。同じ名前のデータファ

イルが存在し、別のクラスのデータが記録されている場合は、そのファイルに新し

いクラスが追加されます。データファイルを指定しない場合は、そのクラスの新しい

データファイルが作成され、自動的に名前が付けられます。別個のデータファイル

に記録する必要があるのは、容量が無制限のクラスのみです。

HP Operations Agent (11.10)90 / 187ページ



リファレンスガイド

第3章 :

-maxclass 新しいログファイルセットの作成時に追加されるクラスの最大数を指定できます。

既存のログファイルセット名と同時に指定した場合、このオプションは無視されま

す。各追加クラスは、そのクラスが使用されているかどうかにかかわらず、オーバー

ヘッド内で約 500バイトのディスク領域を消費します。-maxclassを指定しない場

合のデフォルト値は 10です。

-verbose コンパイラ出力の詳細な説明を stdoutに出力します。

-u 1秒あたりに複数のレコードを記録できます。

メモ :このオプションは、要約されていないデータのみを記録するのに使用します。

sdlcomp -vers このプログラムのバージョンを表示します。

sdlcomp -? このプログラムのオプションを表示します。システムで「?」がワイルドカード文字として

解釈される場合は、「-?」ではなく、「-xxx」などの無効なオプションを使用します。

sdlgendata
名前

sdlgendata - DSIのロギングプロセスをテストするためのランダムデータを生成するプログラム

コマンド一覧

sdlgendata logfile_set class [オプション]

説明

sdlgendataは、使用しているDSIのクラス仕様と一致するランダムデータを生成します。このデータを

使用することで、ロギングプロセスをテストできます。データのロギングを開始する前に、sdlgendataか
らのテスト データを dsilogプロセスにパイプし、-viオプションを指定した dsilogを実行してロギングプロ

セスをテストしてください。データとエラーは stdoutに書き込まれます。データの生成を停止するに

は、Ctrl + Cを押します。また、dsilogの -voオプションを使用することで、実際にデータを記録する前

に、実データの入力と要約出力を確認できます。

sdlgendataからのデータをロギングプロセスにパイプするには、以下のコマンドを実行します。

sdlgendata logfile_set class | dsilog logfile_set class -s <秒> -vi

オプション

logfile_set クラス仕様をコンパイルして作成したログファイルセットの名前。

class データ生成の対象となるクラスの名前。

-timestamp n データクラスで説明されているタイムスタンプを追加します。nを指定しない、

または負の値を指定した場合は、現在時刻が使用されます。nに正の値を

指定した場合、タイムスタンプは 0から始まり、nずつ繰り上がります。

-wait n レコードの生成後、次のレコードの生成まで n秒間待機します。

-cycle n nサイクル後にデータを再利用します。

sdlgendata -vers このプログラムのバージョンを表示します。
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sdlgendata -? このプログラムのオプションを表示します。システムで「?」がワイルドカード文字

として解釈される場合は、「-?」ではなく、「-xxx」などの無効なオプションを使

用します。

sdlutil
名前

sdlutil - DSIのデータとクラス情報を管理するためのプログラム

コマンド一覧

sdlutil logfile_set [オプション]

説明

sdlutilは、クラスまたはメトリックの情報、クラスの統計情報、ログファイルセット内のファイル、バージョ

ン情報を表示するプログラムです。このユーティリティを使用することで、ログファイルセットからクラスや

データを削除したり、ログファイルセット内の情報に基づいてクラス仕様を再作成することもできます。

オプション

logfile_set クラス仕様をコンパイルして作成したログファイルセットの名前。

-classes

classlist

リストされたすべてのクラスに関するクラスの記述を提示します。クラスがリスト

されていない場合、すべてのクラスの記述が提示されます。リスト内の項目は

スペースで区切ります。

-stats

classlist

リストされたすべてのクラスの詳しい統計値を提示します。クラスがリストされて

いない場合、すべてのクラスの記述が提示されます。リスト内の項目はスペー

スで区切ります。

-metrics

metriclist

リストとして指定したすべてのメトリックの説明を表示します。メトリックのリスト

を指定しない場合は、ログファイルセット内のすべてのメトリックの情報が表

示されます。リスト内の項目はスペースで区切ります。

-id ログファイルが使用する共有メモリセグメント IDを表示します。

-files ログファイルセット内のすべてのファイルを表示します。

-rm all ログファイルからすべてのクラスとそのデータ、および共有メモリ IDを削除しま

す。

-decomp

classlist

ログファイルセット内の情報に基づいてクラス仕様を再作成します。この結果

は stdoutに書き込まれます。変更を加えて再利用する場合は、ファイルにリ

ダイレクトしてください。リスト内の項目はスペースで区切ります。

sdlutil -vers バージョン情報を表示します。

sdlutil -? このプログラムのオプションを表示します。システムで「?」がワイルドカード文字

として解釈される場合は、「-?」ではなく、「-xxx」などの無効なオプションを使

用します。
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utility
名前

utility - Performance Collection Componentのログファイルを管理するための汎用プログラム

コマンド一覧

ログファイルをスキャンして、その内容に関するレポートを生成するには

utility -xs [<ログ ファイル>] [-v] [-dD] [-b <日付> <時刻>] [-e <日付> <

時刻>] [-f <ファイル名>]

scopeuxパラメータファイルの構文をチェックするには

utility -xp <パラメータ ファイル> [-v] [-f <ファイル名>]

アラーム定義ファイルの構文をチェックするには

utility -xc <アラーム定義> [-f <ファイル名>]

アラーム定義ファイルと比較してログファイルを分析するには

utility -xa [-dD] [-f <ファイル名>]

生のログファイルのサイズを変更するには

utility -xr [glob|appl|proc|dev|tran|LS] [size=<nnn>|days=<nnn>]

[empty=<nnn>|space=<nnn>] [yes|no|maybe]

インタラクティブに実行するには

utility [-v] [-dD] [-lf <ファイル名>] [-b <日付> <時刻>][-e <日付> <時

刻>]

説明

-b <日付> <時刻> 開始日時を設定します。

-e <日付> <時刻> 終了日時を設定します。

-l <ログ ファイル> 入力ログファイルを指定します。

-f <ファイル> 出力を指定の出力ファイルに送ります。

-D スキャン、分析、パラメータファイルチェックの詳細を有効にします。

-d スキャン、分析、パラメータファイルチェックの詳細を無効にします。

-v 詳細出力を選択します。

-xp <パラメータ ファイ

ル>
パラメータファイルの構文をチェックします。

-xc <アラーム定義フ

ァイル>
アラーム定義ファイルの構文をチェックし、アラーム定義ファイルの

名前を設定します。
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-xa アラーム定義ファイルと比較してログファイルを分析します。

メモ :ログファイルデータには、codaデーモンまたはリポジトリサーバー経由で

アクセスします。データソースとログファイルがデータソース設定ファイル

(datasources ファイル)に定義されていることを確認してください。

-xs <ログ ファイル> ログファイルをスキャンし、レポートを生成します。

-xr GLOB [SIZE=nnn] [EMPTY=nnn] [YES ]生のログファイルのサイズを変更し

ます

APPL [DAYS=nnn] [SPACE=nnn] [NO ]

PROC [MAYBE]

DEV

LS

メモ :LSデータタイプは VMware ESXサーバー、HPVM、AIXのみでサポート

されます。

TRAN

? コマンド ライン構文を表示します。

ここで、

<日付> ネイティブ言語の形式で日付を指定します。デフォルト形式はMM/DD/YYで

す (たとえば、12/31/02)。

または、いずれかの特殊キーワードを指定します。「TODAY」は現在の日

付、「FIRST」はログファイル内の最初の日付、「LAST」はログファイル内の最

後の日付に該当します。

または、キーワード「TODAY-nnn」を指定します。この「nnn」には、現在の日

付より前の日数を指定します。

または、キーワード「FIRST+nnn」を指定します。この「nnn」には、ログファイル

内の最初の日付より後の日数を指定します。

または、キーワード「LAST-nnn」を指定します。この「nnn」には、ログファイル内

の最後の日付より前の日数を指定します。

<時刻> ネイティブ言語の形式で時刻を指定します。デフォルト形式は hh:mm AMま

たは hh:mm PMです (hhは 12時間表記の時間、mmは分 )。

<ログ ファイル> 生のログファイル、または抽出ログファイルの名前です。パス名を含む完全修

飾名で指定できます。デフォルト ログファイルは

/var/opt/perf/datafiles/logglobです。
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<パラメータ ファイル> scopeuxパラメータファイルの名前。パス名を含む完全修飾名で指定できま

す。デフォルトのパラメータファイルは parmです。

<アラーム定義> アラーム定義ファイルの名前。パス名を含む完全修飾名で指定できます。デ

フォルトのアラーム定義ファイルは alarmdefです。

GLOB 生のグローバルログファイル (logglob)のサイズを指定します。

APPL 生のアプリケーションログファイル (logappl)のサイズを指定します。

PROC 生のプロセスログファイル (logproc)のサイズを指定します。

DEV 生のデバイスログファイル (logdev)のサイズを指定します。

TRAN 生のトランザクションログファイル (logtran)のサイズを指定します

LS 生の論理システムログファイル (logls)のサイズを指定しま

す(VMware、HPVM、AIXのみでサポートされます)。

(引数 -xrの残りのオプションについては、オンラインヘルプで「RESIZE」のトピッ

クを参照してください。)

例

通常の入出力リダイレクトが可能です (<,>,2>)。入力がリダイレクトされる、またはコマンド ライン入

力が処理される場合、プログラムは「バッチ」モードで実行され、修復不可能なエラーが生じると、プロ

グラムは停止します。ユーザーは、インタラクティブ入力により問題を修正し、コマンドを再実行できま

す。

例 :ログファイル「barkley」の2002年 12月 31日から昨日の午後 5時までをスキャンし、詳細なレ

ポートを生成するには

utility -l barkley -b 12/31/02 -e today-1 5:00 PM -D -xs

依存関係

生のログファイルの名前は、 logglob、 logappl、 logproc、 logdev、 logtran、 logindxである必要がありま

す。また、すべてを同じディレクトリに格納する必要があります。生のログファイルのセットは、別のディ

レクトリに格納できます。utility コマンドは、上記以外の名前のファイルをPC形式のファイルと見なし

ます

ファイル

rxlog PC形式のファイル

logglob、 logappl、 logproc、
logdev、 logtran、 logindx

生ログファイル

utility.help ヘルプカタログ

parm scopeuxのパラメータファイル

alarmdef アラーム定義ファイル

utilengine analyzeおよび checkdef コマンドの機能を実行するプロセス
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xglance
名前

xglance - UNIX/Linux向けのGlancePlusシステムパフォーマンスモニタ

コマンド一覧

xglance [-nosave] [-rpt [reportname]] [-sharedclr] [-nice nicevalue]

[-lock] [Xoptions]

説明

GlancePlusは、UNIX/Linuxシステム向けの強力で使いやすいオンラインパフォーマンス診断ツールで

す。xglanceプログラムは、パフォーマンス上の問題のトラブルシューティングを行うシステム管理者およ

びその他のユーザーに情報を提供します。この情報は、グラフィックとテキストの両方で表示されます。

これは、高度なアラーム機能とアドバイザ機能を持つ効率的な管理ツールでもあります。

オプション

-nosave このオプションは xglancesのデフォルト動作を無効にし、次回の終了時にユー

ザー設定を保存しません。ユーザーがxglanceを起動するときに常に同じ状態で

起動されるようにするには、xglanceの起動スクリプトに -nosaveオプションを指定

します。

-rpt

reportname

このオプションを使用することで、xglanceの起動時に 1つ以上の追加レポート ウ

ィンドウを表示できます。デフォルトでは、GlancePlusは xglanceの前回の終了

時に開いていたウィンドウを表示します。reportnameに指定できるレポート名は

以下のとおりです。

AlarmHistory ApplicationCPUGraphs ApplicationList

CPUByProcessor CPUGraph CPUReport

DiskGraph DiskQueueGraphs DiskReport

FileSystemCapacity IOByDisk Main

MemoryGraph MemoryReport MemoryUsageGraph

NetworkByCardGraph NetworkByInterface NetworkGraph

NfsByOperation NfsGlobalActivity ProcessList

ResourceHistory SwapSpace SymptomHistory

SymptomStatus SystemAttributes SystemTablesGraph

SystemTablesReport TransactionTracking ThreadList

-sharedclr このオプションを指定すると、xglanceは共有カラースキームを使用します。この場

合、xglance内で色を設定することはできなくなりますが、xglancesの色とその他

のアプリケーションの色を一元的に揃えることできます (その他のアプリケーションで

はプライベート カラーセルを使用できます)。このオプションを指定しない場合で
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も、xglanceがプライベート カラーセルを取得できないときは、共有カラースキーム

が適用されます。

-nice nicevalue このオプションを使用することで、xglanceプロセスの優先度を表すnice値を設定

できます。デフォルトのnice値は -10です。

-lock このオプションを指定すると、xglanceはテキストとデータの両方のセグメントをメモリ

内にロックします。このオプションを使用することで、応答時間を短縮できます

が、「Unable to allocatememory/swap space (メモリ/スワップスペースを割り当て

ることができない)」というエラーが生じる可能性もあります。エラーが生じた場合

は、このオプションを指定せずにGlancePlusを実行する必要があります。

Xoptions xglanceプログラムは、標準のX Toolkitオプションを受け付けます。よく使用される

オプションには、「-iconic」(アイコン化して起動 )、「-bg color」(指定の背景色を使

用 )、「-display xdisplay」(指定のXサーバーで表示 )などがあります。ウィンドウの

フォアグラウンド カラーは背景色に基づいて xglanceによって計算されるため、「-fg
color」オプションは受け付けられません。また、 /var/opt/perf/Gpmに設定されてい

るリソースにより、デフォルトではヘルプテキストは黒で表示されるため、暗い背景

色を使用しないでください。暗い背景色を使用する場合は、テキストを判読でき

るように、ヘルプテキストのリソースを明るい色に設定してください。

例

l 「sparc10a」というディスプレイで xglanceを実行するには
xglance -display sparc10a:0.0

l 終了時に設定変更を自動保存しないように xglanceを実行するには
xglance -nosave

l 共有カラースキームを適用し、xglanceの起動時に表示されるウィンドウに [DiskReport]ウィンド

ウを追加するには
xglance -sharedclr -rpt DiskReport

sdlexpt
名前

sdlexpt -ログファイルのデータをエージェント システム上のASCII ファイルにエクスポートするプログラ

ム

コマンド一覧

sdlexpt logfile_set class [オプション]

説明

sdlexptは、サポートされなくなったプログラムです。sdlexptプログラムの機能は、MWAのextractプロ

グラムに含まれています。今回のリリースでは、sdlexptを実行することは可能ですが、これは、sdlexpt
のコマンド ラインオプションを extractの構文に変換したものであり、実際のエクスポートは extractによ

って行われます。コマンドの最後に -vオプションを指定して sdlexptを実行すると、変換後の構文が

表示されます。コマンドの最後に -Vオプションを指定して sdlexptを実行すると、変換後の構文が表

示され、extract コマンドが実行されます。extractのコマンド ライン構文への移行に役立つよう

に、sdlexpt コマンドのオプションの説明は現在もこのトピックに記載されています。

オプション
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-v sdlexpt コマンドの最後に -vオプションを指定すると、extract コマンドの構文に

変換された内容が表示されます。

-V sdlexpt コマンドの最後に -vオプションを指定すると、extract コマンドの構文に

変換された内容が表示され、extract コマンドが実行されます。

メモ :extractのコマンド ライン構文への移行に役立つように、以前のsdlexpt
コマンドのオプションについて以下で説明します。ただし、次回のリリースでは

sdlexptはサポートされなくなるため、sdlexptの使用はできるだけ早急に終了

してください。

logfile_set エクスポートするデータが保存されているログファイルセットの名前。このファイ

ルが現在のディレクトリにない場合、完全修飾名を指定する必要があります。

class エクスポートの対象となるクラス。

-b start date

today [開始時刻]

UNIX形式の日付 (および24時間制のhh:mm形式の時刻 )で指定され

た、このシステムでのエクスポートの最初のインターバル。キーワード todayを指

定することもできます。または、開始日をmm/dd/yy形式で指定することもでき

ます。時刻を指定しない場合は深夜零時と見なされます。開始または終了

オプションを指定しない場合は、そのクラスのすべてのデータがエクスポートされ

ます。

-B UNIX start-

time

UNIX形式 (1970年 1月 1日 00:00:00の秒数 )で指定された、エクスポート

の最初のインターバル。クラス仕様内のROLL BY ACTIONステートメントに

$PT_START$変数を指定してデータをエクスポートする場合は、このオプショ

ンを指定する必要があります。

-e end date

today [終了時刻]

UNIX形式の日付 (および24時間制のhh:mm形式の時刻 )で指定され

た、このシステムでのエクスポートの最後のインターバル。キーワード todayを指

定することもできます。または、開始日をmm/dd/yy形式で指定することもでき

ます。時刻を指定しない場合は深夜零時と見なされます。開始または終了

オプションを指定しない場合は、そのクラスのすべてのデータがエクスポートされ

ます。

-E UNIX end-time UNIX形式 (1970年 1月 1日 00:00:00の秒数 )で指定された、エクスポート

の最後のインターバル。クラス仕様内のROLL BY ACTIONステートメントに

$PT_END$変数を指定してデータをエクスポートする場合は、このオプションを

指定してください。

-f output-file エクスポート データを stdoutではなくファイルに書き込む場合のファイル名。名

前を完全修飾名で指定しない場合、ファイルは現在のディレクトリに格納さ

れます。到着データが存在しない場合、デフォルトでは、ファイルにエクスポート

する場合はそのインターバルの見出しと空白レコードが出力され、stdoutにエ

クスポートする場合は出力されません。到着データが存在しない場合に、その

インターバルの見出しと空白レコードが出力されないようにするには、-hオプシ

ョンを指定します。レコードでは、空白レコードは -1で示されます。

-h 到着データが存在しない場合に、エクスポート データと共にそのインターバルの

見出しと空白レコードを出力しません。stdoutにエクスポートする場合は、これ

がデフォルトの動作となります。

-H メトリック間に配置する文字。この文字は、引用符で囲んでください。メトリック
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間にスペースも入力する場合は、その文字をスペースで囲む必要があります。

デフォルト設定はスペースです。

-c separation-

char

メトリック間に配置する文字。この文字は、引用符で囲んでください。メトリック

間にスペースも入力する場合は、その文字をスペースで囲む必要があります。

デフォルト設定はスペースです。

-sum seconds エクスポート時にログファイル内のデータを要約します。この要約は、データのロ

ギング時に実行された要約に加えて実行されます。

-shift

hh:mm/hh:mm

24時間制の時刻を指定して、特定時間帯 (シフト )のデータのみをエクスポー

トできます。開始時刻として終了時刻より遅い時刻を指定した場合は、深

夜零時をまたがるシフトと見なされます。たとえば、-s 08:00/17:00は午前 8
時から午後 5時を表し、-s 17:00/8:00は午後 5時から翌午前 8時を表しま

す。

-we days 特定の曜日のデータを除外できます。このオプションでは、週の最初の曜日は

日曜日と見なされます。たとえば、-we 1は日曜日のデータを除外し、-we 17
は日曜日と土曜日のデータを除外します。

sdlexpt -vers このプログラムのバージョンを表示します。

sdlexpt -? このプログラムのオプションを表示します。システムで「?」がワイルドカード文字と

して解釈される場合は、「-?」ではなく、「-xxx」などの無効なオプションを使用

します。

ttd
名前

ttd -トランザクション追跡レジストレーションデーモン

コマンド一覧

ttd [オプション]

説明

トランザクション追跡デーモン (ttd)は、/var/opt/perf/ttd.conf設定ファイルからトランザクショ

ン定義を読み取り、登録します。 ttdは、ARMライブラリからのarm_getid呼び出しを通じて渡される

トランザクション名への IDの割り当ても行います。 ttdは、これらのトランザクション定義と、HP測定イ

ンターフェイスのデーモンプロセス (midaemon)を同期させます。

レジストレーションデーモン (ttd)はルートとして実行するか、set-user-idビットをルートに設定して実行

する必要があります。ディスパッチされた ttdはバックグラウンド モードで実行され、エラーはエラーファイ

ル/var/opt/perf/status.ttdに書き込まれます。

コマンド ライン オプション

ttdでは、以下のコマンド ラインオプションを使用できます。

-? 標準的なエラーに対して使用できるオプションを表示します。

-hup 実行中の ttdを明示的に停止 /再起動せずに、設定ファイルの再読み取りを行いま

HP Operations Agent (11.10)99 / 187ページ



リファレンスガイド

第3章 :

す。midaemonと ttdを同期させるには、-hupオプションと -miオプションを組み合わせて

指定します。変更内容をmidaemonと同期させるには、-hupの後に -miを指定しま

す。

-fc ttdデーモンの起動時に行われる設定ファイル ttd.confの処理を無効にします。

-fg バックグラウンド プロセスではなく、フォアグラウンド プロセスとして ttdを起動します。

-k ttdプロセスを停止します。 ttdプロセスは、midaemonプロセスも同様に停止する場合

にのみ停止してください。midaemonを停止せずに ttdプロセスを停止 /再起動する

と、midaemonプロセス内のTTデータの同期が失われる場合があります。

-mi 実行中の ttdを明示的に停止 /再起動せずに、 ttdプロセスのエントリをmidaemonと
同期させます。通常このオプションは、 ttd -hupによって ttd.conf ファイルを再読み取り

し、変更内容をmidaemonと同期させた後で使用されます。

エラーメッセージ

ttdは終了値を使用し、明示的なエラーメッセージを status.ttdファイルに書き込みます。エラーメッ

セージの形式は、以下の表記法に従います。

-実行中の ttdプログラムの名前 -タイムスタンプ

-エラーを生じたルーチンの名前 -エラーメッセージ

-システムコールがエラーになった場合は、perror(3C)の呼び出しによって生成されたエラーメッセージ

依存関係

ttdデーモンが実行されていない場合、ARMライブラリ登録呼び出し arm_init()、arm_getid()、および

制御呼び出し arm_stop (...,ARM_ABORT,...)は失敗します。ただし、 ttdの停止前に if arm_getid
が正しく呼び出された場合は、ARMオペレーション arm_start()または arm_stop()は ttdデーモンプロ

セスなしでも正しく実行されます。

ユーザー定義のトランザクションを処理したり、これらのトランザクションに関連するパフォーマンスメトリ

ックを測定する場合は、測定インターフェイスの処理デーモン (midaemon)も実行されている必要があ

ります。

ttdがクライアントからのRPC接続要求を受信するには、ローカルホスト ループバックインターフェイス

を設定する必要があります。arm_getid()関数を呼び出すときに、クライアント アプリケーションはRPC
接続を介して ttdに接続します。

arm_getid()の呼び出しによってトランザクションを ttdに登録できるアクティブなクライアント プロセスの

数は、カーネルパラメータmaxfilesの設定値に制限されます。このパラメータは、オープンするファイル

数をプロセスごとに制御します。各クライアント登録要求は、RPC接続用の ttdオープンソケット (
オープンファイル)を使用します。クライアント アプリケーションが停止すると、ソケットは閉じられます。つ

まり、この制限は、arm_getidの呼び出しによってトランザクションを登録する、アクティブなクライアント

の数のみに影響します。この制限に達すると、 ttdはクライアントのarm_getid()要求に対して TT_
TTD-NOTRUNNINGを返します。カーネルパラメータmaxfilesの値を増やすことで、 ttdにトランザク

ションを登録するアクティブアプリケーションの上限数を引き上げることができます。

例

l ttdプロセスの標準的な実行方法
% ttd
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l 実行中の ttdデーモンプロセスに設定ファイルを再読み取りさせ、midaemonプロセスと同期させる

には
% ttd -hup -mi

l 実行中の ttdデーモンプロセスを停止するには
% ttd -k

拡張

実行中の ttdデーモンプロセスは、status.ttdファイルと同じディレクトリにある ttd.pidファイルに pidを
保存します。

RTMA コンポーネントが提供するユーティリティ

ここでは、HP OperationsエージェントのRTMAコンポーネントによって提供されるコマンド ラインユー

ティリティについて説明します。これらのコマンドを使用することで、監視対象システムからのリアルタイ

ムシステムパフォーマンスデータにアクセスできます。

perfd
名前

マルチプラットフォームシステムパフォーマンスメトリックサーバー

コマンド一覧

perfd [オプション]

説明

perfdは、ローカルまたはリモートで、システムパフォーマンスメトリックにリアルタイムアクセスするため

のシステムパフォーマンスデーモンです。グローバルメトリック以外のすべてのクラスでは、perfdは最後

のインターバルのみのデータを提供します。グローバルデータでは、設定可能な収集深度に基づい

て、平均値、最小値、最大値、標準偏差値を提供できます

コマンド ライン オプション

以下のオプションがあります。

-c <ディレクトリ> このオプションは、代替設定ディレクトリを指定します。perfdは、作業ディレクト

リを指定の場所に変更し、perfd.iniからの追加設定オプションのロードを試み

ます。指定されたディレクトリに parmファイルが存在しない場合、perfdは正式

な設定ディレクトリに格納されている、システム全体を対象としたファイルを使

用します。デフォルトの設定ディレクトリは、プラットフォームによって異なります。

-C 設定ファイルをチェックして終了します。-cオプションでディレクトリを指定した場

合は、そのディレクトリ内の設定ファイルがチェックされます。

-d <深度> このオプションは、グローバルメトリック値を維持するインターバル数を指定しま

す。デフォルトでは、perfdは、すべてのグローバル (単一インスタンス)メトリックの

5分間の履歴データを維持します。

-f このオプションはデバッグ専用です。このオプションを指定すると、perfdはバックグ

ラウンドではなくフォアグラウンドで実行されます。
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-i <インターバル> このオプションは、データ収集頻度を指定します。デフォルトは 10秒です。

-l このオプションを指定すると、perfdは、プロセス、アプリケーション、NFS操作、

論理システム、または ARMのデータを収集しません。

また、HP-UXでは、HBAおよびLVMデータも収集されなくなります。

-p <ポート> このオプションは、代替ポートを指定します。デフォルトで登録されている perfd
のポート番号は 5227です。

-r <1 秒あたりの最

大数>

このオプションは、特定のスレッドで許可される、1秒間に送信できる要求の最

大数を指定します。この上限を超過すると、サーバーは 1秒間停止し、perfd
はこの情報をログファイルに記録します。デフォルトの上限は 20です。

-s このオプションを指定すると、サーバーは、ループバックインターフェイスを経由し

たホスト システム (ローカルホスト )からの要求を除く、すべての接続要求を拒

否します。拒否された接続要求は、ログに記録されます。

-t <クライアントあた

りの最大スレッド数>

このオプションは、クライアント システムあたりの最大スレッド数を指定します。デ

フォルトは 30です。この上限を越えると、接続要求は拒否されます。拒否され

た接続要求は、ログに記録されます。

-x <1 秒あたりの最

大接続数>

このオプションは、サーバーが1秒間に処理する接続の最大数を指定します。

デフォルトは 2です。接続要求の数がこの上限を超過すると、サーバーは 3秒
間停止してから接続を確立します。

-4 このオプションを指定すると、perfdは IPv4接続のみを受け付けるようになりま

す。デフォルトでは、 IPv6ソケットを作成できない場合に perfdは自動的に

IPv4専用に切り替わるため、このオプションは、 IPv6を明示的に無効にする必

要がある場合にのみ使用してください。

-? オプションリストを出力します。

ファイル

実行時に指定できるすべてのオプションは、設定ファイルにも指定できます。

Windowsの場合 : %ovdatadir%\perfd.ini

UNIX/Linux環境 :/var/opt/perf/perfd.ini

コマンド ラインに指定したオプションは、設定ファイルに指定したオプションに優先して適用されます。

ファイルの各行は、1つの実行時オプションを指定します。シャープ記号 (#)の後の文字は無視されま

す。

cpsh
名前

クロスプラットフォームパフォーマンスシェル

コマンド一覧

cpsh [options]

説明
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パフォーマンスの専門家はこのプログラムを使用して、perfdデーモンが実行されている任意のシステム

からのglanceメトリックを表示できます。オプションを指定しない場合、cpshは対話型モードで実行

され、それ以外の場合はバッチモードで実行されます (例外については後述します)。

コマンド ライン オプション

以下のオプションがあります。

-c <クラ

ス>
このオプションは、要求するメトリックのクラス (カテゴリ)を指定します。デフォルト クラス

は gblです (Performance Collection ComponentではGLOBALと呼ばれます)。短

縮名と、Performance Collection Componentのクラス名 (DISK、APPLICATIONな

ど)の両方を使用できます。後述する「対話型モード」の例

で classes コマンドを参照してください。

-C <サブク

ラス>
前述の -cオプションと併用する必要があります。このオプションは、

要求するメトリックの、指定したクラスのサブクラス (サブカテゴリ)を

指定します。

-d このオプションを指定すると、メトリッククラスツリーとメトリックディクショナリ全体 (使用

できるすべてのメトリッククラスと、各クラスに含まれるメトリックの名前 )が出力されま

す。

-f <フィル

タ>
このオプションは、指定したメトリッククラスのフィルタを指定する場合に使用されま

す。フィルタの形式は、「<メトリック> <演算子> <値>」です。後述の例を参照してく

ださい。

-h <ヘッ

ダー>

このオプションは、ヘッダータイプを指定します。引数には、0 (ヘッダーなし)、1 (2行の

ヘッダー)、2 (2行のヘッダーと間隔スペース)があります。デフォルトは 1です。-sオプ

ションと-tオプションも参照してください。このオプションを指定しても、対話型モード

はオフになりません。

-H このオプションを指定すると、cpshは、指定したクラスとオプションサブクラスの、指定

のメトリック (複数も可 )のメトリックヘルプテキストを出力し、終了します。メトリック/ク
ラス/サブクラスを指定しない場合は、デフォルトのグローバルメトリックリストが使用さ

れます。クラスとオプションサブクラスを指定した場合は、そのクラス/サブクラスのデフォ

ルト メトリックリストが使用されます (後述の「ファイル」を参照 )。メトリッククラス (複数

も可 )以外のオプションやリストを指定しても、出力には影響しません。これらのオプ

ションを指定しても、評価は行われますが、無視されます。

–i <繰り返
し回数>

このオプションは、実行を繰り返す回数を指定します。デフォルトの実行回数は 1で
す。実行を無制限に繰り返すように設定するときは、ゼロを指定します。

–I <インスタ
ンス>

このオプションは、-cおよび-Cオプションと組み合わせて使用され、メトリックサブクラ

スのデータを要求する際のインスタンスを指定します。

–m <メトリッ
ク>

このオプションは、表示するメトリックのリストを指定します。このオプションを指定しな

い場合、設定ファイルからのデフォルト リストが使用されます。
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–n <システ
ム>

パフォーマンスデータの取得元システムを指定します。システム名は、「システム:ポー

ト」の形式で指定できます。この「ポート」は、perfdが待機しているポートです。このオ

プションを指定しても、cpshはバッチモードで起動されません。このオプションは、リ

モート システムで対話型モードのセッションを開始する場合にも使用できます。

-N このオプションは、いずれかの要約オプションを指定した場合にのみ意味を持ちます。

デフォルトでは、要約データを要求すると、そのインターバルは、適当な分 /秒の境界

に揃えられます。このオプションを指定した場合、この整列は行われません。

–o <オプショ
ン ファイル>

このオプションは、オプションファイルの指定に使用されます。ここで説明されているす

べてのオプションは、事前にオプションファイルに指定して、より簡単なバッチ実行に

利用できます。

–r このオプションは、生データの要求に使用されます。これは、メトリックの少数のサブセ

ットのみに適用されます。

–s このオプションは、フィールド区切り記号の指定に使用されます。デフォルトでは、フ

ィールドは水平方向ではスペースで区切られ、垂直方向では複数のスペースで区

切られます (前述の -hオプションでヘッダータイプを 1または 2に設定した場合 )。特

殊文字は、引用符で囲むか、円記号 (\)でエスケープする必要があります。引数が

デフォルトのCSV区切り記号である場合、出力はメトリック名をヘッダーとしたCSV
(カンマ区切りの値 )となります (単一行ヘッダー)。CSVを要求した場合、-h 2の設

定は無視されます。

-t このオプションを指定すると、出力は、複数行のヘッダーと特殊な区切り記号を組み

合わせた表形式になります。これは、ヘッダータイプとして 2、フィールド区切り記号と

して |+-を指定した場合と同じ結果です (垂直区切り文字は |、水平区切り文字

は -、行間区切り文字は +)。このオプションを指定しても、対話型モードはオフにな

りません。

–v このオプションは、詳細モードを有効にします。このオプションを指定すると、バッチ

モードでの実行時に、cpshはシステムタイプとperfdサーバー情報を出力します。

–W cpshをバッチモードで実行した場合、通常は、行末のスペースは削除されます。こ

のオプションを指定すると、行末のスペースは削除されません。

–z <要約イ
ンターバル>

このオプションは、要約データを表示する際の要約インターバルを指定します。デフォ

ルトでは、perfdサーバーに設定されている要約最大値が使用されます。サーバーの

設定に関する情報は、-vオプションを使って取得できます。要約は、グローバル (単
一インスタンス)データのみで利用できます。

–Z <要約タ
イプ>

このオプションは、要約のタイプを指定します。引数には、AVG (平均値 )、MIN (最
小値 )、MAX (最大値 )、STDDEV (標準偏差値 )、または ALL (すべての値 )を指定

できます。引数の大文字と小文字は区別されません。

–? オプションリストとデフォルト設定を出力します。

オプション ファイル

cpshのオプションファイルに指定できるオプションは以下のとおりです。

class = <有効なクラス文字列>

subclass = <有効なサブクラス文字列>

filter = <有効なフィルタ文字列>
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header = <有効なヘッダー数値>

iterations = <有効な繰り返し回数>

instance = <有効なインスタンス数>

metrics = <有効なメトリック文字列>

system = <有効なシステム文字列>

noalign = <true/false>

optfile = <有効なオプション ファイル文字列>

raw = <true/false>

nostrip = <true/false>

separator = <有効な区切り記号文字列>

fancy = <true/false>

ipv4 = <true/false>

verbose = <true/false>

summinterval = <有効な要約インターバル数>

summtype = <有効な要約タイプ文字列>

オプションファイルに無効なオプションが含まれ、-v フラグを指定した場合、このリストが出力されます。

ファイル

メトリッククラスごとにデフォルト メトリックを指定できます。コマンド ライン (またはオプションファイル)にメ

トリックリストを指定しない場合、cpshは以下の検索順序でデフォルト リストの検索を試みます。

<インストールディレクトリ>/perfd/system/<システム名>/<メトリッククラス>

<インストールディレクトリ>/perfd/os/<OS タイプ>/<メトリッククラス>

<インストールディレクトリ>/perfd/default/<メトリッククラス>

<データディレクトリ>/perfd/os/<OS タイプ>/<メトリッククラス>

<データディレクトリ>//perfd/default/<メトリッククラス>

HP-UX、Linux、Solaris、AIX環境では、<データディレクトリ>は /var/opt/perfです。

Windows環境では、デフォルトの<データディレクトリ>は%ovdatadir%です。

<システム名>はシステムの名前です。<OS タイプ>は、GBL_OSNAME メトリックに記録されてい

る、glance (UNIX/Linux環境のみで使用可能 )によって返されるオペレーティングシステムタイプで

す。

メトリック リスト

perfdサーバーを使用する場合、クライアントはメトリックを組み合わせることができます (組み合わせが

適切な場合 )。グローバルメトリック (gbl)とテーブルメトリック (tbl)は、どのメトリックリストにも追加でき

ます。また、親クラスのメトリックは、サブクラスのメトリックに追加できます。別のクラスからのメトリックを

追加するには、適切なメトリック接頭辞を指定する必要があります。たとえば、次のコマンドは、イン

デックス番号 3のアプリケーションのグローバルノードとオペレーティングシステム名のメトリック、アプリ
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ケーションレベルのすべての使用率、および番号 3のアプリケーションで現在稼働している各プロセス

のプロセス ID とプロセスレベルのすべての「名前」メトリックを出力します。

cpsh -c app -C proc -I 3 -m 'gbl*name app*util proc_proc_id proc*name'

次のコマンドは、インデックス番号 3のアプリケーションの時刻とアプリケーション名、および番号 3のア

プリケーションで現在稼働しているすべてのプロセスのプロセス ID、名前、CPU使用率を出力しま

す。

cpsh -n itill -c app -C proc -I 3 -m "gbl_stattime app_name proc_proc_

id proc_proc_name proc_cpu_total_util"

ベースクラスとサブクラスでは、メトリックリストは異なります。たとえば、フルプロセスリスト (「proc」コマ

ンドなどで使用 )とアプリケーションプロセスリスト (「app 1 proc」コマンドなどで使用 )では、プロセスメ

トリックのリストは異なります。どちらにも同じ設定ファイルを使用することができ、使用できないメトリッ

クは単に無視されます。たとえば、<インストールディレクトリ>/perfd/default/proc
に「proc*name proc_proc_id app*util」というリストを指定した場合、「proc」コマンドは、す

べてのプロセス名とプロセス IDを表示しますが、「app 1 proc」コマンドは、アプリケーションの使用率メ

トリックも追加で表示します。対話型モードでの実行時に、クラスメトリックリストを変更してもサブク

ラスには影響せず、サブクラスメトリックリストを変更してもクラスメトリックリストには影響しません。

生メトリック

デフォルトでは、すべてのメトリックは glanceと同じ形式で表示されます (タイプスタンプは日時を示

し、レートは Kb、Mbなどを表します)。-rオプションを指定した場合、一部のメトリック (このタイムスタン

プやレートなど)は生の形式で表示されます。生データの解釈にはメトリックタイプに関する知識が必

要です。一般的な用途にはお勧めできません。

例

バッチモードで実行した場合の例を以下に示します。

名前がパターンと一致するすべてのグローバルメトリックを出力するには

cpsh -c gbl -m "gbl_nodename *cpu*util" -n test123

Node CPU Idle Intrpt Nice Phys System User Wait

Name Entl % CPU % CPU % CPU % CPU % CPU % CPU % CPU % CPU %

test123 4.8 95.4 0.2 0.0 4.8 2.2 4.8 2.6 0.0

test123システム上の initプロセスのオープンファイルを出力するには

cpsh -n test123 -c proc -C pfile -I 1

Open File File

PID Mode Type Name

1 rd/wr fifo /dev/initctl

現在のシステムのデフォルト グローバルメトリックを表形式で出力するには

cpsh -c gbl -t

+----------------+--------+--------+------+------+------+------+------

+

|Node | Time| CSwitch| | Load| Peak|Pg Req| |
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|Name | Stamp| Rate| CPU %| Avg|Disk %| Rate|Swap %|

+----------------+--------+--------+------+------+------+------+------

+

|system1 |09:18:15| 260.7| 5.3| 0.0| 0.9| 30.1| 40.0|

+----------------+--------+--------+------+------+------+------+------

+

対話型モード

引数を指定しない場合、cpshは対話型モードで実行されます (前述のような例外もあります)。この

モードでは、ユーザーは perfdが稼働している任意のシステムに接続し、そのシステムのメトリックを要

求できます。

疑問符を入力して Enterキーを押すと、使用できるコマンドのリストと、いくつかの例が表示されます。

対話型モードのすべてのコマンドは、任意のUNIXコマンド (more、grepなど)の入力にパイプできま

す。

主なコマンドは以下のとおりです。

system [名前 ]

引数を指定しない場合、このコマンドは、現在のシステムに関する情報を表示します。引数に

は、cpshが接続を試みる (または、接続がすでに確立されている場合に接続先を切り替える)シス

テムの名前を指定します。システム名を入力するだけで、すでにアクティブなシステムに切り替わるため

注意してください。

システムには、そのシステムの名前、完全修飾名、 IPアドレス、ループバックなど、複数の方法で接

続できます。cpshは、「システム:ポート」の一意の組み合わせの1つの接続の確立を試みます。代

替名を指定した場合、その名前はかっこで囲まれて表示されます。たとえば、最初に system1を使

用し、次に localhostを使用した場合、systemコマンドは以下のように出力します。

system1 (localhost) - 1-way 9000/800 64-bit HP-UX B.11.11, up 29 days

07:04

systems

このコマンドは、引数を受け付けません。このコマンドは、cpshが現在接続しているシステムのリストを

出力します。現在アクティブなシステムは、名前の左のアスタリスクで示されます。

server

このコマンドは前述のsystemコマンドに似ていますが、システムに関する情報ではなく、perfdサー

バーの設定情報を出力します。

servers

このコマンドは systems コマンドに似ていますが、perfdサーバーに関する情報を出力します。

class [メトリッククラス] [メトリックサブクラス]

引数を指定しない場合、このコマンドは現在のメトリッククラスを出力します。引数として有効なクラ

ス/サブクラス名を指定した場合、cpshはそのクラス/サブクラスに切り替えます。

classes
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このコマンドは、引数を受け付けません。このコマンドは、現在アクティブな perfdサーバーに存在する

すべてのクラスとサブクラスのリストを表示します。

<メトリッククラス> [インスタンス ID] [<メトリックサブクラス>]

ベースメトリッククラス (gbl、bydsk、procなど)を指定すると、選択した (またはデフォルトの)メトリック

の値が一覧表示されます。メトリッククラスが複数インスタンスの場合は (bydsk、procなど)、すべての

インスタンスのデータが表示されます。

複数インスタンスのクラスでは、オプションとしてインスタンス IDを指定できます。この場合は、指定し

たインスタンスのデータのみが出力されます。たとえば、proc 1は、プロセス1のデータのみを出力し

ます。インスタンス1は、デフォルト インスタンスでもあります。

メトリックサブクラスを指定すると、そのサブクラスのデータが出力されます。たとえば、proc 1 pfile

はプロセス1のオープンファイルを出力します。あるインスタンスをデフォルト インスタンスとして確立した

場合は、それ以後の要求ではインスタンス IDを省略できます。たとえば、proc 1と入力した後の

proc byregionコマンドは、プロセス1のメモリ領域を出力します。

init、add、del[ete]

これらのコマンドは、選択したクラス、および選択したシステムのメトリックリストの初期化、リストへのメ

トリックの追加 /削除に使用されます。引数には、メトリック名のリスト、またはマッチングパターンを指

定します。変更したメトリックリストは、cpshプロンプトを終了するまで維持されます。

list [all]

このコマンドは、現在選択しているメトリックのリストを出力します。引数としてオプションのallを指定

すると、現在のクラスに存在するすべてのメトリックが出力されます。

push

システム、メトリッククラス、メトリックリストのすべてが確立された状態でこのコマンドを実行する

と、perfdで新しいメトリックを使用できるようになった直後にそのメトリックの値が出力されます。push
プロセスは、設定されている中断キー (通常はCtrl + C)を使って中断できます。

help

引数を指定しない場合、このコマンドは ?と同様にコマンドの要約と、いくつかの例を出力します。引

数 (現在のメトリッククラスかグローバルクラス内のメトリック名 )を指定すると、cpshはそのメトリックに

関連するヘルプテキストを出力します。perfdサーバーが提供するヘルプテキストは、そのサーバーで

有効なメトリックのヘルプテキストのみです。

mdict

メトリックディクショナリ全体を出力します。これは、バッチモードでのcpsh -dコマンドに似ています。

filter [<フィルタ値>または disable]

引数を指定しない場合、このコマンドは、現在のシステムの現在のメトリッククラスの現在のフィルタを

出力します。引数として disableというキーワードを指定した場合は、現在のフィルタは無効化さ

れます。これ以外の場合、引数はフィルタ指定として有効です。

summ [秒数 ]

現在のメトリッククラスが要約をサポートしている場合、このコマンドは、確立されているメトリックセット

の要約データを出力します。引数としては、perfdサーバーに設定されているデフォルトの要約設定の

代わりに使用する秒数を指定できます。引数に数値以外の値を指定した場合は、単に無視されま

す。
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wait

このコマンドを実行すると、現在選択している perfdサーバーからの新しいデータが使用可能になるま

で cpshは一時停止します。

exit

cpshプロンプトを終了するときは、このコマンドを実行します。

padv
名前

perfd アドバイザ>

コマンド一覧

padv [オプション]

説明

パフォーマンスの専門家はこのプログラムを使用して、perfdデーモンが実行されているリモート システ

ムで glanceのadviserスクリプトを実行できます。

コマンド ライン オプション

以下のオプションがあります。

-h このオプションを指定すると、padvはリアルタイムデータを使用する前に、履歴データに対して

adviserスクリプトを実行します (デフォルトでは、perfdサーバーはグローバルメトリックの5分
間の履歴データを維持します)。履歴データに含まれる、しきい値超過またはアラートが原因

で出力されるメッセージの最後には、「minus N seconds」と出力されます。この「N」は、現在

のタイムスタンプから何秒前であるかを示します。

スクリプトがPRINT文を発行すると、padvは履歴データから生じた PRINT文の後に区切り

記号を出力し、リアルタイムデータへの切り替えを示します。その他すべての文では、履歴

データは最後の「minus...」で簡単に区別できます。グローバルデータ以外のデータを adviser
スクリプトで参照することはできません。参照を試みた場合はエラーになります。

-i <繰り返し回

数>

このオプションは、実行を繰り返す回数を指定します。デフォルト値は、連続実行を意味する

ゼロです。この値は、リアルタイムデータに対する繰り返し回数を指定します (-hオプションを

指定した場合の履歴データに基づく繰り返しは、この回数に含まれません)。

-n <システム> adviserスクリプトを実行するシステムを指定します。システム名は、「システム:ポート」の形式

で指定できます。この「ポート」は、perfdが待機しているポートです。

-s <スクリプト> このオプションは、実行するスクリプトを指定します。

-S このオプションを指定すると、スクリプトに定義されている各兆候と、各パスの値 (確率 )が表

示されます。

-? オプションリストとデフォルト設定を出力します。

ファイル

スクリプトを指定しない場合、padvは適切なデフォルト スクリプトを使用します (存在する場合 )。デフ

ォルト スクリプトの名前は advで、以下の順序で検索されます。
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<インストールディレクトリ>/perfd/system/<システム名>/adv

<インストールディレクトリ>/perfd/os/<OS タイプ>/adv

<インストールディレクトリ>/perfd/default/adv

<データディレクトリ>/perfd/os/<OS タイプ>/adv

<データディレクトリ>/perfd/default/adv

<システム名>はシステムの名前です。<OS タイプ>は、GBL_OSNAME メトリックで glanceによって

返されるOSのタイプです (現在のところ、AIX、HP-UX、Linux、NT、または SunOSのいずれかとなり

ます)。

例

padv -S -i1コマンドは、現在のシステムの4つのデフォルト ボトルネックの現在値を返します。

Symptom 0:CPU bottleneck = 0.00%

Symptom 1:Disk bottleneck = 0.60%

Symptom 2:Memory bottleneck = 0.00%

Symptom 3:Network bottleneck = 0.00%

padv -S -i 1 -n system1コマンドは、システムsystem1の、同じ 4つのデフォルト ボトルネック

の現在値を返します。

Symptom 0:CPU bottleneck = 0.00%

Symptom 1:Disk bottleneck = 0.00%

Symptom 2:Memory bottleneck = 0.00%

Symptom 3:Network bottleneck = 0.00%

注意

ネストしたループが含まれる複雑なスクリプト (たとえば、すべてのプロセスのすべてのメモリ領域のすべ

ての仮想サイズを合計するスクリプト )を実行すると、要求がperfdの1回のインターバルで完了しな

い場合に、整合性のないデータが出力されたり、スクリプトが終了してしまう場合があります。このよう

なスクリプトには glanceを使用することをお勧めします。1レベルのループ (またはループなし)のスクリプ

トであれば、同一インターバルのデータが確実に返されます。

リモート adviserスクリプトでは、プロセスレベルのシステムコールはサポートされません。このようなスク

リプトにも glanceを使用してください。

mpadv
名前

perfdマルチシステムアドバイザ

コマンド一覧

mpadv [オプション]

説明
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パフォーマンスの専門家はこのプログラムを使用して、perfdデーモンが実行されている複数のシステム

で glanceのadviserスクリプトを同時に実行できます。出力が膨大な量になる可能性があるた

め、mpadvはアドバイザ構文ファイルからのすべてのPRINT文を無視します。PRINT文に依存する

リモート スクリプトは、padvを使って単一システムで実行することをお勧めします。

コマンド ライン オプション

以下のオプションがあります。

-c このオプションを指定すると、リモート システムの時刻ではなく、mpadvが実行されるシス

テムの時刻を反映したタイムスタンプが使用されます。

-h このオプションを指定すると、mpadvはリアルタイムデータを使用する前に、履歴データ

に対して adviserスクリプトを実行します (デフォルトでは、perfdサーバーはグローバルメ

トリックの5分間の履歴データを維持します)。履歴データに含まれる、しきい値超過ま

たはアラートが原因で出力されるメッセージの最後には、「minus N seconds」と出力さ

れます。この「N」は、現在のタイムスタンプから何秒前であるかを示します。

グローバルデータ以外のデータを adviserスクリプトで参照することはできません。参照を

試みた場合はエラーになります。

-i <繰り返し回

数>

このオプションは、実行を繰り返す回数を指定します。デフォルト値は、連続実行を意

味するゼロです。この値は、リアルタイムデータに対する繰り返し回数を指定します (-h
オプションを指定した場合の履歴データに基づく繰り返しは、この回数に含まれませ

ん)。

-l <リスト> このオプションは、adviserスクリプトを実行するシステムのリストが記録されたファイルの

名前を指定します。システム名は、「システム:ポート」の形式で指定できます。この「

ポート」は、perfdが待機しているポートです。1行に 1つのシステムを指定し、オプション

としてシャープ記号 (#)の後にコメントを入力できます。

-r このオプションを指定すると、プログラムの起動時にシステムが使用不可能な場合、ま

たはプログラムの実行中にシステムがダウンした場合に、mpadvは試行を継続します。

-s <スクリプト> このオプションは、実行するスクリプトを指定します。デフォルト スクリプトとその場所につ

いては、「「padv」(109ページ)」の「ファイル」を参照してください。システムのリストに複数

のプラットフォーム (オペレーティングシステム)が含まれ、スクリプトを指定する場合は、そ

のスクリプトにすべてのプラットフォームに共有のメトリックが含まれている必要がありま

す。

-t <しきい値> このオプションは、しきい値を指定します。値がこのしきい値を超過すると、アラートが出

力されない場合でも、ボトルネックの確率が出力されます。デフォルトのしきい値は 70
です。つまり、確率が70%以上のすべてのボトルネックが出力されます。100を超えるし

きい値を指定した場合は、adviserスクリプトに含まれるアラートのみが出力されます。

-v このオプションを指定すると、mpadvは、より詳細な出力 (接続情報など)を生成しま

す。

-? オプションリストを出力します。

ファイル

デフォルト ファイルの名前と場所については、「「padv」(109ページ)」を参照してください。-sオプションで

スクリプトを指定せず、システムのリストに複数のプラットフォームが含まれる場合は、各システムに適

切な OSデフォルト ファイルが適用されます。
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例

mpadv -l ~/stage/config/systems -v -r -t 101コマンドは、「systems」リストに指定

されているすべてのシステムで出力されたすべてのアラート、接続メッセージ、接続終了メッセージを出

力します。

Starting to monitor system1, Fri Feb 8 10:21:48 2008

Starting to monitor system2, Fri Feb 8 10:21:48 2008

Starting to monitor system3, Fri Feb 8 10:21:48 2008

Starting to monitor system4, Fri Feb 8 10:21:48 2008

Starting to monitor system6, Fri Feb 8 10:21:48 2008

Starting to monitor system7, Fri Feb 8 10:21:48 2008

Starting to monitor test-system2, Fri Feb 8 10:21:49 2008

Starting to monitor test-system3, Fri Feb 8 10:21:49 2008

Starting to monitor test-system4, Fri Feb 8 10:21:49 2008

Starting to monitor test-system1, Fri Feb 8 10:21:49 2008

Starting to monitor test-system5, Fri Feb 8 10:21:49 2008

Starting to monitor test-system6, Fri Feb 8 10:21:49 2008

Starting to monitor test-system7, Fri Feb 8 10:21:49 2008

Starting to monitor test124, Fri Feb 8 10:21:50 2008

Connection to system7 lost:Connection reset by peer, Fri Feb 8

10:43:18 2008

Starting to monitor system7, Fri Feb 8 10:43:29 2008

Connection to system1 lost:Connection reset by peer, Fri Feb 8

11:49:52 2008

Connection to system4 lost:Connection reset by peer, Fri Feb 8

11:50:06 2008

Starting to monitor system1, Fri Feb 8 11:50:53 2008

Starting to monitor system4, Fri Feb 8 11:50:57 2008

test124 :YELLOW Disk Bottleneck probability= 78.60%, 02/09/08 01:15:55

test124 :END End of Disk Bottleneck Alert, 02/09/08 01:17:55

test124 :YELLOW Disk Bottleneck probability= 71.40%, 02/09/08 01:30:30

test124 :END End of Disk Bottleneck Alert, 02/09/08 01:30:50

system7 :RED Disk Bottleneck probability= 95.20%, 02/11/08 01:02:05

system7 :END End of Disk Bottleneck Alert, 02/11/08 01:03:15
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system7 :YELLOW Memory Bottleneck probability= 85.00%, 02/12/08

05:39:25

system7 :END End of Memory Bottleneck Alert, 02/12/08 05:39:45

system3 :YELLOW CPU Bottleneck probability= 82.00%, 02/12/08 14:08:35

system3 :END End of CPU Bottleneck Alert, 02/12/08 14:10:45
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HP Operations エージェントの設定変数

HP Operationsエージェントのコンポーネントで利用できる各種変数を設定することで、HP
Operationsエージェントのデフォルト動作を変更できます。これらの変数のデフォルト設定を変更する

には、ovconfchgコマンドのみを使用して設定手順を実行する必要があります。

変数のデフォルト設定を変更する手順は、以下のとおりです。

1. 適切な権限でHP Operationsエージェントノードにログオンします。

2. 次のコマンドを実行します。

ovconfchg -ns<名前空間> -set<変数> <値>

ここで、

<名前空間>:変数の名前空間情報 (表 4を参照 )

<変数>:変数の名前

<値>:変数に割り当てる値

3. 必要に応じてエージェント プロセスを再起動し、設定変更を有効にします。変更後にエージェン

ト プロセスの手動再起動が必要ない変数については、表 4を参照してください。エージェント プ

ロセスを再起動するには、以下のコマンドを実行します。

a. ovc -kill

b. ovc -start

変数の設定をデフォルト設定に戻す手順は、以下のとおりです。

1. 適切な権限でHP Operationsエージェントノードにログオンします。

2. 次のコマンドを実行します。

ovconfchg -ns<名前空間>-clear<変数>

ここで、

<名前空間>:変数の名前空間情報

<変数>:変数の名前

すべての変数の設定をデフォルト設定に戻す場合は、以下のコマンドを実行します。

ovconfchg -ns<名前空間>-clear -all

運用監視コンポーネントの設定変数

HP Operationsエージェントには、ovconfchgコマンドで設定することでデフォルト動作を変更できる多

数の変数が用意されています。

次の表は、HP Operationsエージェントのオペレーション監視コンポーネントが提供する設定変数を示

しています。

表4運用監視コンポーネントの設定変数のリスト

HP Operations Agent (11.10)114 / 187ページ



リファレンスガイド

第4章 :

変数 説明

更

新

後

の

手

動

再

起

動

の

必

要

性

デフォルト

値 型

FAILED_
COLLECTION_
RETRIES S

導入 :
HP Operationsエー

ジェント7.26

高度な監視ポリシーで、起動に失敗した収集の

再起動を試みる回数を指定します。指定できる

値は、整数です。

特別な値

0:再試行なし

-1:エージェントは失敗を無視し、ポリシーはエラー

状態になりません

3 整数

FAILED_
POLICY_TIME_
TO_RE
ACTIVATE

導入 :
HP Operationsエー

ジェント7.26

この変数には、エラーの発生後にポリシーが動作

を再開するまでの待機時間を指定できます。この

時間は、時間単位で指定します。ポリシーの再

起動が必要ない場合は、0を指定します。

あ

り

24 整数

IPADDR_
CHECK_
INTERVAL

導入 :
HP Operationsエー

ジェント8.00

DHCPで、 IPアドレスの変化をチェックする間隔

を指定します (単位は秒 )。
あ

り

1800 (30
分 )

整数

LIMIT_NBR_
PARALLEL_
ACTIONS

導入 :
HP Operationsエー

ジェント8.51

LIMIT_NBR_PARALLEL_ACTIONSの値が

TRUEの場合、アクションエージェントはMAX_
NBR_PARALLEL_ACTIONSに指定されている

値を考慮します。実行中エージェントの数が

MAX_NBR_PARALLEL_ACTIONSの指定値に

達すると、アクションエージェントは実行中のエー

ジェントが完了するまで待機し、その間は残りのア

クションをスケジュールしません。この変数を使用

あ

り

FALSE 整数
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するときは、ポリシーの数と間隔、およびスクリプト

の実行時間を考慮して、MAX_NBR_
PARALLEL_ACTIONSに適切な値を設定する

必要があります。

MAX_NBR_
PARALLEL_
ACTIONS

導入 :
HP Operationsエー

ジェント1.00

ノードで同時に実行できる自動アクションの最大

数を指定します。

Windowsオペレーティングシステムは、自動また

は手動といったアクションのタイプを問わず、システ

ム上で同時に実行できるアクションの数を制限し

ます。したがって、Windowsエージェント ノードに

おいては、同時自動アクションの数は、アクション

に使用可能な空いているスロットの数か、または

MAX_NBR_PARALLEL_
ACTIONSで指定された値のうち、いずれか小さ

い方となります。

あ

り

25 整数

MAX_RETRIES_
UNTIL_POLICY
_FAILED

導入 :
HP Operationsエー

ジェント7.26

ポリシーがデータの収集を試行する頻度を指定し

ます。これは、外部のプログラムソースを使用する

場合に重要です。外部プログラムに問題が生じ

た場合でも、ポリシーの動作を直ちに停止するこ

とはできません。これにより、外部のデータ収集プ

ロセスが外部ソースからのデータ収集に失敗した

場合に、ポリシーはそのプロセスを停止 /再試行

できます。この変数を使用することで、ポリシーが

実行する再試行の回数を指定できます。再試

行を行わない場合は、1に設定します。

あ

り

3 整数

OPC_ACTAGT_
LOGGING

導入 :
HP Operationsエー

ジェント1.00

エージェント ノードでのアクションエージェントによる

データのログ記録を有効にします。デフォルトで

は、出力はエージェント ログディレクトリ内の

opcaalogファイルに書き込まれます。

あ

り

FALSE ブール

OPCMONA_
ERRORMSG_
ONLY_
OPCERROR

TRUEに設定した場合、OpC30-3400～
OpC30-3409のエラーメッセージは、HPOMコン

ソールに出力されずにエージェント トレースに記録

されます。

あ

り

FALSE ブール

OPC_ACTION_
CHARSET

導入 :
HP Operationsエー

ジェント8.51

この変数をSYSTEMに設定した場合、opcacta
はシステムの文字セットを自動的に取得します。

特定の文字セット、たとえば acp1252に設定する

場合は、この変数を acp1252に設定します。

あ

り

_ 文字列

OPC_AGENT_ID エージェントとサーバーで認識される管理対象 あ

り

"" 文字列
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ノードの IDを指定します。これは、メッセージとア

クション要求の識別に使用されます。これ

は、DHCP環境をサポートするために導入されま

した。

OPC_AGTKILL_
TIMEOUT

UNIXのみ。エージェントが完全に停止するまでの

時間を指定します (opcagt -kill)。指定した時間

が経過すると、エージェント プロセスは -9で終了さ

れます。

あ

り

120 整数

OPC_AGTSTOP_
TIMEOUT

インターセプタプロセスが停止するまでの時間を

指定します。

あ

り

4 整数、

秒、

OPC_AGT_
PROCESS_
PRIORITY

導入 :
HP Operationsエー

ジェント7.20

Windowsのみ。エージェント プロセスの優先度を

変更します。デフォルトの設定は「Normal (通常 )
未満」です (Windows 2000)。以下の値を指定で

きます。

ABOVE (上 )

NORMAL (通常 )

BELOW (下 )

IDLE (アイドル)

あ

り

BELOW 文字列

OPC_AGTMSI_
ALLOW_AA

導入 :
HP Operationsエー

ジェント2.00

MSI インスタンスが自動アクションでメッセージを作

成 /変更できるようにします。

あ

り

FALSE ブール

OPC_AGTMSI_
ALLOW_OA

導入 :
HP Operationsエー

ジェント2.00

MSI インスタンスがオペレータ起動アクションでメッ

セージを作成 /変更できるようにします。

あ

り

FALSE ブール

OPC_AGTMSI_
ENABLE

導入 :
HP Operationsエー

ジェント2.00

MSI インスタンスがHPOMデータストリームにアク

セスできるようにします。

あ

り

FALSE ブール

OPC_AVOID_
SEGMENT_
NAMES

導入 :
HP Operationsエー

ジェント5.33

この変数を設定した場合、セグメント名

(.Segment<番号>で終わるすべての名前 )は解

決されず、ネームサービスキャッシュはNULLを返

します。

あ

り

FALSE ブール
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OPC_BUFLIMIT_
ENABLE

導入 :
HP Operationsエー

ジェント6.00

エージェント ノード上のバッファファイル制限のチェ

ックを有効 /無効にします。このチェック

は、msgagtdf ファイルに適用されます。

あ

り

FALSE ブール

OPC_
COMPRESSION_
DISABLE

導入 :
HP Operationsエー

ジェント4.00

ネットワーク転送時のHPOMデータの圧縮を有

効 /無効にします。

あ

り

FALSE ブール

OPC_COND_
FIELD_
ICASE

導入 :
HP Operationsエー

ジェント6.10

この変数を TRUEに設定した場合、オブジェク

ト、アプリケーション、メッセージグループの各フィー

ルドの比較時に大文字 /小文字が区別されませ

ん。

あ

り

TRUE ブール

OPC_CONNECT_
SRV_
ONLY_IF_DATA

導入 :
HP Operationsエー

ジェント5.00

この変数を TRUEに設定した場合、エージェント

起動後の管理対象ノードから管理サーバーへの

接続は、データが存在する場合にのみ行われま

す。

あ

り

FALSE ブール

OPC_DISABLE_
MSGGRP_
OVERRIDE

導入 :
HP Operationsエー

ジェント8.14

この変数を TRUEに設定した場合、メッセージ

内のカテゴリ/メッセージグループは、受信した

SNMP/CMIPイベントのカテゴリ/メッセージグルー

プに置換されません。

あ

り

FALSE ブール

OPC_DISABLE_
NODE_
OVERRIDE

導入 :
HP Operationsエー

ジェント5.33

TRUEに設定した場合、トラップのノード オーバー

ライド変数は評価されません。

これにより、名前を解決できない場合のネーム

サービスアクセスを回避できます。

あ

り

FALSE ブール

OPC_DISABLE_
SEVERITY_
OVERRIDE

導入 :
HP Operationsエー

ジェント8.14

この変数を TRUEに設定した場合、メッセージ

内の重要度レベルは、受信した SNMP/CMIPイ

ベントの重要度レベルに置換されません。

あ

り

FALSE ブール
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OPC_DYNAMIC_
LOGFILE_ONCE

導入 :
HP Operationsエー

ジェント7.00

この変数を TRUEに設定した場合、ログファイル

エンキャプスレータ内のログパスの動的な検証

は、起動後またはポリシーの配布後にのみ行わ

れます。

あ

り

FALSE ブール

OPC_EVENT_
RETRY_
OLDEST

導入 :
HP Operationsエー

ジェント7.20

EventLogがすぐにいっぱいになってしまう場合に、

ログファイルエンキャプスレータがイベントの読み

取りを再試行する回数を設定します。EventLog
がすぐにいっぱいになってしまう場合は、opcleが
処理する前に最近のイベントが上書きされる可

能性があります。EventLogにデータが書き込まれ

る速度に対応するには、opcleは上書きされたイ

ベントの処理を省略し、EventLogのその時点で

の最後から処理を開始する必要がありま

す。opcleは、設定されている回数だけこの処理

を再試行します。

あ

り

30 整数

OPC_EC_
STREAM_
POLICY

導入 :
HP Operationsエー

ジェント5.00

ECSイベント処理ポリシーです。ECSエンジン

は、すべて、または一部のサーキットからイベントに

対して出力がある場合に、出力を作成します。

値 :OUTPUT、UNSPECIFIED、
DISCARD

あ

り

OUTPUT 文字列

OPC_ENFORCE_
PASSWORD_
CHECK

導入 :
HP Operationsエー

ジェント6.06

アクションエージェントを通じて管理対象ノードで

コマンドを実行している各ユーザーを強制的に切

り替えます。これは、ツールと計画タスクポリシー

に適用されます。

あ

り

FALSE ブール

OPC_EVENT_
RUNTIME_
ONLY

導入 :
HP Operationsエー

ジェント7.25

この変数を TRUEに設定すると、Windowsのイ

ベント ログ監視は、エージェントの実行中に受信

したイベントのみを読み取ります。システムの再起

動中、またはエージェントの停止中に受信したす

べてのイベントは無視されます。

あ

り

FALSE ブール

OPC_EVENT_
RETRY_
OLDEST

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.28

EventLogがすぐにいっぱいになってしまう場合

に、opcleがイベントの読み取りを試行する回数

を設定します。

EventLogがすぐにいっぱいになってしまう場合

は、opcleが処理する前に最近のイベントが上書

きされてしまう可能性があります。

EventLogにデータが書き込まれる速度に対応す

るには、opcleは上書きされたイベントの処理を

省略し、EventLogのその時点での最後から処

あ

り

30 整数
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理を開始する必要があります。

OPC_INCLUDE_
VIRTUAL_IP_
ADDRS_FOR_
LOCAL_NODE_
MAPPING

導入 :HP
Operationsエージェ

ント8.16

8.16より前では、HAクラスタのノードのメッセージ

はローカル (プロキシされていないメッセージ)として

マークされ、DBの物理ノードに追加されていまし

た。結果として、仮想ホストのサービスツリーでメッ

セージが無視されるため、ステータスの計算が不

正確になっていました。8.16以降では、OPC_
SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES
の設定は必要なくなりました。OPC_INCLUDE_
VIRTUAL_IP_ADDRS_FOR_LOCAL_NODE_
MAPPINGを TRUEに設定した場合は、以前の

動作に戻ります。

あ

り

FALSE ブール

OPC_INT_MSG
_FLT_AWS

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.26

この変数を TRUEに設定した場合、HPOMの

内部メッセージは常にメッセージインターセプタに

よってフィルタ処理されます。このフィルタ処理は、

このプロセスが実行されていない場合にも行われ

ます。この場合、内部メッセージはメッセージイン

ターセプタの次回の起動時に受信されます。この

変数を TRUE した場合、フィルタ処理されていな

い内部メッセージは管理サーバーに送信されなく

なります。

メモ :OPC_INT_MSG_FLT_AWSを使用するに

は、OPC_INT_MSG_FLTを TRUEに設定する

必要があります。

な

し

FALSE ブール

OPC_INT_MSG
_FLT

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.26

TRUEに設定した場合、HPOM内部メッセージ (
メッセージグループOpCまたはOpenViewは、主

にHPOM内部ステータス/エラーメッセージです)
はエージェントに渡され、メッセージインターセプタ

テンプレートを使ってフィルタ処理できます。

メモ :HPOM管理サーバーでも可能です。

ただし、ローカルHPOM管理サーバーのエージェ

ントが稼働し、サーバーと同じ文字セットを使用し

ている必要があります。

あ

り

FALSE ブール

OPC_KEEP_
PERL_PATH

導入 :HP
Operationsエージェ

ント8.12

TRUEに設定した場合、モニタエージェントはプ

ログラムを実行する前にPATH環境変数から

HPソフトウェアのperlディレクトリを削除します。

あ

り

FALSE ブール

OPC_KILL_
AUTO_ACTION

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.21

TRUEに設定した場合は、自動アクションのkill
操作が有効になります。アクションエージェント

は、アクションが開始されるたびにアクションキュー

をチェックし、すでに 10個のアクションが含まれて

いるかどうかを確認します。含まれている場合は、

最も長時間実行されているアクションについて、

あ

り

TRUE ブール
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事前に定義されているタイムアウト時間を超過し

ているかどうかチェックします。超過している場合

は、そのアクションを停止します。これは、UNIXプ

ラットフォームでOPC_NO_SHELL_TO_EXEC_
ACTION変数がTRUEに設定されている場合

にのみ機能します。

OPC_KILL_
AUTO_ACTION_
TIMEOUT

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.21

この変数は、アクションキュー内のアクションのタイ

ムアウト値を定義します。アクションキュー内のア

クションが、この変数に指定されている時間内に

開始されない場合、アクションエージェントは、そ

のアクションがハングしているものと見なして停止し

ます(OPC_KILL_AUTO_ACTION も参照 )。

あ

り

590 整数

EXT_INTERVAL 外部モニタが設定されている場合にモニタキュー

をチェックする頻度を指定します。

な

し

15 (秒 ) 整数

ECA_ANNO_
NODE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.00

HPOM管理対象ノードにECS注釈ノードを追

加します。

あ

り

"" 文字列

ECA_INSTANCE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.00

管理対象ノードのECSサブエージェント

(opceca)のインスタンス数を指定します。

あ

り

12 整数

ECA_PERLFILE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント8.53

AGENT_CONFIG_DIRディレクトリに存在し、管

理対象ノードのECSエンジンにロードする必要

があるPerlスクリプトの名前を指定します。

あ

り

空 文字列

ECENG_

CLOCK_
INTERVAL

導入 :HP
Operationsエージェ

ント3.00

ECSエンジンのクロック時刻のグローバル設定を

指定します。

あ

り

1000 整数

(ミリ
秒 )

ECENG_LOG_
LEVEL

導入 :HP
Operationsエージェ

ント4.00

ECSのトレースレベルを設定します。指定できる

値は、NONE (なし)、SEVERE (重要 )、ERROR
(エラー)、WARN (警告 )、FULL (フル)です。

あ

り

FULL 文字列
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ECENG_
TRACEFILE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント3.00

ECS トレースファイルの名前を指定します。 あ

り

ecengtr 文字列

ECENG_TRACE
_LEVEL

導入 :HP
Operationsエージェ

ント3.00

ECSのトレースレベルを設定します。指定できる

値は、NONE (なし)、FULL (フル)です。

あ

り

NONE 文字列

ECENG_TRACE
_RSIZE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント3.00

ECS トレースファイル設定の「相対」ファイルサイ

ズを指定します。

あ

り

100 整数

ECEVI_LOG_
RSIZE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント3.00

ECSイベント入力ログ設定の「相対」ファイルサ

イズを指定します。

あ

り

100 整数

ECEVO_LOG
_RSIZE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント3.00

ECSイベント出力ログ設定の「相対」ファイルサ

イズを指定します。

あ

り

100 文字列

EC_MAX_AS
_WAIT

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.00

a)起動時、b)再設定時にECSエンジンが注釈

サーバーに接続するまでの合計待機時間を指定

します。

あ

り

10 (秒 ) 整数

EC_MAX_ESOK
_TRY

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.00

ECSエンジンがEC注釈サーバーソケット スタック

に接続する際の最大再試行回数を指定しま

す。

あ

り

20 整数

OPC_KILL_
SCHEDULE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.22

Windows環境では、予定アクション用にアクショ

ンエージェントから起動されたプロセスはハングす

る場合があります。旧バージョンのエージェントは、

プロセスが終了するまで待機していましたが、デフ

ォルトの動作が次のように変更されました。

あ

り

TRUE ブール
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予定アクション用のプロセスの起動を求める新し

い要求をアクションエージェントが受信すると、エー

ジェントはまず、同じポリシーからプロセスが起動さ

れていることを確認します。起動されている場

合、エージェントは、そのプロセスが指定のタイムア

ウト値 (デフォルトは 55秒 )より長く実行されてい

るかどうかを確認します。長く実行されている場

合、古いプロセスを強制終了し、新しいプロセス

を起動します。新しいプロセスが起動されていな

い場合、管理サーバーにメッセージが送信されま

す。新しい機能は、OPC_KILL_SCHEDULEを

使って無効にできます。この変数を FALSEに設

定した場合、アクションエージェントは以前と同様

に動作します。

OPC_KILL_
SCHEDULE_
TIMEOUT

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.22

古いプロセスが停止されているかどうか、または新

しいプロセスが起動されているかどうかをチェックす

る際のタイムアウト値を定義します(OPC_KILL_
SCHEDULEも参照 )。

あ

り

55 整数

OPC_IP_
ADDRESS
導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.22

この変数の値は、管理対象ノードの IPアドレス

を指定します。エージェントがネットワークアドレス

変換 (NAT)環境内のノードにインストールされて

いる場合、ノードの追加中、ノードの当該変数

値が、HPOMコンソールで使用されている IPアド

レスと同じであることを確認してください。

あ

り

文字列

OPC_LE_
CHECK_
INODE

ログファイルエンキャプスレータがファイル名の変

更を登録する間隔を設定します。

あ

り

20 整数

OPC_LE_
CLOSE_MSG
_DLL

この変数を TRUEに設定した場合、EventLogメ
ッセージのNTmsgDLLは、読み取りが終わるた

びに閉じられます。これにより、ログファイルエンキ

ャプスレータによるCPUの使用は増えます

が、DLLはロックされません。

あ

り

FALSE ブール

OPC_LE_IGN
_TEMP_
UNAVAIL

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.25

TRUEに設定した場合、使用できないログファイ

ル (NFSでマウントされている場合など)は、再作

成されたログファイル、または切り取られたログフ

ァイルとして扱われません。そのログファイルが使

用可能になると、前回の読み取り位置から読み

取りが再開されます。

あ

り

FALSE ブール

OPC_LE_
KEEP_DSCONN
ECTION

Windows ノードでは、opcleはプライマリドメイン

コントローラ (PDC)のエミュレータ用にポート 1025
と1026をロックします。この変数を TRUEに設定

した場合、opcleの実行中は、接続は開かれた

あ

り

FALSE ブール
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まま維持されます。FALSEに設定した場合は、

要求が終了するたびに接続が閉じられ、ポートの

ロックは解除されます。メモ:ログファイルエンキャ

プスレータは、24時間以上が経過している場合

に le_stateファイルを古いファイルと見なします。

OPC_LE_MAX_
LINES_READ

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.22

ログファイルエンキャプスレータがインターバルごと

に読み取る行数を指定します。制限を設けない

場合は、この変数を 0に設定します。

あ

り

50 整数

OPC_LE_SAVE
_STATE
導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.32

このフラグを TRUEに設定した場合、opcleは監

視対象ファイルに関する情報を

/var/opt/OV/tmp/OpC/le_stateファイル

に保存できます。ログファイルエンキャプスレータが

中断後に動作を再開し、le_stateファイルが

存在する場合は、ログファイルエンキャプスレータ

は、このファイルで維持される情報を収集してから

動作を開始します。これにより、ログファイルエン

キャプスレータがダウンした場合でも、監視対象ロ

グファイルに書き込まれたメッセージを監視できま

す。

な

し

FALSE ブール

OPC_LE_STATE
_FILE

le_stateファイルのデフォルト以外の場所を指

定するときは、このプロパティを設定します。

な

し

var/opt
/OV/tmp/
OpC/

文字列

OPC_MGMTSV_
CHARSET

管理サーバーの文字セットを指定します。 あ

り

iso88591 文字列

OPC_MONA_
MSG_PER
_STATE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.23

初回のみでなく、指定の状態 /しきい値に達する

たびにメッセージを送信します。これは、opcmona
での高度な監視のみに適用されます。

あ

り

TRUE ブール

OPC_NAME
SRV_
BUFFER_SIZE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.28

IPアドレスからホスト データを取得するためのバッ

ファサイズの初期値を設定します。バッファサイズ

が不十分な場合、指定の値だけバッファサイズ

が拡張され、ホスト データが正しく取得されるまで

拡張が繰り返されます。

あ

り

512 整数

OPC_NEW_
LOGFILE_
FROM_BEGIN

TRUEに設定した場合、ログファイルエンキャプス

レータは、新たに検出されたログファイルをファイ

ルの先頭から読み取ります。スクリプトにより、監

あ

り

FALSE ブール
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導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.22

視対象ログファイルおよびすでに 1回実行された

ログファイルポリシーが動的に表示されま

す。FALSE (デフォルト値 )に設定した場合、新た

に検出されたログファイルは前回のファイル位置

から読み取られます。

OPC_NODE_
CHARSET

管理対象ノードの文字セットを指定します。 あ

り

roman8 文字列

OPC_NO_
MSG_FLT_FOR_
BUFFER_MSG

内部メッセージのフィルタ処理が有効な場合、デ

フォルトでは、すべての内部メッセージはメッセージ

インターセプタを通過します。このフラグを TRUE
に設定した場合、メッセージエージェントのバッファ

リングに関するメッセージ (OpC40-1410、OpC40-
1411)はこの対象から除外されます。これらのメッ

セージは、HPOMコンソールに直接転送されま

す。

な

し

FALSE ブール

OPC_MSI_
CREATE_
NEW_MSGID

メッセージ IDの作成についてMSIユーザーの動

作を制御します。

以下の値を指定できます。

1: メッセージ属性が変更されるかcopy演算子が

呼び出されるたびに、新しいメッセージ IDを作成

します。

2: このメッセージが1つのインスタンスのみに送信

される場合、属性が変更されても新しいメッセー

ジ IDを設定しません。

新しいメッセージ IDが設定されないようにするに

は、HPOM管理サーバーまたはMSI APIユー

ザーグループもメッセージのコピーを保持できるよう

に、メッセージは「コピー」するのではなく、「転用」

する必要があります。APIのcopy演算子をメッ

セージに適用すると、コピーされたメッセージは「転

用」されなくなります。それ以後は属性を変更す

ると新しいメッセージ IDが作成されます。メッセー

ジ IDが変更された場合、元のメッセージ ID
は、APIユーザーがアクセスできるmessage-
>orig_msgid属性に含まれています (変更されな

かった場合、 IDはNULLになります)。

3: 2と同じですが、コピーに対して copy演算子が

新しいメッセージ IDを直ちに作成する点が異なり

ます。

4: メッセージ IDはまったく変更されません。API
ユーザーが自分で変更する必要があります。

な

し

2 整数、

1 <= n
<= 4

HP Operations Agent (11.10)125 / 187ページ



リファレンスガイド

第4章 :

OPC_OPC
MON_OVERRIDE_
THRESHOLD

TRUEに設定した場合、モニタエージェント内の

モニタポリシーのしきい値 /リセット オーバーライド

機能が有効になります。

あ

り

FALSE 整数

OPC_OPCMSG
_API_CHECK
_MSGI_RUNNING

TRUEに設定すると、メッセージインターセプタが

実行されていない場合に opcmsg()および

opcagtmsg_send()はキューにメッセージを書き込

まず、APIはエラーを返します。

あ

り

FALSE ブール

OPC_OPCMSG
_CLI_CHECK_
MSGI_RUNNING

FALSEに設定した場合、メッセージインターセプ

タが実行されていない場合でも、opcmsg CLIは
キューにメッセージを書き込みます。

あ

り

TRUE ブール

OPC_PRIMARY
_MGR

メッセージのプライマリマネージャを定義します。

たとえば、次のようになります。

[eaagt] OPC_MGMT_
SERVER=servername.hp.com

あ

り

_ 文字列

OPC_Q_SYNC
_WRITES

TRUEに設定した場合は、キューの更新内容

と、重要な場所に配置されたディスクが同期され

ます。これにより、キューのパフォーマンスが大幅に

低下しますが、キューファイルが破損する可能性

も低下します。

あ

り

FALSE ブール

OPC_RESOLVE
_IP

管理対象ノードがプライマリマネージャとの接続

に使用する IPアドレスを指定します。

あ

り

_ 文字列

a.b.c.d
(例 : 15.
136.120
.1)

OPC_RESOLVE
_TRAP_
LOCALHOST

TRUEに設定した場合は、イベント インターセプ

タは、トラップ内のソースアドレス127.0.0.1をエー

ジェントの IPアドレスに置換します。

あ

り

FALSE ブール

OPC_RESTART
_COUNT

中断したサブエージェント プロセスを再起動する

回数を定義します(OPC_RESTART_
SUBAGENTを参照 )。

あ

り

5 整数

OPC_RPC_
SHORT_TIMEOUT

ローカルRPC (同一マシンで呼び出し/実行され

ます)の通信タイムアウト値を指定しま

す。LOCAL_ONLYはタイムアウトを 5
秒、ALWAYSはローカル/リモートのタイムアウトを

5秒、NEVERはタイムアウトを 30秒に設定しま

す。

あ

り

LOCAL
_ONLY

文字列

LOCAL_
ONLY、
ALWAYS、
NEVER
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OPC_SEND_
MAX_ONE_
MSG_PER_TRAP

1つのテンプレートからすでにメッセージが生成され

ている場合に、追加のトラップテンプレートの処理

を無効化できます。これにより、処理は高速にな

りますが、一部のテンプレートはトラップの受け入

れができなくなる場合があります。これにより、サー

バーに送信されるメッセージが少なくなり、「条件と

一致するメッセージの抑制」の重複メッセージ抑

制動作が変化する可能性があります。

あ

り

FALSE ブール

OPC_SET_
PROXY_FLAG_
FOR_IP_
ADDRESSES

メッセージの送信時にサーバーで認識されている

ノード名に置換されないローカル IPアドレスのリス

トを指定します。これは、HPOM forWindows管
理サーバーを使用するエージェントで便利です。こ

のリストに含まれる送信元アドレスでメッセージを

送信すると、そのアドレスが (その時点で)ローカル

であっても、そのメッセージの is_proxiedフラグは、

メッセージが別のノードから送信されたかのように

設定されます。このリストには、OPC_IP_
ADDRESSを含めないでください。

な

し

"" 文字列

(カンマ区切

りの

IPアドレス

のリスト

など)

OPC_TEMPL
_STATUS

TRUEに設定した場合、ログファイルエンキャプ

スレータとモニタエージェントは、 le.statusファイル

とmonitor.statusファイルをエージェントの tmpデ

ィレクトリで維持します。これらのファイルには、そ

れぞれのソースの現在の (内部 )状態が含まれま

す。

あ

り

FALSE ブール

OPC_TRACE
_CHILD

TRUEに設定すると、子プロセスの fork とexecの
間のトレースが有効化されます (その場合、マルチ

プロセッサマシンではmutexデッドロックが生じる

可能性があります)。

あ

り

FALSE ブール

OPC_TRAP
_CHARSET

受信 SNMP トラップの文字セットがOPC_
NODE_CHARSETに変換されます。このフラグを

設定しない場合、変換は行われません。メモ

:Windowsエージェントのみで使用できます。

あ

り

_ 文字列

OPC_
TRUNCATE_
ORIG_TEXT

元のメッセージテキストの最大長さ以降を切り取

ります。

-1:切り取りは行われません (デフォルト )。

0:元のメッセージは一切送信されません。

<n> :<n>番目の文字より後のメッセージが切り

取られます。

な

し

-1 整数

OPC_USE_
PROTECTTOLS

HP ProtectToolsは、強化されたセキュリティ機能

をWindows環境に提供します。その1つが、パ

スワードのタグ付け/ソルティング/前処理です。これ

らのツールがアクティブな場合、エージェントがユー

ザーの操作を切り替えるには、パスワードの前処

理が必要になります。この変数を TRUEに設定

あ

り

FALSE ブール
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すると、エージェントはパスワードの前処理ができ

るようになります。

OPC_USE_
UDP_AS_
TRAP_SOURCE

この変数を TRUEに設定することで、ポスト マス

ターデーモンの -uオプションと一致させることができ

ます。これにより、agent_addr (トラップのソース)は
UDPパケット ヘッダーのソース IPアドレスで上書

きされます (-uが指定された pmdが実行されてい

る場合にのみ機能します)。

あ

り

FALSE ブール

OPC_WBEMI_
BUF_SIZE

WMI/WBEMインターセプタは、チェックが完了す

るまで受信オブジェクトをバッファする場所として内

部キューを使用します。このキューのデフォルト サ

イズは 10000オブジェクトですが、このサイズは変

数 OPC_WBEMI_BUF_SIZEを使って変更でき

ます。バッファキューに到達するオブジェクトが増え

すぎた場合、最も古いオブジェクトがキューから削

除され、処理されません。このようなバッファオー

バーフローを回避するには、次のような方法があり

ます。

大量のオブジェクトを受信する理由を調べる。

WMI/WBEMインターセプタが処理しなければな

らないオブジェクトの数を、ポリシーの「グローバル

WQLフィルタ」を使って制限できるかどうかを確認

する。

ルールを使ってオブジェクトを抑制できるかどうか

確認する。

あ

り

_ _

OPC_WIN_UAC_
ENABLE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント8.60

ユーザーが管理グループに属す場合、OPC_
WIN_UAC_ENABLEの値を TRUEに設定する

と、エージェントはそのユーザーの権限を引き上

げ、完全なアクセス権を持つ管理トークンを割り

当てます。これは、HPOMツールを使ってノードで

プロセスを起動する場合など、ユーザーが管理権

限によってプロセスを起動する上で役立ちます。こ

のフラグは、システムで UACが有効な場合にの

み、TRUEに設定してください。

あ

り

FALSE ブール

OPC_WIN_DONT
_USE_PATH
_NWDRIVE

導入 :HP
Operationsエージェ

ント7.20

この変数を TRUEに設定することで、現在使用

している環境 PATHをWindowsエージェントにス

キャンさせ、PATHで参照されているすべてのマッピ

ング済みネットワークパスを強制的に削除できま

す。これにより、ネットワーク共有環境を構成する

システムでのログオンエラーを防止できます。この

場合、「.」や「..」などの相対 PATHエントリも削

除されます。 ."

あ

り

FALSE ブール

POLICY_MIN_
INTERVALS
_WAIT

ポリシーがデータを受信しない場合にポリシーを あ

り

-1 整数
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停止するまでの最小待機インターバル数を指定

します。外部プログラムの実行時間が現在のシス

テムパフォーマンスによって決定されるプログラム

ソースを持つエージェントを使用しているとき、この

変数が重要になります。システムが過度なビジー

状態にある場合は、実行に要する時間が、設

定されているインターバルを上回る可能性があり

ます。この変数を使用することで、外部プログラム

の完了をモニタエージェントが待機する時間を設

定できます。

POLICY_MIN_TIME_WAITを使用する場合

は、-1に設定します。

ポリシーを待機させない場合は、0に設定しま

す。

SNMP_
COMMUNITY

Measurement ThresholdポリシーによるMIBオブ

ジェクトの監視に使用される標準 SNMPコミュニ

ティを指定します。

な

し

public 文字列

SNMP_
COMMUNITY_
LIST

Measurement ThresholdポリシーによるMIBオブ

ジェクトの監視に使用されるSNMPコミュニティの

リストを指定します。

この変数を使用することで、コミュニティ文字列を

カンマで区切ったリストを指定できます。HP
Operationsエージェントは、リストに指定されてい

る最初のコミュニティ文字列を使用してMIBオブ

ジェクトの収集を試みます。この操作が失敗する

と、HP Operationsエージェントはリスト内の次のコ

ミュニティ文字列を使って同じ操作を実行し、成

功するまで順にこれを繰り返します。すべてのコミ

ュニティ文字列を使用しても HP Operationsエー

ジェントがデータを収集できなかった場合は、変

数 SNMP_COMMUNITYに指定されているコミュ

ニティ文字列が有効になります。

な

し

文字列

SNMP_REFUSE_
FORWD

トラップインターセプタが、リモート NNM管理ス

テーション上の別のpmdから転送されたイベント

を受け付けるかどうかを指定します。

あ

り

FALSE ブール

SNMP_REMOTE
_PMD

トラップインターセプタが、リモート NNM管理ス

テーション上のpmdとの接続を試みるホストを指

定します。

あ

り

"" (ローカ

ル

ホスト )

文字列

任意のホス

ト名

SNMP_REMOTE
_PORT

SNMP関連変数を監視するときに、opcmonaが
接続に使用するポート番号を指定します。

あ

り

161 整数値 : > 0

SNMP_SESSION
_MODE

トラップインターセプタはこの設定に基づいてセッシ

ョンを開きます。

Windowsの場合

な

し

NET

SNMP

文字列
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NETSNMP:opctrapiプロセスはNet-SNMP API
を使用して、ポート 162にバインドします。

WIN_SNMP:opctrapiはMicrosoft トラップサービ

スに登録します。

NNM_LIBS:opctrapiプロセスは、OVSNMP API
を使用して、ポート 162にバインドします。

TRY_BOTH:opctrapiはまず、Network Node
Manager (NNM)のPMDデーモンへの登録を試

みます。試みが失敗すると、OVSNMP APIを使

用して、ポート 162にバインドします。

UNIX/Linuxの場合

NETSNMP:opctrapiはNet-SNMP APIを使用し

て、ポート 162にバインドします。

NO_TRAPD/NNM_LIBS:opctrapiプロセス

は、OVSNMP APIを使用して、ポート 162にバイ

ンドします。

NNM_PMD:opctrapiプロセスはNetwork Node
Manager (NNM)のPMDデーモンに登録します。

TRY_BOTH:opctrapiはまず、NNMのPMDデー

モンへの登録を試みます。試みが失敗する

と、OVSNMP APIを使用して、ポート 162にバイ

ンドします。

SNMP_SESSION
_TRY_
FOREVER

この変数を TRUEに設定した場合、opctrapiプ
ロセスは接続が確立されるまで 300秒ごとに pmd
との接続を試みます。

あ

り

FALSE ブール

SNMP_TRAP
_PORT

opctrapiは、NNM 7.x (pmd)が使用されていない

場合、この変数に指定されたポート番号で待機

します。

な

し

162 整数値 : > 0

SNMP_TRAP_
FORWARD_
ENABLE

このプロパティを TRUEに設定すると、イベント イ

ンターセプタは、ノードで使用できるSNMP トラッ

プをリモート システムまたは管理ステーションに転

送できるようになります。

あ

り

FALSE ブール

SNMP_TRAP_
FORWARD_
DEST_LIST

このプロパティを使用することで、使用できるすべ

てのSNMP トラップの転送先となるリモート管理

ステーションのアドレスを設定できます。カンマで区

切ることで、複数のシステム名を指定できます。

あ

り

“” 文字列

SNMP_TRAP_
FORWARD_
COMMUNITY

このプロパティを使用することで、SNMP トラップの

転送先となるターゲット システムに必要なコミュニ

ティ文字列を指定できます。複数のターゲット シ

ステムを設定するときは、適切なコミュニティ文字

列をカンマで区切って指定します。

あ

り

“” 文字列
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SNMP_TRAP_
FORWARD_
FILTER

このプロパティを使用することで、使用できる

SNMP トラップをOIDでフィルタ処理し、選択され

たトラップのみをリモート システムに転送できます。

このフィルタメカニズムでは、ワイルドカード文字 (*)
を使用できます。たとえば、このプロパティを

1.2.3.*.*.*に設定した場合、イベント インターセプ

タはOIDが1.2.3.から始まるすべてのSNMP トラ

ップを転送します。イベント インターセプタによるト

ラップの転送を有効にした場合、デフォルトでは、

使用できるすべてのトラップが転送されます。

あ

り

“” 文字列

OPC_LE_MAX
_LINES_READ

ログファイルエンキャプスレータが指定期間ごとに

読み取る行数を決定します。0は無制限を意味

します。

50 整数

OPC_LIMIT_
MSG_WAIT_
FOR_AA

アクション応答を受信するまでのメッセージの待機

時間を指定します。

あ

り

3600 整数

OPC_MAX_
ERROR_
HANDLING

TRUEに設定した場合、エラーは常にHPOM メ

ッセージとして管理サーバーに送信されます。メモ

: この機能を利用するのは opcmonコマンドのみ

です。

あ

り

FALSE ブール

OPC_MAX_IP
_PER_
INTERFACE

各インターフェイスの IPアドレスを格納するための

バッファサイズを指定します。

あ

り

128 整数

OPC_MON_
MSGOBJ_
COND_FIRST

ポリシー条件ウィンドウでオブジェクトが設定されて

いる場合に、監視ポリシーの<$MSG_OBJECT>
をそのオブジェクトで置き換えるかどうかを指定し

ます。

しきい値監視ポリシー内の<$MSG_OBJECT>
は、以下の優先順位に基づいて置き換えられま

す。

1. OPC_MON_MSGOBJ_COND_FIRSTが

TRUEの場合

2. opcmonからのオブジェクト

3.テンプレートのデフォルト

4.空の文字列

あ

り

FALSE ブール

OPC_MON_
SAVE_STATE

この変数を FALSEに設定すると、監視エージェ

ントは監視オブジェクトやセッション変数の値の保

存を停止します。

あ

り

TRUE
FALSE

ブール
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この変数を TRUEに設定すると、監視エージェン

トは監視オブジェクトやセッション変数の値の保存

を開始します。

OPC_MSGA_
PING_
SERVER_
INTERVAL

アクセスできないHPOMサーバーに対してエージ

ェント ノードの通信コンポーネントがpingを実行

する間隔を指定します。

あ

り

60

OPC_NAMESRV_
BUFFER_SIZE

IPアドレスからホスト データを取得するためのバッ

ファサイズの初期値を指定します。バッファサイズ

が不十分な場合は、この変数に指定した値だけ

バッファサイズが増量され、ホスト データを正しく

取得できるまで増量が繰り返されます。

あ

り

512 整数

OPC_NAMESRV_
LOCAL_NAME

ノードの長い完全修飾ホスト名を指定します。

これは、OPC_IP_ADDRESSを解決できなかっ

た場合に使用されます。

(通常はNAT環境で使用されます)

これは、以下のホスト ファイルへのエントリの追加

によって設定することもできます。

UX環境では /etc/hosts、Windows環境では

%SYSTEMROOT%/system32/drivers/etc/hosts
の<NAT IP> <名前>

あ

り

文字列

OPC_NO_PORTS_
DELAY

RPC クライアント

(ovoareqsdr、opcragt、opcmsgaなど)用に指定

されているポート範囲のすべてのポートが使用さ

れている場合に、次に通信を試行するまでの待

機秒数を指定します。

あ

り

1 整数、

秒

OPC_NODE_
TYPE

管理対象ノードのノード タイプを指定します。値 :
CONTROLLED、MONITORED、MESSAGES_
ALLOWED、UNMANAGED

あ

り

CONTR-
OLLED

文字列

OPC_NO_SHELL
_TO_EXEC_
アクション

UNIX環境のHPOMは、デフォルトでは自動アク

ションとオペレータ起動アクションをシェルで実行し

ます。このフラグを設定すると、すべてのアクション

はシステムコール fork()または exec()で直接実

行されます。

アクション/アプリケーション呼び出しに「_NO_
SHELL:」という接頭辞を追加する方法もありま

す。これにより、シェルを使わずに 1つのタスクを実

行できます。

あ

り

FALSE ブール

OPC_OPCLE_ ポリシー名接頭辞のカンマ区切りリストを指定し あ

り

文字列 (カ
ンマ区切りリ
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POLICY_
EXCLUDE_INFO

ます。名前がこのような接頭辞から始まるすべて

のポリシーは、通常のopcleによって処理されませ

ん。

例 :

「abc,bcd」 -> この場合、ポリシー「abcd 500」およ

び「bcde 600」は処理されません。この変数が有

用なのは、「複数の並行 opcle」機能と組み合わ

せて使用する場合のみです。

スト、

間にスペー

スなし)

OPC_PERL_
INCLUDE_
INSTR_DIR

導入 :HP
Operationsエージェ

ント8.60

TRUEに設定すると、監視エージェントによって処

理される組み込み Perlポリシーが、インストルメン

テーションディレクトリ内のPerlモジュールを使用

できるようになります。

あ

り

TRUE ブール

OPC_PERL_
PROG_BIN

HPOMによってインストールされるPerl実行可能

ファイルへのパスを指定します。

あ

り

プラットフ

ォームに

固有のデ

ィレクトリ

(CSM_
OVBIN
_DIR()の
下 )

文字列

OPC_STORE_
TIME_FOR_
MGR_INFO

メッセージ処理の情報ブロックがメッセージエージェ

ントで維持される最大時間を指定します。

あ

り

24 整数、

時間

OPC_TEMPL
_STATUS

ログファイルエンキャプスレータと監視エージェント

は、 le.status ファイルとmonitor.status ファイルを

管理対象ノードの tmpディレクトリで維持します。

この変数を TRUEに設定した場合、これらのファ

イルには、それぞれのソースの現在の (内部 )ス
テータスが記録されます。

あ

り

FALSE ブール

OPC_TRAP
_CHARSET

受信 SNMP トラップの文字セットを指定します。

変換可能な場合は、この文字セットはOPC_
NODE_CHARSETに変換されます。このフラグを

設定しない場合、文字の変換は行われません。

メモ :Windows ノードのみで使用できます。

あ

り

文字列
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POLICY_MIN
_TIME_WAIT

データを受信しない場合にポリシーを停止するま

での最短時間を指定します。この時間は、分単

位で指定します。

これは、外部プログラムの実行時間が現在のシ

ステムパフォーマンスによって決定されるプログラム

ソースで重要です。

システムが過度なビジー状態にある場合は、実

行に要する時間が、設定されているインターバル

を上回る可能性があります。このようなときは、外

部プログラムの終了を監視エージェントが待機す

るインターバルを長めに再設定すると解決できる

場合があります。

あ

り

2 整数

POLICY_MIN_
INTERVALS_
WAIT

データを受信しない場合にポリシーを停止するま

での最小待機インターバル数を指定します。

これは、外部プログラムの実行時間が現在のシ

ステムパフォーマンスによって決定されるプログラム

ソースで重要です。

システムが過度なビジー状態にある場合は、実

行に要する時間が、設定されているインターバル

を上回る可能性があります。このようなときは、外

部プログラムの終了を監視エージェントが待機す

るインターバルを長めに再設定すると解決できる

場合があります。

POLICY_MIN_TIME_WAITを使用する場合

は、-1に設定します。

ポリシーを待機させない場合は、0に設定しま

す。

あ

り

-1 整数

SNMP_CONFIG トラップインターセプタ設定ファイルの名前を指定

します。

あ

り

trapi 文字列

SNMP_EVENT
_FLOW

NNM pmdから opctrapiに転送されるイベントを

指定します。値 :CORR - NNMの相関処理イベ

ント

RAW -相関処理を行わない状態のイベント

ALL -相関処理イベントと生イベント

あ

り

CORR 文字列
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SNMP_EVENT
_LIST

NNM pmdに渡されるフィルタを指定します。この

フィルタは、opctrapiに転送するイベントを定義し

ます。

あ

り

.* 文字列

SNMP_SESSION
_TRY_FOREVER

この変数を TRUEに設定した場合、トラップイン

ターセプタは接続が確立されるまで 300秒ごとに

NNM pmdとの接続を試みます。

あ

り

FALSE ブール

SNMP_STREAM
_NAME

NNM pmdから opctrapiに転送されるイベント ス

トリームを指定します。

あ

り

(設定な

し、

デフォルト

ストリーム

に登録 )

文字列

MSGSRC_WITH_
POLICY_
VERSION

導入 :HP
Operationsエージェ

ント8.60

MSGSRC_WITH_POLICY_VERSIONの値が

TRUEの場合、MSGSRC変数にポリシーバー

ジョンが追加されます。MSGSRC_WITH_
POLICY_VERSIONの値がFALSEの場

合、MSGSRC変数にポリシーバージョンは追加

されません。

あ

り

TRUE ブール

OPC_LE_CMD
_WAIT_TIME

導入 :HP
Operationsエージェ

ント8.60

子プロセスがタスクを完了し、ステータスが元に戻

るまで opcleが待機する最大時間を指定しま

す。

デフォルトでは、opcleは 15秒間待機します。こ

の時間が経過しても子プロセスが何も返さない

場合、opcleは子プロセスを停止します。 この変

数は、UNIX/Linux環境のみで有効です。

あ

り

15 整数

OPC_LE_CALC
_HASH

導入 :HP
Operationsエージェ

ント8.60

OPC_LE_CALC_HASHの値がTRUEの場

合、opcleは最後の行のハッシュを計算し、いくつ

かのランダムチェックポイントを検証して、ファイル

に情報が追加されたのか、上書きされたのかを検

出します。ファイルの上書きが検出された場

合、opcleはファイルを最初から読み取ります。

あ

り

FALSE ブール

OPC_IGNORE_
DEFAULT_MSG_
CORRELATION

導入 :HP
Operationsエージェ

ント8.60

OPC_IGNORE_DEFAULT_MSG_
CORRELATIONの値がTRUEの場合、ロードさ

れた設定をエージェントが内部データ構造に変換

するときに、メッセージ相関処理のデフォルト値

は、条件相関処理の値とマージされません。

OPC_IGNORE_DEFAULT_MSG_
CORRELATIONの値がFALSEの場合、ロード

された設定をエージェントが内部データ構造に変

あ

り

FALSE ブール
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換するときに、メッセージ相関処理のデフォルト値

は、条件相関処理の値とマージされます。

OPC_ADVMON_
POLICY_
VERSION_
CHECK

この変数は、HP Operationsエージェントが、シス

テムパフォーマンスメトリックを使用する監視ポリ

シーのバージョンを検証 /比較する上で役立ちま

す。これらのポリシーは、再配布されたポリシーの

バージョンが既存バージョンより新しいことがHP
Operationエージェントによって検出された場合に

のみノードで有効になります。HPOM for UNIX
8.x環境でこの変数をデフォルト設定のまま使い

続ける場合、これらのポリシーを配布し直すたび

にエージェントを再起動する必要があります。

あ

り

TRUE ブール

OPC_INSTALLED
_VERSION

インストールされているエージェントのバージョンで

す。

あ

り

設定なし 文字列、

値 :A.VV.FF

OPC_MSG_FLT_
EXCLUDE_SVC

TRUEを指定すると、 [サービス名 ] フィールドは元

のHPOM内部のメッセージから繰り越されませ

ん。メッセージブラウザに表示されるそのメッセージ

の [サービス名 ] フィールドは空白のままとなりま

す。

あ

り

FALSE ブール

OPC_MAX_
MSG_LEN

メッセージサイズの上限を設定します。受信メッ

セージに対し、いくつかのサニティチェックが行われ

ます。OPC_MAX_MSG_LENは、許容可能な

上限をバイト単位で定義します。指定した上限

を超えるサイズのメッセージを受信した場合、その

メッセージは破棄されるか、途中で切断されま

す。

あ

り

1048576
(1MB)

整数

OPC_RESOLVE
_MAC_
ADDRESS

TRUEに設定すると、MACアドレス (0x<16進の

6バイト>)が解決されます。

それ以外の場合、ネームサービスキャッシュは

NULLを返します。

これは、エージェントとサーバーの両方で設定でき

ます。

あ

り

FALSE ブール

OPC_Q_MAX
_SIZE

新たに作成されるキューファイルの最大サイズを

制限します。

制限サイズ内のキューに対してはキュー要素を追

加できるため、結果的にキューのサイズは上限を

若干上回る可能性があります。制限サイズを超

えるキューに対してはキューを書き込むことができ

あ

り

0
(無制限 )

整数、キロ

バイト
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ず、ディスクがいっぱいになった場合と同様のアク

ションが実行されます (キューを切り替える、OPC_
Q_MAX_RETRY_TIMEの指定秒数だけスリー

プしてから失敗、または両方 )。キューの読み取り

側には影響しません。

OPC_MGMT_
SERVER

HPOM管理サーバーの完全修飾ホスト名を指

定します。

あ

り

不明

(インス

トール時

に設定 )

文字列

OPC_MSI_
CONF

シリアルMSI (メッセージストリームインターフェイ

ス)の設定ファイル名を指定します。

あ

り

msiconf 文字列

OPC_NAME
SRV_RETRIES

gethostbynameおよびgethostbyaddr呼び出し

の再試行回数を指定します。

あ

り

3 整数

OPC_
SUPPRESS_
ERROR_LIST

すべてのエラーメッセージ出力ターゲットに対する

エラーメッセージ (OpC<メッセージセット>-<メッ

セージ番号>)の出力を抑制する <メッセージセッ

ト>-<メッセージ番号>値のカンマ区切りリストを指

定します。一部のバイナリは、エラー状態になると

同じエラーメッセージを出力し、メッセージを抑制

した場合は通常出力が変更されてしまうため、

設定はプロセスベースで行ってください。リストに

は、空白を挿入しません。

例 :opcmsgmプロセスのエラーメッセージOpC50-
10およびOpC50-202を抑制するには

ovconfchg -ovrg server -ns opc.opcmsgm \ -set
OPC_SUPPRESS_ERROR_LIST \

"50-10,50-202"

あ

り

文字列

OPC_NAMESRV_
CACHE_SIZE

パフォーマンス向上のために、HPOMではすべて

のプロセスで名前解決キャッシュが使用されます。

キャッシュがいっぱいになると、最も使用頻度が低

いエントリから順に新しいエントリに置き換えられ

ます。大規模環境では、キャッシュサイズを大き

めに設定することをお勧めします (OPC_
NAMESRV_*も参照 )。

あ

り

100 整数

OPC_NAMESRV_ HPOMネームサービスキャッシュを有効 /無効に

します。

あ

り

FALSE ブール
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DISABLE_CACHE

ECEVO_LOG_
RSIZE

ECSイベント出力ログ設定の「相対」ファイルサ

イズを指定します。

あ

り

100 文字列

OPC_NAMESRV
_MAX_TIME

1つのノードで許容される最大解決時間をミリ秒

単位で指定します。

設定した上限を超過すると、トレースファイルと

opcerrorファイルに以下のような警告が記録され

ます。

ノード 'hostname.at.domain'の名前解決に xxx
ミリ秒かかりました。(設定されているしきい値 yyy
を超過 ) (OpC20-2212)

これはレポート専用の機能であり、最大時間が

経過してもネームサービス呼び出しは停止されま

せん。

呼び出しを停止するには、ネームサービスクライ

アントの設定を使用する必要があります (たとえ

ば、DNSの /etc/resolv.confで retry/retransキー

ワードを使用します)。詳細は、OS と使用ネーム

サービスによって異なります。

あ

り

200 整数 (ミリ
秒 )

ALERT_LTU_
EXPIRY_DAYS

この変数を使用すると、HPOM メッセージブラウザ

に警告メッセージが送信されるようHP
Operationsエージェントを設定し、ノード上で有

効となっている評価エージェント LTUの有効期限

についての詳細を知ることができます。

この変数を設定するときには、3つの整数値をカ

ンマで区切って降順で指定する必要があります。

たとえば、次のようになります。

ovconfchg -ns eaagt -set ALERT_

LTU_EXPIRY_DAYS

DAY1,DAY2,DAY3

評価 LTUが期限切れとなるDAY 1、DAY2、お

よびDAY3日前に、警告メッセージがHPOMコン

ソールに表示されます。

カンマ区切りの整数値を -1にすることで、警告メ

ッセージの送信を停止するようHP Operations
エージェントを設定することもできます。

たとえば、次のようになります。

ovconfchg -ns eaagt -set ALERT_

LTU_EXPIRY_DAYS "-1,-1,-1"

あ

り

7,3,1 文字列
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MAX_NBR_
WBEM_PARA
LLEL_THREADS

この変数は、Windows ノードのみで有効です。

opcwbemiによって取得されたオブジェクトを処理

するために同時に実行できるスレッドの最大数で

す。この変数は、opcwbemiが膨大な数のイベン

トを処理する場合に使用できます。最大値は 10
です。

あ

り

1 整数

OPC_LE_SKIP_
NO_OF_INVALID
_EVENTS

イベント プロバイダはアプリケーションを表現しま

す。登録された各プロバイダは、システムに対し、

イベントのセット、これらのイベントに関連するメタ

データ、およびプロバイダが発行できるイベントの

説明を送信します。

プロバイダが正しく登録されていないと、イベントま

たはイベントの説明を発行できません。これらのイ

ベントは無効なイベントと呼ばれます。

HP Operationsエージェントでスキップする無効な

イベントの数を設定します。無効なイベントの数

が指定した値を超えた場合、HPOM メッセージ

ブラウザに警告メッセージが送信されます。

あ

り

0 整数

OPC_MON_
SAVE_STATE_
CACHE_
THRESHOLD

しきい値に達した opcmonaの状態変更を状態

保存ファイルに書き込む場合、この変数にはその

しきい値を指定します。opcmonaの状態変更の

すべてを状態保存ファイルに書き込む場合は、

値 1を指定します。

あ

り

10 整数

CODA_CONNE
CTION_TIMEOUT

ovcの再起動、CODAが初期化状態のた

め、opcmonaによるCODAへの接続が失敗する

場合があります。opcmonaがCODAへの接続を

再試行できるようになるまでのタイムアウト値を分

単位で指定します。

あ

り

1 整数

OPC_LE_READ_
MULTILINE_FOR_
UNREGSOURCES

opcleがWindows 2008サーバーのイベントログを

読み込んでいて、イベントに未登録のソースイベ

ントに関する複数行の説明が含まれている場

合、この変数を TRUEに設定します。

あ

り

FALSE ブール

OPC_FORMAT_
OCTET_STR

16進文字列への明示的な変換を停止

し、UTF8文字を適切に表示するには、この変

数を FALSEに設定します。

あ

り

TRUE ブール

OPC_SET_
<DATASOUR
CENAME>_SI

この変数により、監視エージェント

は、CODA、SCOPE、VISPIなどのデータソース

に対してデータを照会している間の要約間隔を

設定します (OPC_SET_VISPI_SI=15mなど)。

設定可能な値は次のとおりで

す:1s、5s、15s、30s、1m、5m、15m、30m、

1h、3h、6h、12h、1d、1w、1M、1Q

あ

り

5m 文字列
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通信コンポーネントの設定変数

HP Operationsエージェントの通信コンポーネントを使用することで、エージェント ノードとの通信を高

度なセキュリティ環境で確立できます。通信コンポーネントのデフォルト動作は、一連の設定変数を

使用して変更できます。

表 5通信コンポーネントの設定変数

変数 名前空間 説明

変

更

後

の

手

動

再

起

動

の

必

要

性 デフォルト値 型

CHROOT_
PATH

bbc.cb この変数は、UNIX/Linux ノード

のみで有効です。

ovbbccbプロセスのchrootパス

を指定します。この変数を使用

することで、通信ブローカのポート

を保護できます。

このパラメータを設定する

と、ovbbccbプロセスはこのパス

に対して chroot操作を実行し

ます。これにより、ovbbccbプロ

セスは、<OVデータディレクトリ>
ディレクトリより上のファイルシステ

ムを認識しなくなります。そのた

め、/etcディレクトリ内のすべて

のファイルにアクセスできなくなり

ます。たとえば、次のようになりま

す。 /etc/hosts、
/etc/resolv.conf

、/etc/nsswitch.confにア

クセスできなくなります。このた

め、CHROOT_PATHパラメータ

が有効なときは、SERVER_
BIND_ADDRなどの通信ブロー

カパラメータでは、ホスト名では

なく IPアドレスを使用する必要

があります。

あ

り

文字列
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SSL_
REQUIRED

bbc.cb このパラメータが trueに設定され

ている場合、通信ブローカコン

ポーネントは、別のマシン上の通

信ブローカとのすべての管理接

続にSSL認証を要求します。そ

の通信ブローカ自体との接続に

は、非 SSL管理接続を利用で

きます。 [bbc.http]名前空間の

ENFORCE_CLIENT_
PROTOCOLおよび

ENFORCE_SERVER_SSLパ
ラメータも参照してください。

あ

り

TRUE ブー

ル

SERVER_
PORT

bbc.cb 通信ブローカのデフォルト以外の

ポートを使用するときは、この変

数を使用します。

デフォルトでは、通信ブローカは

ポート 383を使用します。エージ

ェント ノードでポート 383が空い

ていないときは、使用可能な

ポートをこの変数に設定します。

あ

り

383 整

数

LOCAL_
CONTROL_
ONLY

bbc.cb このパラメータが trueに設定され

ている場合、通信ブローカ

は、start、stop、kill、reinitなど

の管理コマンドの実行をローカル

接続にのみ許可します。

あ

り

TRUE ブー

ル

LOCAL_
INFO_
ONLY

bbc.cb このパラメータが trueに設定され

ている場合、通信ブローカは、ス

テータス情報、登録済みサービ

ス、開始済みリソースグループな

どの詳細情報の取得をローカル

接続にのみ許可します。

あ

り

FALSE ブー

ル
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RESTRICT_
REG

bbc.cb この変数は、通信ブローカに登

録されるプログラムを制限する場

合に役立ちます。

この変数を trueに設定した場

合、通信ブローカに登録できる

プログラムは、以下のフォルダに

対する書き込みアクセス権を持

つプログラムのみに制限されま

す。

Windowsの場合

%ovdatadir%temp\bbc

UNIX/Linuxの場合

/var/opt/OV/tmp/bbc

あ

り

FALSE ブー

ル

REQUEST_
TIMEOUT

bbc.cb ovbbccbサーバー (通信ブローカ

が実行されているシステム)が、

受信要求に含まれるデータを待

機する時間を指定します (単位

は秒 )。指定秒数以内にデータ

を受信しなかった場合、その要

求は再びキューに入れられま

す。

あ

り

1 整

数

LOCAL_
CONTROL_
ONLY

bbc.cb このパラメータが trueの場

合、CB
は、start、stop、reinit、killなど

の管理コマンドの実行をローカル

接続にのみ許可します。

あ

り

true ブー

ル

ENABLE_
REVERSE_
ADMIN_
CHANNELS

bbc.cb サーバーCBで RACを有効化

するかどうかを指定します。 true
の場合はRACを有効化

し、 falseの場合はRACを無効

化します。

あ

り

なし ブー

ル

RC_
CHANNELS_
CFG_
ファイル

bbc.cb これは、設定変数 RC_
CHANNELSに代わる変数で

す。リバースチャネルプロキシ名

やポートなどの詳細を、XPL設
定ではなく、ファイルに保存しま

す。

な

し

NULL 文

字

列

RC_MAX_
WORKER_
THREADS

bbc.cb リバース管理チャネルを確立する

ときに通信ブローカコンポーネン

トが使用できるスレッドの最大数

を指定します。

な

し

1 整

数

RC_MIN_
WORKER_

bbc.cb 通信ブローカコンポーネントがリ な

し

0 整

数
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THREADS バース管理チャネルを確立すると

きに、ノードで常にアクティブ状

態で維持されるスレッドの最小

数を指定します。

RETRY_RC_
FAILED_
CONNECTION

bbc.cb リバースチャネルプロキシ (RCP)
との接続試行に失敗した通信

ブローカコンポーネントが接続を

再試行できるようにするときは、

このオプションを使用します。

な

し

FALSE ブー

ル

GENERATE_
OVEVENT_
FOR_
FAILED_RC_
NODES

bbc.cb このオプションを使用すること

で、RCP ノードのステータスが

FAILEDになった場合

に、HPOM メッセージブラウザに

メッセージを送信できます。

な

し

FALSE ブー

ル

CB_PORTS_
CFG_
FILE

bbc.cb

.ports.

これは、変数 CB_PORTSに代

わる変数です。情報エントリは、

設定ではなく、ファイルに保存さ

れます。

な

し

NULL 文

字

列

AUTO_
CONNECTION_
CLOSE_
INTERVAL

導入 :HP
Operationsエージ

ェント8.53

bbc.

http, bbc.http

.ext.*.

この変数は、接続プールからの

接続がアクティブでなくなったアプ

リケーションが終了されるまでの

インターバルを定義します。この

設定は、HTTPS通信 APIを使

用するアプリケーションに影響し

ます。

な

し

-1 (無効 ) 整

数

LOCAL_
INFO_
ONLY

bbc.cb、bbc.http リモート ホストからの情報要求に

対して CBが応答するかどうかを

指定するブールパラメータです。

このパラメータを trueに設定した

場合、情報は送信されません

(pingに対してのみ応答します)。
サーバーステータス、登録サービ

ス、実行中リソースグループに

関する要求が影響を受けます。

あ

り

false ブー

ル

PORTS bbc.cb

.ports

この変数は、このホスト上のアプ

リケーションからアクセスできる、

ネットワーク上のすべての通信ブ

ローカ用ポートのリストを定義し

ます。この設定パラメータは、す

べての管理対象ノードと関連管

理サーバー上のパラメータと同一

である必要があります。

HPOMの管理対象環境内の

複数のシステムがデフォルト以外

あ

り

“” 文

字

列
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のbbc.cb ポートを使用する

場合は、以下のようにカンマで

区切ったポートのリストをこの変

数に設定できます。

<system1>:<port1>,
<system2>:<port 2>,...

たとえば、ノード

system1.domain.comおよび

system2.domain.com が通

信ブローカ用にそれぞれポート

400、401を使用する場合は、す

べてのエージェント ノードと管理

サーバーで PORTS変数を
system1.domain.com:400,

system2.domain.com:401

に設定します。

完全修飾ドメイン名の代わりに

IPアドレスを使用できます。シス

テムのグループを指定するとき

は、ワイルドカード文字 (*)も使

用できます。たとえ

ば、*.domain.com:400は、

ドメイン「domain.com 」を持

ち、bbc.cb ポートとして 400を
使用しているすべてのシステムを

示します。

SERVER_
PORT

bbc.http デフォルトでは、このポートは 0に
設定されます。0に設定した場

合は、使用できる最初のポート

番号がオペレーティングシステム

によって割り当てられます。これ

は、アプリケーションが要求を待

機するポートです。

メモ :bbc.http.ext.<アプリケーショ

ン名>名前空間にこのパラメー

タを明示的に設定することをお

勧めします。

あ

り

0 整

数

SERVER_
BIND_ADDR

bbc.http サーバーポートのバインド アドレ

スを指定します。

あ

り

localhost 文

字

列

MAX_
CONNECTIONS

bbc.http ノードが受け付ける最大接続

数を指定します。UNIX環境で

は、デフォルト値はプロセスあたり

のファイル記述子の最大数の

70%です。Windows環境で

あ

り

0 整

数
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は、デフォルト値は 2000です。

0に設定した場合は、デフォルト

値が使用されます。

CLIENT_
PORT

bbc.http クライアント要求のバインド ポー

トを指定します。たとえ

ば、10000-10020のようにポート

範囲を指定することもできます。

バインド ポートは、要求の送信

元ノードに属します。デフォルト

値はポート「0」で、使用できる最

初のポートがオペレーティングシ

ステムによって割り当てられま

す。

メモ :Microsoft Windowsシステ

ムでは、再利用のためのポート

の解放に時間がかかりま

す。Windowsシステムでは、この

パラメータの範囲を広く設定する

必要があります。

あ

り

0 文

字

列

CLIENT_
BIND_ADDR

bbc.http クライアント要求のバインド アド

レスを指定します。

あ

り

INADDR_
ANY

文

字

列

LOG_
SERVER_
ACCESS

bbc.http trueに設定した場合、HP
Operationsエージェントはサー

バーへのすべてのアクセスをログ

に記録し、送信者の IPアドレ

ス、要求されたHTTPアドレス、

要求されたHTTP メソッド、応

答ステータスに関する情報を提

供します。

あ

り

FALSE ブー

ル

ENFORCE_
CLIENT_
PROTOCOL

bbc.http このパラメータを使用することで、

クライアント要求の通信プロトコ

ルを設定できます。このパラメー

タに指定できる値は以下のとお

りです。

HTTP:すべてのクライアント要求

はHTTPプロトコルを使用しま

す。

HTTPS:すべてのクライアント要

求はHTTPSプロトコルを使用し

ます。

これ以外の値を設定した場合、

このパラメータは無視されます。

あ

り

HTTPS ブー

ル
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HTTPクライアントは、HTTP要

求を作成するときにアプリケーシ

ョン指定プロトコルを使用しま

す。このパラメータの大文字と小

文字は区別されません。

メモ :「HTTP」に設定するとセキ

ュリティ機能が無効になるため、

このパラメータの設定は慎重に

行ってください。

ENFORCE_
SERVER_SSL

bbc.http このパラメータは、HTTPサー

バーで許可される接続を制御し

ます。

このパラメータに指定できる値は

以下のとおりです。

NONE: HTTPサーバーは、SSL
接続と非 SSL接続の両方を受

け付けます。

REMOTE: HTTPサーバーとのす

べてのリモート接続にSSLを使

用する必要があります。SSLを
使用していないリモート接続は

自動的に拒否されます。ローカ

ル接続には SSL接続と非 SSL
接続を使用できます。

ALL: HTTPサーバーとのすべて

の接続にSSLを使用する必要

があります。SSLを使用していな

い接続は自動的に拒否されま

す。

これ以外の値を設定した場合、

このパラメータは無視されま

す。HTTPサーバーは、HTTP
サーバー要求を作成するときに

アプリケーション指定の認証方

式を使用します。このパラメータ

の大文字と小文字は区別され

ません。

メモ :「NONE」また

は「REMOTE」に設定するとセキ

ュリティ機能が無効になるため、

このパラメータの設定は慎重に

行ってください。

あ

り

ALL 文

字

列

LOCAL_
INFO_
ONLY

bbc.http このパラメータを trueに設定した

場合、HTTPサーバーは、サー

あ

り

FALSE ブー

ル

HP Operations Agent (11.10)146 / 187ページ



リファレンスガイド

第4章 :

バーの現在の状態などの情報

の取得をローカル接続にのみ許

可します。

PROXY bbc.http 指定したホストで使用するプロ

キシとポートを定義します。

形式 :プロキシ:ポート +(a)-(b);プ
ロキシ 2:ポート 2+(a)-(b); ...

a: カンマまたはセミコロンで区切

った、このプロキシを利用できる

ホストの名前のリスト。

b: カンマまたはセミコロンで区切

った、このプロキシを利用できな

いホストの名前のリスト。

HP Operationsエージェントは、

最初に一致するプロキシを選択

します。

例 : PROXY=web-proxy:8088-
(*.hp.com)+(*.domain.hp.com;*)

*.hp.com (たとえ

ば、www.hp.com)と一致するホ

ストを除くすべてのサーバー (*)に
おいて、ポート 8088でプロキ

シ「web-proxy」が使用されます。

ホスト名が *.domain.hp.com (た
とえ

ば、machine1.domain.hp.com)
と一致する場合も、このプロキシ

サーバーが使用されます。

ホスト名の代わりに IPアドレスを

使用することもできます。したがっ

て、15.*.*.*と15:*:*:*:*:*:*:*はど

ちらも有効な設定です。

あ

り

“” 文

字

列

PROXY_
CFG_
FILE

bbc.http PROXY変数に対して長大な

式を指定する代わりに、外部設

定ファイルを使用することでプロ

キシサーバー関連のすべての詳

細を指定したり、PROXY_
CFG_FILE変数を設定ファイル

の場所に設定したりすることがで

きます。外部設定ファイルは

XML形式で作成する必要があ

ります。このXMLファイルの構造

の詳細については、『HP

あ

り

文

字

列
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この変数は PROXY変数より優

先されます。

DOMAIN bbc.http ターゲット ホストのドメインが指

定されていない場合に使用され

るデフォルトのDNS ドメインを指

定します。ホスト名単独では一

致するホストが見つからない場

合、DNS ドメイン名を持たない

ホスト名にこのドメイン名が追加

されます。この処理は、プロキシ

の検索と [cb.ports]テーブルの

検索で実行されます。たとえ

ば、「machine 」というホスト名

を指定し、DOMAIN
を「domain.hp.com 」に設定

した場合、 [cb.ports]のエントリ

で「machine 」との一致が最初

に検索されます。「machine 」

というホスト名との一致が見つか

らなかった場

合、「
machine.domain.hp.com

」、「
*.domain.hp.com

」、「

*.hp.com」、「*.com」、「*」の

検索がこの順序で行われます。

あ

り

“” 文

字

列

FX_MAX_
RETRIES

bbc.fx オブジェクトを正しく転送するまで

の最大再試行回数を指定しま

す。

あ

り

3 整

数

FX_BASE_
DIRECTORY

bbc.fx ファイルのアップロード /ダウンロー

ドに適用されるベースディレクト

リを指定します。

あ

り

<OVデータデ

ィレクトリ>
文

字

列

FX_TEMP_
DIRECTORY

bbc.fx アップロード プロセスの実行中に

アップロード ファイルが配置され

る一時ディレクトリを指定しま

す。アップロード プロセスが完了

すると、ファイルは FX_
UPLOAD_DIRECTORYディレ

クトリに移動されます。

あ

り

<OVデータデ

ィレクトリ>

/tmp/bbc/fx

文

字

列

FX_UPLOAD_
DIRECTORY

bbc.fx アップロード ファイルのターゲット

ディレクトリを指定します。アップ

ロードのターゲット ディレクトリは、

この設定パラメータでオーバーラ

イドできます。

あ

り

FX_BASE_
DIRECTORY

文

字

列
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BUFFER_
PATH

bbc.snf バッファの対象となる要求が格

納されるSNF (Store-and-
Forward)パスを指定します。

あ

り

<OVデータデ

ィレクトリ>

/datafiles/
bbc/snf/

<アプリケーシ

ョン名>

文

字

列

CLEANUP_
INTERVAL

bbc.snf この変数は、HP Operations
エージェントがシステム上の不要

なバッファファイルを削除する間

隔を秒で指定します。

あ

り

100 整

数

MAX_FILE_
BUFFER_
SIZE

bbc.snf バッファとして使用できるハード

ディスク上の最大ディスク容量を

指定します。デフォルトでは、こ

のパラメータは 0に設定され、バ

ッファとして使用できるディスク容

量は制限されません。

あ

り

0 整

数

DELIVERY_
INTERVAL

bbc.snf バッファに保存されている要求の

送信をコンポーネントが試行する

インターバルを定義します。デフ

ォルト : 1000ミリ秒

あ

り

1000 整

数

MAX_
DELIVERY_
THREADS

bbc.snf メッセージの送信を同時に開始

できるスレッドの最大数を定義し

ます。

あ

り

5 整

数

KEEP_
CONNECTIONS_
OPEN

bbc.snf 「true」に設定した場合、キュー

の処理後も Snf Clientは接続

を終了しません。

接続は、Snf Clientで
CloseUnusedConnections()が
呼び出されるまで有効な状態で

維持されます。

あ

り

false ブー

ル

MAX_INPUT_
BUFFER_
SIZE

bbc.snf SnfOutputRequestオブジェクト

の内部メッセージバッファのサイ

ズを定義します。このサイズに達

するまでは、コンポーネントはメッ

セージの直接送信を試みます。

デフォルトは、100 KB

あ

り

100 整

数

DELIVERY_
QUEUE_
METHOD

bbc.snf 要求の送信順序を定義しま

す。以下の2つの送信順序があ

ります。FIFO: メッセージは時刻

順に送信されます。PRIORITY:
メッセージは、優先度順に送信

されます。

あ

り

FIFO 文

字

列
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SNF_
CONTENT_
TYPE

bbc.snf このSnf Clientが送信するすべ

ての要求につい

て、application/octetstream以

外のコンテンツタイプを指定する

ときは、このパラメータを使用しま

す。

あ

り

none 整

数

RC_HEALTH_
CHECK_
INTERVAL

bbc.rcp リバース管理チャネル (RAC)を
確立した後、HP Operations
エージェントはRACのヘルスを

監視するために、継続的にチェ

ックを実行します。この変数は、

エージェントがこのチェックを実行

する間隔を秒で指定します。

この変数を -1に設定した場合

は、ヘルスチェックは実行されま

せん。

あ

り

60 整

数

セキュリティ コンポーネントの設定変数

HPOM管理サーバーとノードの間で安全な通信を利用できるように、HP Operationsエージェントに

は証明書クライアントとキーストアが用意されています。セキュリティコンポーネントのデフォルト動作

は、一連の設定変数を使って変更できます。

表 6セキュリティ コンポーネントの設定変数

変数 名前空間 説明

変

更

後

の

手

動

再

起

動

の

必

要

性 デフォルト値 型

CERTIFICATE_
SERVER

sec.cm.client ノードに設定され

る証明書サーバー

を指定します。

証明書サーバー

は、ノードからの証

明書要求を受信

し、そのノードに証

明書を発行する

システムです。

あ

り

HPOMコンソール

からノードにエージ

ェントをリモート イ

ンストールする場

合、この変数には

管理サーバーの

FQDNが自動的

に設定されます。

文

字

列
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ノードを管理する

管理サーバーや、

ノードに証明書を

発行する専用

サーバーを証明書

サーバーとして指

定することで、ノー

ドと管理サーバー

の間で安全な通

信を利用できま

す。

ノードにエージェン

トを手動インス

トールし、そのエー

ジェントを管理

サーバーに設定し

ない場合は、この

変数に値は設定

されません。

CERTIFICATE_
DEPLOYMENT_
TYPE

sec.cm.client ノードへの証明書

の配布タイプを指

定します。設定可

能な値は次のとお

りです:

automatic::
automaticに設

定した場合、ノー

ドは新しい証明

書が必要になった

ときに、証明書

サーバーに対して

証明書の発行を

自動的に要求し

ます。

manual:: manual
に設定した場合

は、証明書を手

動でノードにインス

トールする必要が

あります。

あ

り

HPOMの管理対

象環境にエージェ

ントをインストール

する場合、この変

数は、そのノード

に設定されている

HPOM管理サー

バーの設定に基づ

いて automatic

または manualに

設定されます。

HPOM管理サー

バーでエージェント

を設定しない場

合は、この変数に

値は設定されませ

ん。

文

字

列

MANAGER sec.core.auth ノードに設定され

る管理サーバーの

名前 (FQDN)を
指定します。

あ

り

文

字

列

ENCRYPTION_
LEVEL

sec.core.ssl ノードと管理サー

バーの間のデータ

交換に適用され

るデータ暗号化レ

ベルを指定しま

す。

設定可能な値は

次のとおりです:

l Full (フル)

あ

り

Full 文

字

列
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l Best (ベスト )

l Export (エクス

ポート )

l None (なし)

CLIENT_
VERIFICATION_
MODE

sec.core.ssl SSLクライアント

検証モードを指定

します。設定可能

な値は次のとおり

です:

Anonymous (匿
名 )

RequireCertificate
(証明書必須 )

Anonymousに設

定した場合、ノー

ドは異なるソース

からの暗号化され

ていないメッセージ

を受信します。

あ

り

RequireCertificate 文

字

列

SESSION_
CACHING

sec.core.ssl ノードが管理サー

バーまたは別の

ノードとの間でセキ

ュアモードで通信

を開始すると、セッ

ションが作成され

ます。この変数

は、セッションを一

定時間維持する

際に役立ちます。

設定可能な値は

次のとおりです:

Enabled (有効 )

Disabled (無効 )

この変数を

Enabledに設定

すると、セッションを

一定時間維持で

きます。

この変数を

Disabledに設

定した場合、セッ

ションは 1回の

データ通信サイク

あ

り

Enabled 文

字

列
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ル後に終了しま

す。

SESSION_
TIME_OUT

sec.core.ssl この設定

は、SESSION_

CACHING を

Enabledに設定し

た場合のみ

有効です。

この変数は、セッ

ションキャッシュが

維持される時間を

設定します (単位

は秒 )。

あ

り

整

数

SESSION_
CACHE_SIZE

sec.core.ssl この設定

は、SESSION_

CACHING を

Enabledに設定し

た場合のみ

有効です。

SESSION_

CACHINGを

Enableに設定し

た場

合、SESSION_

TIME_OUTの時

間に達するまで複

数のセッションがキ

ャッシュに格納され

ます。この変数

は、キャッシュに格

納されるセッション

の上限数を設定

する際に役立ちま

す。

あ

り

整

数

RANDOM_
FILENAME

sec.core.ssl ランダム番号ジェ

ネレータへの値の

供給に使用され

るファイルを指定し

ます (絶対パス

名 )。

あ

り

文

字

列
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RANDOM_FILE_
BYTES_TO_
READ

sec.core.ssl RANDOM_

FILENAMEで指

定されるファイルか

ら何バイトを取り

出すかを指定しま

す。

あ

り

1024 整

数

ASYMMETRIC_
KEY_LENGTH

sec.cm この変数は、RSA
鍵のペアを作成す

るための非対称

鍵の長さを指定す

るために使用しま

す。

RSAは、公開鍵

の暗号化に使用

される一般的なア

ルゴリズムで

す。RSA 鍵長

2048を使用する

と、暗号の強度が

高まります。非対

称鍵暗号化方式

は、対称鍵暗号

化方式よりも速

度がかなり遅いた

め、デジタル署名

や鍵の交換にの

み使用します。

指定できるRSA
値は次のとおりで

す。

l 2048

l 3072

あ

り

2048 整

数

組み込みパフォーマンスコンポーネントの設定

次の表に記載された変数を使用して、組み込みパフォーマンスコンポーネント (別名 coda)のデフォ

ルトの動作を設定できます。

注 :組み込みパフォーマンスコンポーネントは、今ではシステムのパフォーマンスメトリックを収集し

なくなりましたが、HP PerformanceManagerやHP Reporterなどのデータ分析ツールは、組み

込みパフォーマンスコンポーネントによって提供されるインターフェイスを使用して、HP Operations
エージェントのデータストアに存在するデータにアクセスします。

表 7組み込みパフォーマンスコンポーネントの変数

変数 名前空間 説明 変更後の手 デフォ 型
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動再起動の

必要性 ルト値

DATAMATRIX_
VERSION

coda 変数を 1に設定すると、エージ

ェントはデータを 5つのレコード

のチャンクに分割し、データをク

ライアント プログラム (HP
PerformanceManagerなど)に
送信します。データをチャンクに

分割すると、データ転送プロセ

スのパフォーマンスが向上しま

す。

要 0 整数

DATAMATRIX_
ROWCOUNT

coda DATAMATRIX_VERSION変

数がすでに 1に設定されている

場合、エージェントが1つのチャ

ンクでクライアントに転送できる

レコードの数をこの変数で制御

できます。

要 5 整数

rtmd プロセスの設定変数

次の表に示される変数を使用することで、Performance Collection Componentが提供する rtmd プ

ロセスのデフォルト動作を設定できます。

表 8 rtmd プロセスの変数

変数 名前空間 説明

変

更

後

の

手

動

再

起

動

の

必

要

性

デフォルト

値 型

SERVER_
PORT

bbc.http.ext.rtmd rtmdプロセスは、着信メッ

セージの受信にこのポートを

使用します。

な

し

0 (0に設

定した場

合は、使

用できる

最初の

ポート番

整

数
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号がノード

のオペレー

ティングシ

ステムによ

って割り当

てられま

す)

SERVER_
BIND_
ADDR

bbc.http.ext.rtmd サーバーポートのバインド ア

ドレスを指定します。

な

し

INADDR_
ANY

文

字

列

CLIENT_
PORT

bbc.http.ext.rtmd rtmdプロセスがRTVへの

データの送信に使用するバ

インド ポートを指定します。

たとえば、10000-10020のよ

うにポート範囲で指定する

必要があります。ローカルホ

ストへの要求では、このパラ

メータは無視されま

す。Windowsシステムで

は、再利用のためのポート

の解放に時間がかかりま

す。Windowsシステムで

は、このパラメータの範囲を

広く設定する必要がありま

す。

な

し

文

字

列

CLIENT_
BIND_
ADDR

bbc.http.ext.rtmd クライアント ポートのバインド

アドレスを指定します。

な

し

INADDR_
ANY

文

字

列

PROXY bbc.http.ext.rtmd rtmd関連の通信にプロキ

シサーバーを使用する場合

は、この変数を使用しま

す。

この変数には、以下の形

式で値を設定します。

プロキシ:ポート; プロキシ

2:ポート 2; ...

な

し

文

字

列

クロスプラットフォームコンポーネントの設定変数

次の表に示される変数を使用することで、クロスプラットフォームコンポーネントのデフォルト動作を設

定できます。

表 9 クロスプラットフォームコンポーネントの変数

変数 名前空間 説明
変

デフ 変数
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更

後

の

手

動

再

起

動

の

必

要

性

ォル

ト値

filecount xpl.log.OvLogFileHandler 特定のロギングエンティティ用

に作成されるログファイルの最

大数を指定します。

あ

り

10 filecount

filesize xpl.log.OvLogFileHandler ログファイルに対するファイルサ

イズの上限を 100万バイト単

位で指定します。ログエントリ

の書き込みによってログファイ

ルのサイズがこの値を超過する

たびに、新しいログファイルが

作成されます。

あ

り

1 filesize

IsBindAny xpl.trc.server この属性は、トレースサーバー

のバインド アドレスが

INADDR_ANYであるか、ロー

カルホストであるかを示します。

値がNOの場合、バインド アド

レスはローカルホストです。値

がYESの場合、バインド アド

レスは INADDR_ANYです。

あ

り

YES IsBindAny

server xpl.dir.shares リソースグループのベースディレ

クトリを定義します。

あ

り

server

SocketPoll xpl.net このフラグは、poll()とselect()
のどちらのシステムコールを使

用するかを示します。

大規模な環境 (ノードの数が

1024を超える環境 )を監視し

ている場合、管理対象ノード

と管理サーバー上でこの変数

を true に設定します。

ヒント :エージェントのインストー

ル時に、この変数をすべての管

理対象ノードに設定するに

は、プロファイルファイルベース

あ

り

false SocketPoll
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のインストールを使用します。

次の文をプロファイルファイルに

追加してから、インストールを

実行します。

set

xpl.net:SocketPoll=true

設定コンポーネントの設定変数

次の表に示される変数を使用することで、設定コンポーネントのデフォルト動作を設定できます。

表 10設定コンポーネントの変数

変数 名前空間 説明

変

更

後

の

手

動

再

起

動

の

必

要

性 デフォルト値 型

CLUSTER_
TYPE

conf.cluster この変数には、ovconfdの
起動中に決定される実行

時クラスタソリューションが

設定されます。

あ

り

インストールされて

いるクラスタソリ

ューションのタイプ

に応じて、次のい

ずれかの文字列

が設定されます。

VERITAS Cluster
Server (VCS)

Sun Cluster (SC)

MC/ServiceGuard
(MC/SG)

AIX Cluster
(HACMP)

Red Hat
Advanced Server
(RHAS)

Microsoft Cluster
Server (MSCS)

文

字

列
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MONITOR_
MODE

conf.cluster クラスタの監視は、この設

定変数に設定されている

値に基づいて有効化され

ます。

あ

り

ブー

ル

POLLING_
INTERVAL

conf.cluster クラスタのステータスは、この

変数に指定されているポー

リング間隔でチェックされま

す。

10000 整

数

CLUSTER_
LOCAL_
NODENAME

conf.cluster 高可用性クラスタに属する

エージェント ノードの場合、

エージェント設定内のノード

ホスト名は、クラスタ設定

内のノード ホスト名と異な

る場合があります。そのよう

な場合、この変数をクラス

タ設定内で使用されている

ノードのホスト名に設定し

てください。

ノードが高可用性クラスタ

に属する場合、ノードの
MAX_RETRIES_FOR_

CLUSTERUP 変数を整数

値に設定する必要がありま

す。プロファイルファイルベー

スのインストールを使用する

と、インストール時におい

て、すべてのノードに適切

な値の変数を確実に設定

できます。

あ

り

NULL 文

字

列

MAX_
RETRIES_
FOR_
CLUSTERUP

conf.cluster この変数には、ブート時、

またはエージェントの通常

起動時 (試行間隔は 35
秒 )に ovconfdが起動され

るときに、クラスタの可用性

をチェックする回数を設定し

ます。

あ

り

1 整

数

MERGED_
POLICY_
LIST_
FILENAME

conf.core すべてのインストール済みポ

リシー (ovpolicy -dump)のリ

ストを

書き込むために使用される

ファイル名を指定します。

あ

り

ov_policies.txt 文

字

列

FORMAT_
POLICY_
LIST

conf.core ポリシー名が正しく表示さ

れない (たとえば、名前が

長すぎる)場合に、ポリシー

リスト (ovpolicy -list)をフ

あ

り

FALSE ブー

ル
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ォーマットするかどうかを指

定します。

ASYNC_
CONTROL_
NOTIFY

conf.core コンソールサービスからの通

知トリガを非同期で実行

するかどうかを定義しま

す。 trueに設定した場合、

ステータスやエラーメッセー

ジは設定にレポートされま

せん。

あ

り

FALSE ブー

ル

CACHE_
CONFIG
SETTINGS_
POLICIES

conf.core ポリシータイプ

が「configsettings」のポリ

シーをキャッシュする (メモリ

内で保持する)かどうかを

指定します。

あ

り

TRUE ブー

ル

AUDIT_
LOGGING

conf.server セキュリティ監査ロギング

を、ポリシー設定と設定の

間で切り替えます。

あ

り

FALSE ブー

ル

AUDIT_LOG
_MODE

conf.server 監査ログレベルを切り替え

ます。FAILURE =セキュリ

ティ障害のみをログに記録

します。ALL =すべての情

報をログに記録します (デフ

ォルト レベル、フォールバック

値 )。

あ

り

ALL 文

字

列

LOCATE
_SERVER

conf.server 起動チェックの再試行回

数を指定します。

あ

り

5 整

数

PING_
SERVER

conf.server ovconfdプロセスは、起

動時にそれ自体に対して

pingを実行します。この変

数は、

ovconfd が起動チェック

のために実行する pingの
回数を設定します。

あ

り

15 整

数

WAIT_TIME conf.server ovconfdによる起動チェッ

クの再試行間隔を指定し

ます (単位は秒 )。

あ

り

3 整

数

NOMULTIPLE

POLICIES

conf.server NOMULTIPLEPOLICIES

に指定されたポリシータイ

プでは、ノードに 1つのポリ

シー (この指定タイプ)のみ

のインストールが許可されま

す。

NOMULTIPLEPOLICIES

の値には、

あ

り

NULL 文

字

列
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ポリシータイプのカンマ区

切りリストを指定できます。

ONLINE conf.cluster

.RGState.VCS

Veritas クラスタのリソースグ

ループのオンライン状態の

設定を指定します。

あ

り

online 文

字

列

OFFLINE conf.cluster.

RGState.VCS

Veritas クラスタのリソースグ

ループのオフライン状態の

設定を指定します。

あ

り

offline 文

字

列

_PARTIAL_ conf.cluster.

RGState.VCS

Veritas クラスタのリソースグ

ループの部分状態の設定

を指定します。

あ

り

不明 文

字

列

_UNKNOWN_ conf.cluster.

RGState.VCS

Veritas クラスタのリソースグ

ループの不明状態の設定

を指定します。

あ

り

不明 文

字

列

up conf.cluster.

RGState.MCSG

MCSGクラスタのリソースグ

ループのアップ状態の設定

を指定します。

あ

り

online 文

字

列

down conf.cluster.

RGState.MCSG

MCSGクラスタのリソースグ

ループのダウン状態の設定

を指定します。

あ

り

offline 文

字

列

starting conf.cluster.

RGState.MCSG

MCSGクラスタのリソースグ

ループの開始状態の設定

を指定します。

不明 文

字

列

halting conf.cluster.

RGState.MCSG

MCSGクラスタのリソースグ

ループの停止状態の設定

を指定します。

あ

り

不明 文

字

列

ClusterGroup

StateUnknown

conf.cluster.

RGState.MSCS

Microsoft クラスタのリソース

グループの不明状態の設

定を指定します。

あ

り

不明 文

字

列

クラスタ

GroupOnline
conf.cluster.

RGState.MSCS

Microsoft クラスタのリソース

グループのオンライン状態の

設定を指定します。

あ

り

online 文

字

列

Cluster
GroupOffline

conf.cluster.

RGState.MSCS

Microsoft クラスタのリソース

グループのオフライン状態の

設定を指定します。

あ

り

offline 文

字

列

Cluster
GroupFailed

conf.cluster.

RGState.MSCS

Microsoft クラスタのリソース

グループの失敗状態の設

定を指定します。

あ

り

offline 文

字

列

ClusterGroup

PartialOnline

conf.cluster.

RGState.MSCS

Microsoft クラスタのリソース

グループの部分オンライン

状態の設定を指定しま

あ

り

offline 文

字

列
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す。

UNMANAGED conf.cluster.

RGState.SC

Sunクラスタのリソースグ

ループの管理対象外状態

の設定を指定します。

あ

り

不明 文

字

列

ONLINE conf.cluster.

RGState.SC

Sunクラスタのリソースグ

ループのオンライン状態の

設定を指定します。

あ

り

online 文

字

列

OFFLINE conf.cluster.

RGState.SC

Sunクラスタのリソースグ

ループのオフライン状態の

設定を指定します。

あ

り

offline 文

字

列

PENDING
_ONLINE

conf.cluster.

RGState.SC

Sunクラスタのリソースグ

ループのオンライン保留状

態の設定を指定します。

あ

り

不明 文

字

列

PENDING
_OFFLINE

conf.cluster.

RGState.SC

Sunクラスタのリソースグ

ループのオフライン保留状

態の設定を指定します。

あ

り

不明 文

字

列

ERROR_
STOP_

FAILED

conf.cluster.

RGState.SC

Sunクラスタのリソースグ

ループのエラー停止失敗状

態の設定を指定します。

あ

り

不明 文

字

列

started conf.cluster.

RGState.RHAS

RedHat (Linux)のリソース

グループのエラー停止失敗

状態の設定を指定しま

す。

あ

り

online 文

字

列

制御コンポーネントの設定変数

次の表を参照することで、制御コンポーネントの変数設定を変更できます。

表 11制御コンポーネントの変数

変数 名前空間 説明

変

更

後

の

手

動

再

起

動

の

必

要

性

デフォ

ルト

値 型
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RUN_
PROFILE

ctrl trueに設定した場合、制御コンポーネントの

実行に使用されるユーザーのプロファイルも

実行されます。

あ

り

false ブー

ル

START_
ON_BOOT

ctrl trueに設定した場合、再起動時に制御

サービスが開始されます。

あ

り

false ブー

ル

ACTION_
TIMEOUT

ctrl.ovcd ovcdプロセスが開始するアクションのタイム

アウト時間を指定します (単位は秒 )。
あ

り

60 整

数

PROCESS_
TIMEPUT

ctrl.ovcd すべてのプロセスが特定の状態を確立する

までの最大時間を指定します (単位は秒 )。
状態の遷移中に、プロセスがこの時間内に

特定の状態にならなかった場合、ovcdは

そのプロセスを中止または異常プロセスとし

てレポートします。

あ

り

120 整

数

KILL_
TIMEOUT

ctrl.ovcd 監視対象プロセスが正常に終了しなかった

場合に、そのプロセスを強制終了するまでの

タイムアウト時間を秒単位で指定します。

あ

り

15 整

数

MONITOR_
CHECK_
INTERVAL

ctrl.ovcd すでに監視されているプロセスを監視するた

めに、制御コンポーネントがOSを走査する

インターバルをミリ秒単位で指定します。

あ

り

2000 整

数

MONITOR_
TIMEOUT

ctrl.ovcd 新たに開始された登録済みプロセスが存在

するかどうかを調べるために、制御コンポーネ

ントがOSを走査するインターバルをミリ秒単

位で指定します。

あ

り

30000 整

数

BBC_INIT_
CHECK_
RETRY

ctrl.ovcd ovcがovcdの起動を試みる回数を指定し

ます。

あ

り

3 整

数

WIN_
COMPAT_
VARS

ctrl.ovcd Windows環境のみに適用されます。制御コ

ンポーネントによって実行されるアクションで

は、%OvInstallDir%などの環境変数内の

バックスラッシュ (\記号 )はスラッシュに変換さ

れます。

あ

り

false ブー

ル

OV_SUDO ctrl.sudo OV_SUDO変数を指定することで、root以
外の環境で制御サービスを実行する sudo
のようなプログラムを定義できます。

あ

り

文

字

列

OV_SUDO_
GROUP

ctrl.sudo OV_SUDO_GROUP <sudoグループ>変数

を使用することで、優先 sudoグループを指

定できます。

あ

り

文

字

列

OV_SUDO_
USER

ctrl.sudo OV_SUDO_USER <sudoユーザー>変数

を使用することで、優先 sudoユーザーを指

定できます。

あ

り

文

字

列

HP Operations Agent (11.10)163 / 187ページ



リファレンスガイド

第4章 :

配布コンポーネントの設定変数

次の表を参照することで、配布コンポーネントの変数設定を変更できます。

表 12配布コンポーネントの変数

変数 名前空間 説明

変

更

後

の

手

動

再

起

動

の

必

要

性

デフォ

ルト

値 型

CMD_TIMEOUT depl 配布コンポーネントは、配布コマンドが

完了するまで CMD_TIMEOUT秒間

待機します。

あ

り

60000
(秒 )

整

数

INSTALLATION_
TIME

depl 配布コンポーネントは、バンドルとパッ

ケージのインストールが完了するまで

INSTALLATION_TIME秒間待機し

ます。

あ

り

60000
(秒 )

整

数

MAX_BLOCK_
SIZE

depl ファイル転送時のファイル転送ブロック

サイズを指定します。

あ

り

4096 長

整

数

DEPLOY_
MECHANISMS

depl 配布コンポーネントは、リモート ノード

へのパッケージの配布に指定のメカニ

ズム (sshなど)を使用します。

あ

り

文

字

列

COPY [depl].mechanism.*** 配布コンポーネントは、リモート ノード

へのパッケージの配布にDEPLOY_
MECHANISMS変数に指定されてい

るメカニズムを使用します。特定の配

布メカニズムで copyコマンドを使用す

る場合は、ここに指定します。

あ

り

文

字

列

EXEC [depl].mechanism.*** 配布コンポーネントは、DEPLOY_
MECHANISMS変数に指定されてい

るメカニズムを使用して、リモート ノード

にパッケージを配布します。特定の配

布メカニズムで executeコマンドを使

用する場合は、ここに指定します。

あ

り

文

字

列
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BUNDLE_DIR depl.bootstrap 配布コンポーネントは、ブート ストラップ

のバンドルのソースディレクトリとして、

この変数の設定を使用します。

あ

り

文

字

列

BUNDLE_NAME depl.bootstrap 配布コンポーネントは、ブート ストラップ

のバンドル名として、この変数の設定

を使用します。

あ

り

文

字

列

BUNDLE_
VERSION

depl.bootstrap 配布コンポーネントは、ブート ストラップ

のバンドルバージョンとして、この変数

の設定を使用します。

あ

り

文

字

列
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エージェントのアプリケーションプログラミングインター
フェイス

エージェントのアプリケーションプログラミングインターフェイス (API)を使用することで、ユーザー独自の

アプリケーションとプログラムをHPOMに統合できます。HP Operationsエージェント 11.10には、以下

のAPIが用意されています。

l エージェント メッセージ API

l エージェント モニタ API

l Java API

注 : HP OperationsエージェントのAPIは、DCOMオートメーションをサポートするすべての言語 (
たとえば、VB、VBScript、JScriptなど)だけでなく、C/C++および Javaもサポートしています。た

だし、エージェント メッセージストリームインターフェイスがサポートしているのは、CのAPIのみで

す。すべてのAPIは、Microsoft Visual Studio 2005を使用して構築されています。

関数の命名規則

HPOM APIの関数には、実行する処理と、実行対象 HPOMオブジェクトを反映した、一貫性のあ

る名前が付けられます。次の図は、HPOM API関数の命名方法の例を示しています。

図 1:HPOM API 関数の命名

関数名は、以下の部分から構成されます。

l 製品 ID:製品を識別します。HPOMでは常に opcです。

l HPOMオブジェクト ID:関数による処理の実行対象となるHPOMオブジェクトを識別します。

l 操作 ID:関数によって実行される操作を識別します。

l 追加 ID:関数の機能や、処理の対象を示す追加説明です。

上の図は、すべての IDの概要を示しています。

注 :すべてのHPOMオブジェクトに対してすべての処理を実行できるわけではありません。また、
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実行する処理によっては使用できない追加 ID もあります。

表13関数名の組み合わせの概要

製品 ID
HPOM オブジェ

クト ID 操作 ID 追加 ID 追加 ID

opc appl _add _all _layoutgrps

applgrp _modify _list _nodes

data _delete _node

if _get _nodes

msg _assign _nodegrps

msggrp _deassign _templates

msgregrp _move _templgrps

node _nodehier

nodegrp _layoutgrp

nodehier _layoutgrps

profile _appls

reg _applgrps

sync _parentusers

templ _profiles

templfile _resps

templgrp _defaults

transact

user

図 1は、APIを使って操作できるすべてのHPOMオブジェクトの概要を示しています。APIを使用す

るときは、オブジェクトの説明にOPCデータタイプを使用する必要があります。

HPOMオブジェクト

HPOM オブジェ

クト 説明 OPC データ タイプ

アクション要求 管理対象ノードでのアクションの開始を求めるア

クション要求。主に Legacy Link インターフェイス

で使用されます。

OPCDTYPE_ACTION_REQUEST
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アクション応答 管理対象ノードですでに開始されているアクショ

ンからのアクション応答。主に Legacy Link イン

ターフェイスで使用されます。

OPCDTYPE_ACTION_RESPONSE

注釈 メッセージの注釈。 OPCDTYPE_ANNOTATION

アプリケーション HPOMで使用されるアプリケーション。 OPCDTYPE_APPLIC

アプリケーション

設定

HPOMアプリケーションの設定。HPOMアプリ

ケーションの設定には、このオブジェクト タイプを

使用します。

OPCDTYPE_APPL_CONFIG

アプリケーション

グループ

アプリケーショングループ。アプリケーショングルー

プは、アプリケーションやその他のアプリケーション

グループが含まれるコンテナです。

OPCDTYPE_APPL_GROUP

アプリケーション

応答

アプリケーション応答は、すでに開始されている

HPOMアプリケーションからの応答です。アプリ

ケーション応答は、アプリケーション応答インター

フェイスを使って受信できます。

OPCDTYPE_APPLIC_RESPONSE

コンテナ コンテナには、1タイプのオブジェクトのリストが含

まれます。

OPCDTYPE_CONTAINER

レイアウト グ

ループ

レイアウト グループには、ノード階層内のレイアウ

ト要素のリストが含まれます。

OPCDTYPE_LAYOUT_GROUP

メッセージ メッセージは、管理対象ノードの主要管理情報

要素です。

OPCDTYPE_MESSAGE

メッセージイベ

ント

メッセージイベントは、メッセージの変更時に送

信されます。

OPCDTYPE_MESSAGE_EVENT

メッセージグ

ループ
メッセージ グループは、受信メッセージの

グループ化条件です。

OPCDTYPE_MESSAGE_GROUP

メッセージ ID メッセージ IDには、メッセージの一意の識別子

が含まれます。

OPCDTYPE_MESSAGE_ID

モニタメッセー

ジ

モニタメッセージは、エージェント モニタ APIを使

って送信できるモニタ値です。

OPCDTYPE_MONITOR_MESSAGE

ノード ノードは、HPOMの管理対象ノードです。 OPCDTYPE_NODE

ノード設定 ノード設定は、HPOMの管理対象ノードの設

定です。ノードのすべての特性を指定する上で

必要な、すべてのパラメータが含まれます。

OPCDTYPE_NODE_CONFIG

ノード グループ ノード グループは、複数のノードを収集します。 OPCDTYPE_NODE_GROUP

ノード階層 ノード階層は、ノード レイアウト要素とノードを

末端の要素として含むツリー構造です。

OPCDTYPE_NODEHIER
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グループ替え

条件

グループ替え条件は、指定した条件と一致する

メッセージをグループ化し直します。

OPCDTYPE_REGROUP_COND

テンプレート テンプレートは、管理対象ノードへのメッセージ

条件の設定に使用されます。

OPCDTYPE_TEMPLATE_INFO

テンプレート グ

ループ

テンプレート グループは、複数のテンプレートおよ

びその他のテンプレート グループを収集します。テ

ンプレート グループは、テンプレートと同様に扱わ

れます。

OPCDTYPE_TEMPLATE_INFO

テンプレート フ

ァイル

テンプレート ファイルには、テンプレートの条件を

含め、テンプレートのすべての設定が含まれま

す。テンプレート ファイルを使用するのは、テンプ

レート ファイルAPIのみです。

[char *]

テンプレート情

報

テンプレート情報オブジェクトには、テンプレートの

名前、説明、タイプが含まれます。これを使用す

ることで、完全なテンプレート設定ではなく、使

用できるすべてのテンプレートのリストを取得でき

ます。

OPCDTYPE_TEMPLATE_INFO

ユーザー設定 ユーザー設定には、HPOMユーザーのプロパティ

が含まれます。

OPCDTYPE_USER_CONFIG

ユーザープロフ

ァイル

ユーザープロファイルには、ユーザーのプロパティ

が含まれます。ユーザーに割り当てると、そのプロ

ファイルに定義されているプロパティがユーザーに

割り当てられます。

OPCDTYPE_USER_PROFILE

管理対象ノード上のライブラリ

HPOMの共有ライブラリとopcapi.hヘッダーファイルの両方を使用できるように、HP Operations
エージェントAPIを使用するインストルメンテーションプログラムは、HP Operationsエージェントがインス

トールされているシステム上で開発する必要があります。

マルチスレッド環境をサポートするプラットフォームは、その環境で機能するリエントラント システムコー

ルも提供する必要があります。一部のプラットフォームでは、シングルスレッド アプリケーションでも機能

するリエントラント ライブラリのみが提供されます。また、libc とlibc_r、または libsocketと

libsocket_rのように、標準ライブラリとリエントラント ライブラリを個別に提供するプラットフォームも

あります。

2セットのライブラリを提供するプラットフォームでは、標準ライブラリを使ってアプリケーションを crt0オ

ブジェクト ファイルにリンクし、crt0_rオブジェクト ファイルを使ってリエントラント ライブラリにリンクする

ことが重要です。crt0とcrt0_rには、main()の前に実行されるコードが含まれ、ライブラリAPI
の呼び出し前に環境の設定 /初期化を行います。リエントラントのcrt0およびライブラリを、非リエン

トラントのものと組み合わせることはできません。

HP Operations エージェントの軽量ライブラリ

HTTPSエージェント バージョン 8.53以降には、従来のライブラリよりメモリ消費が少なく、パフォーマン

スに優れた軽量ライブラリが用意されています。HP OperationsエージェントAPIを使用するアプリケー
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ションを新たに開発するときは、軽量ライブラリをリンクしてください。

軽量ライブラリのインターフェイスは、従来のライブラリと同じです。このため、既存のアプリケーションを

再コンパイルして軽量ライブラリをリンクできます。

バージョン 8.53以降のエージェントがインストールされたノードの以下のフォルダには、軽量ライブラリの

使用方法を示す例が保存されています。

<OvInstallDir>/examples/copcagtapi

表 15軽量ライブラリ

オペレーティング

システム ライブラリ

Windows a. 32ビット %OvInstallDir%\bin\libopcagtapi.dll

64ビット %

OvInstallDir%\bin\win64\libopcagtapi.dll

HP-UX PA-
RISC b.

/opt/OV/lib/libopcagtapi.sl

HP-UX
Itanium

/opt/OV/lib/hpux32/libopcagtapi.so

Linuxa.b. 32ビット /opt/OV/lib/libopcagtapi.so

64ビット c. /opt/OV/lib64/libopcagtapi.so

Solarisb. 32ビット /opt/OV/lib/libopcagtapi.so

64ビット d. /opt/OV/lib64/libopcagtapi.so

AIXb. 32ビット /usr/lpp/OV/lib/libopcagtapi.a

64ビット d. /usr/lpp/OV/lib64/libopcagtapi.a

a.エージェントによって 64ビットと32ビットの両方の軽量ライブラリが提供されるオペレーティングシステ

ムでは、プログラムに適したライブラリにリンクしてください (たとえば、プログラムが64ビット オペレーティ

ングシステムで動作する場合でも、32ビット プログラムは 32ビット ライブラリとリンクさせます)。

b.UNIX/Linuxオペレーティングシステムで軽量ライブラリを使用するには、以下のHP BTOソフトウェ

ア共有ライブラリともリンクさせる必要があります。

c. 32ビットのLinuxエージェントが提供する 64ビット ライブラリは、メッセージストリームインターフェイス

機能をサポートしません。メッセージストリームインターフェイス機能を使用する 64ビット アプリケーショ

ンをコンパイルするには、64ビットのLinuxエージェントが提供する 64ビット ライブラリをリンクします。

d.HTTPSエージェント バージョン 8.60以降で使用できます。
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エージェント API のコンパイラのバージョンとオプション

HP OperationsエージェントAPIを使用するには、適切なバージョンのコンパイラとコンパイラオプション

を使用する必要があります。以下の表は、プラットフォームごとのコンパイラバージョン/オプションを示し

ています。

x86上のMicrosoft Windows Server 2003 (32 ビット )

コンパイラ Microsoft Visual Studio 2005 Team EditionおよびVS2005 Service Pack 1

必要なコンパイラオプ

ション

l /GR RTTIを有効化

l /MDマルチスレッド DLL (リリースバージョンで使用 )

l /MDdマルチスレッド DLLをデバッグ (デバッグバージョンで使用 )

l /EHaC++例外処理を有効化

l /W3警告レベル3

l /Wp64 64ビットのポータビリティ問題を検出

l /GF文字列プーリングを有効化

l /Jデフォルトの符号なし文字

l /Zc:wchar_twchar_tはネイティブタイプ

l /Gd __cdecl呼び出し規約を使用

l /analyzeエンタープライズコード分析

その他の要件 mt.exeを使用して、すべてのDLL、ロード可能モジュール、実行可能ファイル

のマニフェストをライブラリに組み込みます。

x64上のMicrosoft Windows Server 2003 (64 ビット )

コンパイラ Microsoft Visual Studio 2005 Team EditionおよびVS2005 Service Pack 1
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必要なコンパイラオプ

ション

l /GR RTTIを有効化

l /MDマルチスレッド DLL (リリースバージョンで使用 )

l /MDdマルチスレッド DLLをデバッグ (デバッグバージョンで使用 )

l /EHaC++例外処理を有効化

l /W3警告レベル3

l /Wp64 64ビットのポータビリティ問題を検出

l /GF文字列プーリングを有効化

l /Jデフォルトの符号なし文字

l /Zc:wchar_twchar_tはネイティブタイプ

l /Gd __cdecl呼び出し規約を使用

l /analyzeエンタープライズコード分析

その他の要件 mt.exeを使用して、すべてのDLL、ロード可能モジュール、実行可能ファイル

のマニフェストをライブラリに組み込みます。

Microsoft Windows Itanium (64 ビット )

コンパイラ Microsoft Visual Studio 2005 Team Edition、 Itaniumクロスコンパイラ、および

VS2005 SP 1

必要なコンパイラオプ

ション

l /GR RTTIを有効化

l /MDマルチスレッド DLL (リリースバージョンで使用 )

l /MDdマルチスレッド DLLをデバッグ (デバッグバージョンで使用 )

l /EHaC++例外処理を有効化

l /W3警告レベル3

l /Wp64 64ビットのポータビリティ問題を検出

l /GF文字列プーリングを有効化

l /Jデフォルトの符号なし文字

l /Zc:wchar_twchar_tはネイティブタイプ

l /Gd __cdecl呼び出し規約を使用

l /analyzeエンタープライズコード分析

その他の要件 l クロスコンパイラを使用して、x86システムでWindows Server 2003
Itaniumバイナリをビルドします。

l mt.exeを使用して、すべてのDLL、ロード可能モジュール、実行可能ファ

イルのマニフェストをライブラリに組み込みます。

HP-UX 11.11、11.23 PA (32 ビット API)
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コンパイラ aCC A.03.80

必要なコンパイラオプ

ション

l -AP古いC++実行時ライブラリを使用 (メモ : これがデフォルトです)

l -mtスレッド セーフコード用

推奨オプション l -Aa新たにサポートされた ANSI C++標準機能を有効化

l -D__HPACC_STRICTER_ANSI__STLの追加のANSI準拠を有効化

l +hpxstd98規格に準拠した新しいコンパイルモードを有効化

その他の要件 実行時パッチ PHSS_33945

HP-UX 11.23 IA64 (ネイティブ IPF モード ) (32 ビット API)

コンパイラ HP aC++ コンパイラ (バージョン: A.06.05)

必要なコンパイラオ

プション

l -AA ANSI標準 STLと IOStreamを使用 (これがデフォルトです)

l -mtスレッド セーフコード用

l +DD64 64ビット モード バイナリを作成 (HPUX11.23_IPF64実行可能ファ

イル専用 )

推奨オプション l -Aa新たにサポートされた ANSI C++標準機能を有効化 (-AAを明示的

に使用しない場合にのみ必要 )

l +DSitanium2 Itanium 2CPU用にコードを最適化 (Itanium 1でも実行可

能 )

その他の要件 l ビルド パッチ PHSS_33350 11.23 aC++ Runtime (IA: A.06.05)

l ビルド パッチ PHSS_33352 11.23 Integrity Unwind Library

SuSE Linux ES 9、SuSE 9.1、9.2、9.3、RedHat Enterprise Linux 4.0 (32 または 64 ビット API)

コンパイラ gccバージョン 3.3.3-43 (SuSE Linux ES 9の標準コンパイラ)

必要なコンパイラオプ

ション

-lpthread直接または間接的に使用される共有ライブラリがpthreadライブラリ

に依存する場合は、実行可能ファイル自体がシングルスレッド アプリケーション

であっても、実行可能ファイルとpthreadライブラリをリンクさせる必要がありま

す。

その他の要件 64ビット システムで 32ビット バイナリをコンパイルするには、コンパイラスイッチ -
m32を使用します。

SuSE Linux ES 10、RedHat Enterprise Linux 5.0 (64 ビット CPU が必要 ) (64 ビット API)

コンパイラ gccバージョン 4.1.0 (SuSE Linux ES 10の標準コンパイラ)

必要なコンパイラオプ

ション

-lpthread直接または間接的に使用される共有ライブラリがpthreadライブラ

リに依存する場合は、実行可能ファイル自体がシングルスレッド アプリケー
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ションであっても、実行可能ファイルとpthreadライブラリをリンクさせる必要が

あります。

その他の要件 64ビット システムで 32ビット バイナリをコンパイルするには、コンパイラスイッチ

-m32を使用します。

SuSE Linux ES 10、RedHat Enterprise Linux 5.0 (Itanium) (64 ビット API)

コンパイラ gccバージョン 4.1.0 (SuSE Linux ES 10の標準コンパイラ)

必要なコンパイラオ

プション

-lpthread直接または間接的に使用される共有ライブラリがpthreadライブラリ

に依存する場合は、実行可能ファイル自体がシングルスレッド アプリケーション

であっても、実行可能ファイルとpthreadライブラリをリンクさせる必要がありま

す。

SuSE Linux ES 10、RedHat Enterprise Linux 5.0 (x64 または Itanium) (32 ビット API)

コンパイラ gccバージョン 3.3.3-43 (SuSE Linux ES 9の標準コンパイラ)

必要なコンパイラオプ

ション

-lpthread直接または間接的に使用される共有ライブラリがpthreadライブラリ

に依存する場合は、実行可能ファイル自体がシングルスレッド アプリケーショ

ンであっても、実行可能ファイルとpthreadライブラリをリンクさせる必要がありま

す。

その他の要件 64ビット システムで 32ビット バイナリをコンパイルするには、コンパイラスイッチ -
m32を使用します。

Solaris 10 (SPARC) (32および 64 ビット API)

コンパイラ Sun Studio 11

必要なコンパイラオ

プション

-mtスレッド セーフコード用

その他の要件 ビルド パッチ:

l 122149 Update checking binary

l 124862 Debuginfo handling

l 120760 Compilers Back-End

l 121017 C++

l 121019 Fortran 95

l 121021 Fortran 95 Libraries

l 121015 C 5.8 compiler

l 121023 dbx

l 120761 Performance Analyzer
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l 122135 Sun Performance Library

l 122142 Sun Studio IDE

実行時パッチ:

l 117557OpenMP support libmtsk

l 108434 32-bit shared library patch for C++

l 108435 64-bit shared library patch for C++

l 111721 SunOS 5.8Math Library libm patch

l 109147 Linker patch

l 111697 SCCS andmake

l 114802 Assembler

l 108652 X11 Xsun

Solaris 8向け:

l 108434-08 SunOS 5.8:32-Bit Shared library patch for C++

l 108993-25 LDAP2 client, libc, libthread, libnsl libraries patch

l 109147-15 SunOS 5.8:Linker catch

Solaris 10 (x86/x64 – 32 ビット )

コンパイラ SunWorkshop Compiler 11

必要なコンパイラオプ

ション

l -mtスレッド セーフコード用

l -fast –xtarget=pentium

(オプションシーケンスが重要 )

コンパイラパッチ:

l 122148 Update checking binary

l 124859 Debug info handling

l 120759 Compilers Back-End

l 121018 C++

l 121020 Fortran 95

l 121022 Fortran Libraries

l 121016 C 5.8 compiler

l 121616 dbx

l 120762 Performance Analyzer

l 122136 Sun Performance Library

l 122143 Sun Studio IDE
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オペレーティングシステムパッチ:

l 118677 SunOS 5.10_x86:SCCS andmake utilities

l 118345 SunOS 5.10_x86:ld & libc.so.1

l 119961 SunOS 5.10_x86:Assembler

l 119964 SunOS 5.10_x86 Shared library patch for C++_x86

l 120754 SunOS 5.10_x86 libmtsk

l 121621MediaLib

AIX 6.1 (64 ビット )

コンパイラ IBM Visual Age C++ Professional / C for AIX Compilerバージョン 9.0

必要なコンパイラオプ

ション

l xlC_rスレッド セーフコードをコンパイル

l -qrtti=all RTTIを有効化

その他の要件 l ランタイム: AIX 6.1 TL2

l xlC.aix61.rte 10.1.0.2 C F XLC/C++ ランタイム (AIX 6.1向け)

l xlC.rte 10.1.0.2 C F XLC/C++ ランタイム

AIX 5.3 (32 ビット )

コンパイラ IBM Visual Age C++ Professional / C for AIX Compilerバージョン 5.0

必要なコンパイラオプ

ション

l xlC_rスレッド セーフコードをコンパイル

l -qrtti=all RTTIを有効化

AIX 5.3 (64 ビット API)

コンパイラ IBM Visual Age C++ Professional / C for AIX Compilerバージョン 9.0

必要なコンパイラオプ

ション

l xlC_rスレッド セーフコードをコンパイル

l -qrtti=all RTTIを有効化

Java

コンパイラ Sun JDK 1.5_14

その他の要件 AIX 6.1用のJavaランタイムには、JRE 1.6以上が必要

ローカライズされた環境でのAPI の使用

HPOM APIのすべての関数は、ローカライズされています。つまり、APIプログラムが母国語サポート

(NLS)環境に対応している場合、関数は言語設定を初期化し、コードセットの互換性を確認し、

必要に応じてコードセットを変換します。
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ローカライズされた環境用にAPIプログラムを作成するときは、プログラムが適切なロケールを選択す

ることを確認してください。Cプログラムでは、プログラムの冒頭で setlocale()関数を呼び出すことで指

定できます。

setlocale(LC_ALL,"")を使用することをお勧めします。LC_ALLというカテゴリは、プログラムのロ

ケール全体に名前を付けます。"" は、現在のシェルの設定を採用します。

エージェント メッセージ API
HPOMには、管理対象ノードでメッセージを処理するためのAPIが用意されています。これらの関数

により、たとえば、メッセージを送信して後で受諾することができます。モニタ値を送信する関数につい

ては、「エージェント モニタ API」を参照してください。

データ構造

l OPCDTYPE_MESSAGE_ID

l OPCDTYPE_MESSAGE

使用方法

管理対象ノードのプロセスが実行中である必要があります。関数を使用するには、アプリケーションに

ヘッダーファイルopcapi.hを追加します。

前提条件

これらの関数でOPCデータ構造を使用するには、opcdata_create()を使って各構造を事前に割り

当てる必要があります。プログラムの実行後は、opcdata_free()を使って各 OPCデータ構造を解放

する必要があります。

マルチスレッドでの使用方法

エージェント メッセージ APIのすべての関数は、マルチスレッド アプリケーションで安全に呼び出すこと

ができます。また、POSIXスレッドとDCEユーザースレッドの両方でスレッド セーフです。これらの関数

は async-cancel-safe、async-signal-safe、 fork-safeではないため、カーネルスレッドでは安全に呼

び出すことができません。

エージェントの設定

管理対象ノードからのメッセージに対する処理では、これらのメッセージ処理をマネージャに送信する

必要があります。残念ながら、メッセージ IDに基づいて担当マネージャにメッセージを送信することは

できません。また、メッセージの送信後に設定が変更されている可能性があるため、すべてのマネージ

ャにメッセージ処理を送信する必要があります。これは、多大なネットワーク負荷をもたらします。

これを回避するため、メッセージエージェントはメッセージの送信先マネージャに関する情報を維持し

ます。メモリ、ディスクスペース、処理時間を節約するため、定義された時間が経過すると情報は削

除されます。この時間は、OPC_STORE_TIME_FOR_MGR_INFOパラメータを使ってノード情報ポ

リシーに設定できます。この値は、時間単位で指定します。パラメータを変更しない場合のデフォルト

設定は 1時間です。

マネージャ情報の保存は、メッセージパラメータOPCDATA_DATA_INFOをOPC_REMARK_
FOR_ACKに設定することで、送信するメッセージごとに有効化する必要があります。

opcdata_set_long(message, OPCDATA_DATA_INFO, OPC_REMARK_FOR_ACK);

opcmsg()

opcagtmsg_send()
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opcagtmsg_ack()

opcagtmsg_ack()
#include opcapi.h

int opcagtmsg_ack (

opcdata message_id /* in */

);

パラメータ

message_id

OPCDTYPE_MESSAGE_ID タイプのメッセージ ID。

説明

関数 opcagtmsg_ack()を使用して、管理対象ノードから送信されたメッセージを受諾します。メ

ッセージエージェントにメッセージ処理が送信されます。

送信されたメッセージのメッセージ属性 OPCDATA_DATA_INFOがOPC_REMARK_FOR_ACKに設定

されている場合、メッセージエージェントは担当マネージャに関する情報をメモリで維持します。この属

性が設定されていない場合、メッセージ処理はすべてのマネージャに送信されます。

戻り値

OPC_ERR_OK:

OK

OPC_ERR_INVALID_INPARAM:

message_id が Null です。

OPC_ERR_INVALID_OPCDATA_TYPE:

message_id のタイプが OPCDTYPE_MESSAGE_ID ではありません。

OPC_ERR_INCOMPLETE_PARAM:

メッセージ ID が設定されていません。

OPC_ERR_NO_MEMORY:

メモリの割り当てに失敗しました。

opcagtmsg_send()
#include opcapi.h

int opcagtmsg_send (

opcdata message /* in/out */

);

パラメータ

メッセージ
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OPCDTYPE_MESSAGE タイプのメッセージ。

説明

関数 opcagtmsg_send()を使用して、管理対象ノードで作成されたメッセージを担当マネージャ

に送信します。メッセージのタイプは、OPCDTYPE_MESSAGEである必要があります。メッセージ ID
は、send呼び出しの実行直後に opcdata_get_str()を使ってメッセージオブジェクトから取得で

きます。

opcagtmsg_send()で使用するメッセージ属性は、重要度、アプリケーション、メッセージグルー

プ、オブジェクト、メッセージテキスト、オプション文字列、ノードのみです。

担当マネージャに関する情報を保存する場合は、OPCDATA_DATA_INFOを OPC_REMARK_FOR_

ACKに設定し、メッセージを後で受諾することを指定します。

OPC_REMARK_FOR_ACKによって opcagtmsg_send()が呼び出されると、以下の関数を使って

送信メッセージの IDを取得できるようになります。

opcdata_get_str() (message, OPCDATA_MSGID)

戻り値

OPC_ERR_OK:

OK

OPC_ERR_APPL_REQUIRED:

属性 OPCDATA_APPLICATION が設定されていません。

OPC_ERR_OBJ_REQUIRED:

属性 OPCDATA_OBJECT が設定されていません。

OPC_ERR_TEXT_REQUIRED:

属性 OPCDATA_MSGTEXT が設定されていません。

OPC_ERR_INVAL_SEVERITY:

設定された重要度が無効です。

OPC_ERR_MISC_NOT_ALLOWED:

メッセージ グループ「misc」は使用できません。

OPC_ERR_INVALID_INPARAM:

message が NULL です。

message のタイプが OPCDTYPE_MESSAGE ではありません。

OPC_ERR_WRONG_OPTION_VARS:

メッセージの OPCDATA_OPTION_VAR フィールドの形式に誤りがあります。このフィールドに指定できる

のは、スペースで区切った割り当てのみです。

OPC_ERR_NO_MEMORY:

メモリの割り当てに失敗しました。
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opcmsg()
#include opcapi.h

int opcmsg (

const int severity, /* in */

const char * application, /* in */

const char * object, /* in */

const char * msg_text, /* in */

const char * msg_group, /* in */

const char * nodename, /* in */

);

パラメータ

severity

新しいメッセージの重要度レベル。

サポートされる重要度は以下のとおりです。

OPC_SEV_NORMAL

OPC_SEV_WARNING

OPC_SEV_MINOR

OPC_SEV_MAJOR

OPC_SEV_CRITICAL.

application

メッセージソースのアプリケーション。

object

メッセージソースのオブジェクト。

msg_text

メッセージテキスト。

msg_group

メッセージグループ。
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nodename

メッセージの送信元ノードの名前。

説明

関数 opcmsg()を使用して、管理対象ノードで作成されたメッセージを管理サーバーに送信しま

す。この関数はメッセージ IDを返さないため、管理対象ノードで後からメッセージを受諾することはで

きません。

戻り値

OPC_ERR_OK:

OK

OPC_ERR_APPL_REQUIRED:

アプリケーションパラメータが設定されていません。

OPC_ERR_OBJ_REQUIRED:

オブジェクト パラメータが設定されていません。

OPC_ERR_TEXT_REQUIRED:

msg_textパラメータが設定されていません。

OPC_ERR_INVAL_SEVERITY:

重要度パラメータの値が無効です。

OPC_ERR_MISC_NOT_ALLOWED:

メッセージグループ「misc」は使用できません。

OPC_ERR_NO_MEMORY:

メモリ不足です。

エージェント モニタ API
HPOMには、監視エージェントにモニタ値を送信するための関数セットが用意されています。

データ構造

OPCDTYPE_MONITOR_MESSAGE

使用方法
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このクラスの関数を使用するには、管理対象ノードのプロセスが実行中である必要があります。関数

を使用するには、アプリケーションにヘッダーファイルopcapi.hを追加します。

前提条件

これらの関数でOPCデータ構造を使用するには、opcdata_create()を使って各構造を事前に割り

当てる必要があります。

マルチスレッドでの使用方法

エージェント モニタ APIのすべての関数は、マルチスレッド アプリケーションで安全に呼び出すことがで

きます。また、POSIXスレッドとDCEユーザースレッドの両方でスレッド セーフです。これらの関数は

async-cancel-safe、async-signal-safe、 fork-safeではないため、カーネルスレッドでは安全に呼び出

すことができません。

opcmon()

opcagtmon_send()

opcagtmon_send()
#include opcapi.h

int opcagtmon_send (

opcdata mon_msg /* in */

);

パラメータ

mon_msg

OPCDTYPE_MONITOR_MESSAGE タイプのモニタメッセージ/モニタ値。

説明

関数 opcagtmon_send()を使用して、管理対象ノードで作成されたモニタ値をモニタエージェン

トに送信します。mon_msgのタイプは、OPCDTYPE_MONITOR_MESSAGEである必要がありま

す。

opcagtmon_send()で使用するメッセージ属性は、モニタ名、モニタ値、オブジェクト、オプション文

字列のみです。

戻り値

OPC_ERR_OK:

OK

OPC_ERR_INVALID_INPARAM:

mon_msgがNullです。

mon_msgのタイプがOPCDTYPE_MONITOR_MESSAGEではありません。

OPC_ERR_OBJNAME_REQUIRED:

属性 OPCDATA_MON_VARが設定されていません。

OPC_ERR_NO_AGENT:
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エージェントが稼働していません。

OPC_ERR_NO_MEMORY:

メモリ不足です。

OPC_ERR_WRONG_OPTION_VARS:

属性 OPCDATA_OPTION_VARが正しく設定されていません。

opcmon()
#include opcapi.h

int opcmon (

const char *objname, /* in */

const double monval /* in */

);

パラメータ

objname

監視対象オブジェクトの名前。

monval

監視対象オブジェクトの実際の値。

説明

関数 opcmon()を使用して、管理対象ノードで作成されたモニタ値を担当管理サーバーに送信し

ます。

戻り値

OPC_ERR_OK:

OK

OPC_ERR_OBJNAME_REQUIRED:

objnameがNULLです。

OPC_ERR_NO_AGENT:

エージェントが稼働していません。
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OPC_ERR_NO_MEMORY:

メモリ不足です。

エージェント メッセージ ストリームインターフェイス (MSI)
エージェント メッセージストリームインターフェイスを使用することで、HPOM管理対象ノードのメッセー

ジフローをとらえ、管理サーバーに送信する前に、外部アプリケーションを使ってメッセージを追加処

理できます。これにより、ネットワークトラフィックの量を大幅に削減できます。一般的な外部アプリ

ケーションには、ECSなどのイベント相関関係エンジンがあります。

注 : HP OperationsエージェントのAPIは、DCOMオートメーションをサポートするすべての言語 (
たとえば、VB、VBScript、JScriptなど)だけでなく、C/C++および Javaもサポートしています。た

だし、エージェント メッセージストリームインターフェイスがサポートしているのは、CのAPIのみで

す。すべてのAPIは、Microsoft Visual Studio 2005を使用して構築されています。

エージェント メッセージ ストリームインターフェイスの有効化

デフォルトでは、管理対象ノード上のエージェント メッセージストリームインターフェイスは無効です。

外部プログラムがエージェント MSIを使用できるようにするには、まずMSIを有効にする必要がありま

す。有効にするには、管理サーバー上で OPC_AGTMSI_ENABLE TRUEを含むノード情報ポリシー

を作成し、MSIを有効にする管理対象ノードに配布します。

また、デフォルトでは、自動アクションまたはオペレータ起動コマンドを含むメッセージをMSIに書き込

むことはできません。メッセージエージェントは、メッセージに含まれるアクションを破棄します。

自動アクションを定義できるようにするには、ノード情報ポリシーに以下の内容を追加します。

OPC_AGTMSI_ALLOW_AA TRUE

オペレータ起動アクションを定義できるようにするには、ノード情報ポリシーに以下の内容を追加しま

す。

OPC_AGTMSI_ALLOW_OA TRUE

エージェント メッセージ ストリームインターフェイスに送信するメッセージの設定

エージェント MSIを有効化し、メッセージ用のアプリケーションを登録した場合でも、エージェント MSI
へのメッセージの送信を指定する必要があります。この指定は、ポリシーエディタの [発信メッセージ]ウ
ィンドウにある [メッセージストリームインターフェイスと外部サービス] タブで行います。

エージェント MSIへのメッセージの送信を定義するには、 [エージェントのメッセージストリームインターフ

ェイス]を選択し、メッセージのコピー/転用のいずれかを選択します。

msiconf()
名前

msiconfは、HPOM forWindowsのメッセージマネージャ設定ファイルです。

コマンド一覧

サーバー側のMSI
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<サーバー設定ディレクトリ>/msiconf

たとえば、次のようになります。

/etc/opt/OV/share/conf/OpC/mgmt_sv/msiconf

エージェント側のMSI

<エージェント設定ディレクトリ>/msiconf

たとえば、次のようになります。

/var/opt/OV/conf/OpC/msiconf (HP-UX)

説明

msiconfは、HPOM メッセージストリームインターフェイス (MSI)インスタンス名と順序番号のペアから

構成されるエントリのリストが記録された ASCII ファイルです。各フィールドは、スペース、複数のス

ペース、またはタブによって区切られます。各エントリは改行で区切られます。

MSI インスタンス名は、13文字以内の英数字で指定します。順序番号は、-127～ 127の整数で

指定します。シャープ記号 (#)から始まる行はコメントと見なされ、無視されます。空白行も無視され

ます。

MSI インスタンス名は、HPOM メッセージマネージャに登録されているサーバーMSIアプリケーションの

名前に対応しています。順序番号は、登録済みMSIアプリケーションがメッセージマネージャからメッ

セージを受信する順序を指定します (最小番号から最大番号の順 )。msiconf ファイルに記載されて

いない登録済みMSIアプリケーションの順序番号は 0になります。

msiconf ファイルは、MSI インスタンスがMSI との接続を開始 /終了するたびにメッセージマネージャま

たはメッセージエージェントによって読み取られます。

例

counter -10

opcecm 0

proca 10

proca 10

enhtt 20

登録済みMSI インスタンスは、メッセージストリームへの書き込み前に、メッセージを変更したり、完

全に抑制することができます。前述の例のprocaとprocbのエントリは、並行 MSI設定を示していま

す。この設定では、1つのメッセージがメッセージストリームに入ると、2つのメッセージがメッセージスト

リームから出る場合があります。

Java API
HP Operationsエージェントには、次の処理を行う Javaクラスが用意されています。

l メッセージを作成し、HPOM管理サーバーに送信する

l すでに送信済みのメッセージを受諾する

l HPOMモニタエージェントにモニタ値を送信する
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注 : HP OperationsエージェントのAPIは、DCOMオートメーションをサポートするすべての言語 (
たとえば、VB、VBScript、JScriptなど)だけでなく、C/C++および Javaもサポートしています。た

だし、エージェント メッセージストリームインターフェイスがサポートしているのは、CのAPIのみで

す。すべてのAPIは、Microsoft Visual Studio 2005を使用して構築されています。

jar ファイル

Java APIを使用するために必要な jarファイルjopcagtbase.jarおよびjopcagtmsg.jarは、

エージェントと共に管理対象ノードにインストールされます。

Windowsの場合

JavaのHPOMクラスを使用するには

l javacおよびjavaコマンドで使用される -classpathパラメータに、jopcagtbase.jarファ

イルとjopcagtmsg.jarファイルを指定する必要があります。

l システム変数 PATHには、共有ライブラリファイルの常駐ディレクトリを指定する必要があります。こ

の設定は、エージェントのインストール時に自動的に行われます。

javadocスタイルクラスのドキュメントについては、%OvInstallDir%www/htdocs/jdoc_

agent/index.htmlを参照してください。

サンプルコードをコンパイルして実行するには

1. %OvInstallDir%\examples\OVOW\DevelopmentKit\Agent\Javaディレクトリに移動し

ます。

2. javac -classpath

"%OvInstallDir%/java/jopcagtbase.jar:%OvInstallDir%/java/jopcagtmsg.jar"

<javaソースコード ファイル>でサンプルコードをコンパイルします。

3. java -classpath

".:%OvAgentDir%/java/jopcagtbase.jar:%OvAgentDir%/java/jopcagtmsg.jar"

<Javaクラス>を実行してサンプルコードを実行します。

この<Javaソースコード ファイル>は、JOpcAgtMsgTest.javaまたは

JOpcMonValueTest.javaです。<Javaクラス>は、JOpcAgtMsgTestまたは

JOpcMonValueTestです。

UNIX の場合

管理対象ノードのサンプルプログラムを構築するには、ソースファイルを管理対象ノードにコピーする

必要があります。また、管理対象ノードにHP Operationsエージェント ソフトウェアをインストールする

必要があります。エージェント ソフトウェアをインストールしない場合、管理対象ノードにはHPOMの

jarファイルは存在しません。サンプルプログラムは、 /tmpなどの任意の場所にコピーしてください。

JavaのHPOM API ラッパークラスを使用するには

l javacおよびjavaコマンドで使用される -classpathパラメータに、jopcagtbase.jarファ

イルとjopcagtmsg.jarファイルを指定する必要があります。

l システム変数 PATHには、共有ライブラリファイルの常駐ディレクトリを指定する必要があります。こ

の設定は、エージェントのインストール時に自動的に行われます。

javadocスタイルクラスのドキュメントについては、/opt/OV/www/htdocs/jdoc_

agent/index.htmlを参照してください。
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サンプルコードをコンパイルして実行するには

1. ソースコードを管理ノードの一時ディレクトリにコピーし、そのディレクトリに移動します。

2. javac -classpath

"/opt/jar/jopcagtbase.jar:/opt/jar/jopcagtmsg.jar"<Javaソースコード ファ

イル>を実行してサンプルコードをコンパイルします。

3. java -classpath

".:/opt/jar/jopcagtbase.jar:/opt/jar/jopcagtmsg.jar" <Javaクラス>を実

行してサンプルコードを実行します。
この<Javaソースコード ファイル>は、JOpcAgtMsgTest.javaまたは

JOpcMonValueTest.javaです。<Javaクラス>は、JOpcAgtMsgTestまたは

JOpcMonValueTestです。
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